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　　プロローグ









『全日本ＲＰＧプロゲーマー選せん出しゆつ予選大会』

　力強い筆文字でデカデカと書かれた横おう断だん幕まくの下したで、二人の男が激はげしくコントローラーを操そう作さしている。一万人が入はいる会場は満員で、全員が前方の巨きよ大だいスクリーンに釘くぎ付づけになっていた。

　スクリーンは縦たてに二分割されており、そのどちらにも悪あく魔まのようなモンスターが映し出され、四人の戦士が代かわる代がわる攻こう撃げきを加えている。

　だが、右側のスクリーンは戦士が三人に減っていた。

『有あり野の選手！　劣れつ勢せい！　劣勢ッ！　ボスのクリティカルで勇者が死んだァッ！』

「くそっ！　すぐ立て直してやんよっ！」

　実じつ況きようと湧わき上あがる観かん客きやくの悲鳴に舌打ちしつつ、有野晴はる希きは巧たくみなコントローラー捌さばきで魔ま法ほう使いに蘇そ生せい魔法を使用させる。通常のＲＰＧプレイヤーなら３秒、戦略の考察も含ふくめると20秒かけてもおかしくないところを、晴希は０・３秒で入力した。

　さすが「ＲＰＧのプロ」を選出する大会で、最年少で準決勝まで勝ち進んだ実力者である。

　この大会は非常にシビアだ。運営側が定めたＲＰＧタイトルのラスボスを、決められた装備、スキル、アイテムでいかに早く倒たおせるかを競きそう。一いつ般ぱんのプレイヤーならゲームオーバーになってもおかしくないようなステータスでだ。圧あつ倒とう的てきなＲＰＧのプレイ経けい験けんと知ち識しき、そしてセンスがなければ勝てはしない。

（くそっ！　回復が追いつかねぇ！　エリクシールは残りパーティ分……ラスボスの体力はあと少しだから、そろそろ強力な全体攻撃を使ってくる……っ！）

　ゲームオーバーになったらリトライできるが、その時点で巻き返しは不可能だ。状況は劣悪。絶体絶命。緊きん張ちようとプレッシャーで吐はき気すらこみ上げる。

　……が、血走った目をした晴希の顔かおには、笑みが浮うかんでいた。

（面おも白しれぇ……っ！　予習してた時から思ってたけど、クソ面白ぇゲームだ！）

　口から僅わずかに笑い声が漏もれた。同時に、エリクシールを全員に使用。それを見た相手が、「ここで使うのか！」と表情を厳きびしくする。

（このラスボス戦は何度プレイしても燃もえる！　オープニングアレンジの戦せん闘とう音楽は激げきアツだな！　これを会場のスクリーンとスピーカーでプレイできるなんて、俺おれは幸せ者だ……っ！）

　パーティ全員に防ぼう御ぎよコマンドを実行。直後、ラスボスが全体攻撃を放ってきた。スクリーンがまばゆく点てん滅めつし、パーティの体力がガリガリと減っていく。同時に湧き上がる観客の悲鳴と声せい援えん。

　──残った体力は、パーティ全員が三桁けたのレッドライン。

『耐たえたッ！　耐え切ったァッ！　巻き返せるか有あり野の選せん手しゆゥッ！』

　会場から歓かん声せいが上あがる。それを聞いて、晴はる希きの全身がビリビリと震ふるえた。

（観かん客きやくと一いつ緒しよにゲームをやるのは堪たまらねぇっ！　絶対勝つ！　勝ってプロゲーマーになってやる！　──そして優ゆう勝しようインタビューで言ってやるぞ！）

　もう回復はしない。ノーガードで全員【こうげき】コマンド実行！

（──「神ゲーをプレイさせてくれてありがとう」ってなッ！）

　一人、二人、三人──そして、四人目の攻こう撃げきでラスボスの動きが止まる。スピーカーから大地を震わせるような断だん末まつ魔まの叫さけびが響ひびき出した。同時に、観客の歓声が、本当に会場全体を震わせる。

　──３秒遅おくれて、相手のラスボスも死に際の声を上げた。

『有野選手ゥッ！　早かったのは有野選手だァッ！　有野晴希！　今大会で最年少の十六歳さい！　決勝進出を決めたァッ！』

　実じつ況きように合わせ、晴希はコントローラーを持った拳こぶしを突つき上げる。それに会場が一いつ斉せいに湧わいた。響く拍はく手しゆ、汗あせばむほどの熱ねつ気き、「あ・り・のっ！　あ・り・のっ！」というシュプレヒコール。

　晴希は立ち上がり、ナイスゲームを繰くり広げた対戦相手のもとへと向かう。相手は悔くやし涙なみだを浮うかべながらも「君とゲームができて楽しかった」と握あく手しゆに応じてくれた。

　会場は未いまだに「有野コール」が鳴り止やまない。晴希は手を挙げてそれに応えながら、壇だん上じようを下おりて選手専用通路へと向かう。

　誰だれもいない長い廊ろう下か。体の内に籠こもる熱は、強すぎる冷れい房ぼうでも冷さませない。薄うす暗ぐらい照明に照らされる中、晴希は壁かべに背せ中なかを預けて大きく息を吐はいた。

「あと一勝……あと一勝で夢が叶かなう……っ！」

　思わず拳に力が入はいる。幼い頃ころから何をやっても中ちゆう途と半はん端ぱで、褒ほめられた記き憶おくなんてちっともなかった。周囲に馴な染じめず、一人きりの中で熱中できたものが、たった一つ「ゲーム」だけ。初はじめてやり遂とげられたのは、「ＲＰＧの全クリア」だ。

　その達成感が忘れられない。きっとゲームの主人公に、自分を投とう影えいしていたんだろう。何をやってもダメだった自分が、弱い勇者とともに少しずつ歩み、ラスボスを倒たおして世界を救った。

　一生、ゲームをやりたいと思った。

　プロゲーマーになりたいと思った。

　笑われても、馬ば鹿かにされても、止められても、挫ざ折せつする気なんて起きなかった。

「絶対に次も勝つ！」

　一人奮ふん起きし、晴希は両手で自分の頰ほおを張る。気合い十分。頭あたまの中は清水のように澄すみ渡わたっている。負ける気がしない。今までクリアした百を超こえるＲＰＧの仲間たちが、背中を押してくれているような気さえした。

　──だが。

『──会場の皆みな様にお知らせします』

　突とつ如じよ、暗い声のアナウンスが響ひびき渡わたった。

『只ただ今いま、有あり野の選せん手しゆが棄き権けんされました』

「はぁっ!?」
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　何故なぜだ!?　自分は棄き権けんなんかしていない！　晴はる希きは頭ず上じようのスピーカーを見み上あげるが、そこからは機き械かい的てきな暗いアナウンスだけが響ひびく。

『よって優ゆう勝しようは竹たけ原はら選せん手しゆとなります』

　全身から血の気が引く。足に力が入はいらなくなる。まるで真綿の上うえに立っているような感覚に転びかけるが、頭あたまを振ふって気を取り直した。

「な、なにかの間ま違ちがいだ！　早く撤てつ回かいしてもらわないと──」

「──間違いじゃないぞ、晴希」

　晴希が会場に戻もどろうとしたその時、ふいに背後から男の声がした。振り返ると、いつの間まにそこにいたのか、高級そうなスーツを身につけた男が立っている。

「私がお前を棄権にした」

　色素の薄うすい茶色がかった髪かみの毛。細い顎あごを少し上げ、やや釣つり気味の瞳ひとみで晴希を見み下くだしている。表情こそ寒々しいほど冷れい酷こくだが、その顔かおの作りは、晴希にそっくりだ。

「兄貴……っ！」

　晴希は歯をむき出しにすると、彼に詰つめ寄り、ジャケットの首元に収まったシルクのネクタイを思いっきり引っ張る。

「なにしやがんだっ！　これから決勝なんだぞ！　邪じや魔まするんじゃねぇよ！」

「喚わめくな、グズ」

　兄に手を打たれ、晴希はネクタイを手放してしまう。ズキリとした痛みを抑おさえるように手をかばい、見上げ気味に兄をにらむが、彼は涼すずしい顔でネクタイを直していた。

「今日は夏なつ目め川がわグループとの懇こん親しん会かいだぞ？　それなのにこんな馬ば鹿かげたイベントに出るなんてどういうつもりだ？　私は懇親会に参加しろと言ったはずだ」

「知らねぇよ！　なんで会社のパーティーに俺おれが行かなきゃいけないんだよ！　兄貴だけでいいだろうが！」

　晴希が吠ほえると、兄は疲つかれたようにため息をつき、スマホの画面を突つき出してくる。

「今日は夏目川グループ会長の孫娘むすめが来るんだ」

　兄のスマホには、可愛かわいらしい少女が映っていた。清純で大人しそうな、まさに「お嬢じよう様」といった風な少女である。

「先方とは協力関係を築きずきたいからな。有あり野のグループの一族で年ねん齢れいが近いのはお前だけだし、仲良く──もとい恋こい人びと関係になってもらわなくてはいけない。向こうもそのつもりだ」

　晴はる希きぐらいの年ねん齢れいの男子なら、飛び跳はねて喜ぶだろう。家いえ柄がらもよく、アイドルにも劣おとらない美少女と、なんの苦労なく恋こい人びとになれるなら。

　だが晴希は、心底辟へき易えきした表情でスマホから顔かおを遠ざける。

「冗じよう談だんじゃねぇ！　恋れん愛あいなんて興きよう味みねーよ！　そんなことより、俺おれは夢を叶かなえたいんだから！」

「夢？　プロのゲームとかいう話か。……バカバカしい。そんなもので食っていけるのか？」

「バカにすんな！　優ゆう勝しようすれば賞しよう金きん百万円だぞ！　それにプロになれればスポンサーがついてくれるかもしれないし──」

　晴希の言葉を遮さえぎるように、兄は深々とため息をつく。

「そんなはした金でデカイ口を叩たたくな。夏なつ目め川がわグループと手を組めれば数十億おくが動く」

「金きん額がくの話じゃねーよ！　俺の将来の話だ！　俺はこの大会に人生賭かけてんだよ！　兄貴になんと言われようが、俺は行かねーからな！」

　吐はき捨てるように言うと、晴希は会場に向かって歩き出した。まだ表ひよう彰しようは始まっていない。今から「棄き権けんは間ま違ちがいだ」と訴うつたえれば間に合うかもしれない────が。

「無む駄だだ。お前の保ほ護ご者しやは私だ。未成年のお前がなんと言おうが、私が許可しなければ棄権は取り消せんぞ」

「なっ!?　──クソ兄貴……っ！」

　晴希は歯を食いしばり、拳こぶしを握にぎり締しめる。だが、アクションを起こす前に、兄の掌てのひらが晴希の口元をがっちり押さえつけた。

「口の利き方に気をつけろ。……さっさと行くぞ」

　晴希は兄の手を引き剝はがそうとするが、ビクともしない。「ふざけるな」「離はなせ」と叫さけぶが、口を塞ふさがれているせいで呻うめき声にしかならない。握あく力りよくはどんどん強くなり、痛みとともに抵てい抗こうする気力をすり減らしていく。

　そして、ついには力任せに廊ろう下かを引っ張られ始めた。

「いくら教育しても、一つもモノにならなかったのがお前だ。そんなお前が私に敵かなうはずがないだろう？　出来損ないなら、箱はこ入いりバカ娘むすめの相手をするくらいは役に立て」

　引きずられる拍ひよう子しに手を滑すべらせ、準決勝まで勝ち進んだコントローラーが地面に落ちる。

　晴希は手を伸のばすが、引きずられ、遠ざかり──

　──拾えなかった。







「やってられねぇよ、まったく」

　街の明かりから遠ざかるように、人気のない道を歩きながら晴希は呟つぶやく。兄に無理やり着せられたスーツのネクタイを緩ゆるめたところで、ようやく息いき苦ぐるしさから解放された。

　貸し切ったホテルの広間では、今もパーティーは続いているだろう。要するに、抜ぬけ出してきたのだ。先方のお嬢じよう様とは会ったものの、まるで話が合わなかったし、向こうもつまらなそうだった。

　ポケットの中のスマホはちっとも鳴らない。抜ぬけ出したことなんてすぐバレるにも関わらず、連れん絡らく一つないということは──つまりそういうこと。

　自分は期待などされていなかった。兄が先方と話を進めるのに、とっかかりが欲しかったに過ぎない。顔かおを合わせてしまえばお役御ご免めんというわけだったのだ。

　たったそれだけのために……。

「……やっぱり終わってるよな」

　足が向いたのは、「桜さくら沢ざわスーパーアリーナ」──数時間前まで『全日本ＲＰＧプロゲーマー選せん出しゆつ予選大会』が開かい催さいされていた会場だ。すでに会場の照明は落とされており、人っ子一人いない。ただオレンジ色の街灯が、正面ゲートに続く石いし畳だたみを照らしているだけだ。

　晴はる希きは道の脇わきに置かれたベンチに腰こし掛かけ、携けい帯たいゲーム機きを取り出して電源を入いれた。入はいっているゲームは、今日の大会で使用されたタイトルの携帯機移植版だ。データをロードすると、すぐにラスボス戦が始まる。

　高校一年の春休みは、ずっとこれだけをプレイしていた。晴希は淀よどみない操そう作さでラスボスに攻こう撃げきを加えていく。──やがて、ラスボスが断だん末まつ魔まの叫さけびを響ひびかせ始めた。会場のスピーカーで聞いたものとは違ちがい、携帯ゲーム機の控ひかえめな音量の断末魔。

「……あ、ベストタイム……」

　つい癖くせで測っていたタイムを見てみると、自己ベストを２分ほど更こう新しんしていた。思わず口の端はしから笑い声が漏もれる。

「ははは……やった……これなら優ゆう勝しよう間ま違ちがいなしだな……」

　ポツリ──と、携帯ゲーム機の画面に雫しずくが落ちる。

　雨かと思ったが、空そらは満天の星空だ。しかし滴したたる雫は増えていく。それが自分の瞳ひとみから溢あふれたものだと理解するのに、しばらくかかった。

　晴希は携帯ゲーム機を握にぎり締しめ、うなだれる。

「……ちくしょう……ちくしょう……っ！」

　嚙かみ締めた歯の隙すき間まから、嗚お咽えつが漏れる。あと一歩だった。あとほんの少しで夢が叶かなった。しかし現実は上手うまくいかない。

「あと……あと少しだったのに……ちくしょう……っ！」

　ゲームはこんなに上手いのに、現実の人生では何一つ思い通りにいかない。

　悔くやしくて、歯は痒がゆくて、胸が痛い。

『──泣かないでください、晴希さん』

　ふいに、声が聞こえた。

　晴希はハッとして涙なみだをぬぐい、顔を上あげる。だが、周囲を見回しても誰だれもいなかった。

『晴はる希きさんなら、きっと大だい丈じよう夫ぶです』

　しかし、依い然ぜんとして声は聞こえてくる。やや幼いが、柔やわく、優やさしげな少女の声だ。

「だ、誰だれだ!?」

　晴希が声を上あげると、再び少女の声がする。

『私が、晴希さんの人生をクリアしてあげます』

　その時、上空が光った。

　流れ星が夜よ空ぞらを駆かける。……が、流れ星と思ったそれは消えることなく落ちてくる。

　──晴希の方向へ。

「なぁっ!?」

　晴希の数メートル手前に、何かが墜つい落らくした。激はげしい轟ごう音おんが響ひびき、土つち煙けむりが巻き上がる。落下の衝しよう撃げき波はによって晴希はベンチごと後ろにひっくり返った。無様な姿勢のまま、晴希は落下点にできたクレーターを呆ぼう然ぜんと眺ながめる。

　夜風が吹ふき、土煙が晴れた。

　クレーターの中心にいたのは、一人の少女だった。歳としは晴希と同じくらい。夜でも輝かがやく長い金きん髪ぱつを持ち、その髪かみと同じ色をした大きな瞳ひとみは柔にゆう和わに細められている。身に纏まとっているのは、まるで自由の女神のように白い布を巻きつけたスカートドレス。そしてその首元からは、何故なぜか小さなゲームコントローラーがぶら下さがっていた。
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　晴はる希きは口を開あけっぱなしにして少女を見つめる。清せい楚そなご令れい嬢じようにも興きよう味みを示さなかった晴希が、思わず見とれるほど、彼女は美しかった。

　突とつ如じよ現れた少女は微笑ほほえみ──

「いっ──たぁぁぁああいっ！」

　次の瞬しゆん間かんに絶ぜつ叫きようした。彼女はまるでサッカーでファウルを食らったかのように足を押さえ、ごろごろと地面を転がり始める。彼女が一回転するたびにスカートドレスの裾すそがまくれ上あがり、その中身がチラチラと見えているが、状じよう況きようについていけない晴希は鑑かん賞しようする余よ裕ゆうもない。

「ううぅ……降こう臨りん失敗しちゃった……。もっとフワっと降臨するつもりだったのにぃ……思いっきり足着いちゃったからビリビリする……」

　少女は涙なみだ目めになりながら、細く白い足をさする。地面が陥かん没ぼつするほどの衝しよう撃げきを受けて「ビリビリする」で済むなんて、いったいどういう体の作りをしているのか……。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ…………なのか？」

「え？　あっ！　は、はい！　大丈夫です！　これくらい何とも──わきゃあ！」

　晴希がおずおずと声をかけると、少女は慌あわてて立ち上がろうとする。しかし、その足取りは生うまれたての小こ鹿じかのようにガクガクとおぼつかず、またぺたりと座り込こんでしまった。

　仕方なく晴希が手を差し出すと、少女は少し恥はずかしそうにしつつも手を握にぎり、しがみつくように立ち上がる。晴希はひっくり返ったベンチを起こし、そこに彼女を座らせた。

「どうもありがとうございます、晴希さん」

　はにかみながら、ニコッと人ひと懐なつっこい笑みを浮うかべる少女。

　そこで晴希はハッと気づいた。

　彼女の声は、先ほど聞こえてきた声だ。

「お前……誰だれなんだ？　なんで俺おれの名前知って──」

「あっ！　そうそう晴希さん！　忘れないうちにコレを返しておきますね」

　そう言って少女はスカートドレスのポケットからコントローラーを取り出した。それは、会場で落とした愛用のコントローラーだ。

「これ……俺の……」

　差し出されたコントローラーを、震ふるえる手で受け取る。それから顔かおを上げると、少女が両手で拳こぶしを作り、「がんばっ！」とでも言うようにガッツポーズをしていた。

「今回は残念でしたけど、また次がありますよ！　私、応おう援えんしてますから！」

　その言葉に、思わず目の奥おくが熱あつくなった。鼻の奥がツンとする。

（……そうだ、きっとまだチャンスがあるよな……！　今度こそプロゲーマーになって、夢を叶かなえて、おまけにクソ兄貴を見返してやる……っ！）

　少しずつ、体に力が戻もどってくるのを感じる。きっとこの少女は、晴希の試合を見てファンになってくれたのだ。自分にファンができるなんて想像できなかったが、実際目まの当たりにして言葉をもらえると、信じられないくらい力が湧わいてくる。

「あ、ありがとな……おかげですげー元気出たよ」

「それはそれは！　良かったですー」

「いや、マジで感かん謝しやしてるっていうか……けっこう落ち込こんでたからさ──」

　晴はる希きは頭あたまを搔かき、照れたように視し線せんを逸そらす。

「──なんていうか、ファンっていうより女め神がみ様に会ったみたいだ」

　その瞬しゆん間かん。

「ひゃあああああっ！」

「えっ!?」

　少女が、ベンチごと後ろにひっくり返った。さっきの晴希とまったく同じ「犬神家」の姿勢だ。だが彼女はスカートドレスなので、裾すそがベロンとまくれ上あがっている。今度はチラチラどころではなくモロなので、晴希も思いっきり純白を見てしまった。

「な、なんでぇっ!?」

　少女が上体を起こし、顔かおを真っ赤にしてスカートの裾を押さえる。

「あ、いや……大だい丈じよう夫ぶ、見てないっていうか──」

「なんで私が女神だってわかったんですか!?」

「……え？」

「も、もしかして私、神こう々ごうしさが漏もれちゃってます!?　ど、どうしよう！　人間に直接干かん渉しようしちゃいけないのに！」

「な、なに言ってんだ？　まるで人間じゃないみてーなこと……」

「ににに人間じゃない!?　ううぅ……カンペキにバレちゃってる……」

　先ほどまで、自分のファン第一号に感かん激げきしていた晴希だったが、少女のあまりにエキセントリックな物言いに、無む意い識しきに足が一歩後退していた。

　少女は諦あきらめたように大きく息を吐はくと、「おほん」と咳せき払ばらいを一つする。

「……バレてしまっては仕方ありません。正直にお話ししましょう」

「……はぁ……」

「私の名前はプルミエール──神聖でありがたーい『運命の女神（候補生）』です」

　大きな胸を張る少女──プルミエール。

「運命の女神……候補生？」

　晴希はプルミエールの言葉を反はん芻すうする。珍ちん妙みような格好に、どこからか落ちてくるという登場、おまけに自じ称しよう「女神さま」。

　……電波ちゃんである。

　しかしプルミエールは「そうです！　運命の女神の候補生です！」と頷うなずく。

「実は私、『運命の女神』になるための最終試し験けん中でして……その課か題だいとして有あり野の晴希さんの運命を操あやつらなくちゃいけないんです」

　何だか話に組み込こまれてしまった。この電波トークに付き合わなくちゃいけないのか……と、晴はる希きは思わず顔かおを引きつらせるが、自分のファンな上うえにコントローラーまで拾ってもらったので無下にもできない。

「そ、そうか、俺おれを操るのね…………どうやって？」

「コレです！」

　プルミエールが首から吊つり下さげたコントローラーを持ち上あげる。ハードに差し込むコードの先せん端たんがコントローラーに刺ささって輪わとなり、首から下げられるようになっているようだ。ネックレスとしては不格好だが、ゲーマーとしてはネタ的にちょっと欲しい──と晴希は思った。

「実は、人間の人生は『神かみ様さまのゲーム』なんです」

「人生がゲームねぇ……」

　本当にそうだったらどれだけ良いだろう、と思う。そうなれば晴希はきっと素晴らしい人生を送るに違ちがいない。ＲＰＧだけでなく、晴希はゲームであればあらゆるジャンルに精通している。妄もう言げんとはいえ、晴希にとっては夢のある話だ。

「なるほどな。お前はそのコントローラーで俺の『人生』をプレイして、『運命の女神』の試し験けんに合格したいってわけか」

「さすが私を女神と見破っただけありますね！　話が早いです！」

「そりゃどーも。……で？　具体的には何すればいいんだ？」

「はいっ！『運命の女神』の試験は、運命を変えることが合格条件なんです。課か題だいとなる人間が、絶対にしないようなことをさせなきゃなりません──つまりっ！」

　プルミエールが、真まっ直すぐ晴希に向かって指を突つきつける。

「ゲーム一いつ辺ぺん倒とうで勉強もスポーツも恋愛もまーったく興きよう味みがない晴希さんに『青春を送らせる』ことが私の課題ですっ！」

「──はぁっ!?」

「というわけで私が『運命の女神』になるために、晴希さんは青春を謳おう歌かしちゃってください！」

「いやいやいや！　青春とか興味ねーし！　さっき応おう援えんするって言ってくれたから、俺は更さらにプロゲーマーとなるため精進しようと──」

　そこまで言いかけ、晴希は言葉を止めた。

　妄想話に何を本気になっているんだ、とバカらしくなったのだ。

（でもなぁ、「応援する」って言ってくれたファンに、ゲームじゃなくて「青春を謳歌しろ」とか言われるのはちょっと寂さみしいというか────ん？）

　気が付くと、少女が晴希の目の前でしゃがみこんでいた。その手には、ネックレスから普通のサイズになったコントローラー。そこから伸のびたコードの先端部分が握にぎられている。

「えいっ！」

　そして少女は、その先せん端たんを晴はる希きの腹部にねじ込こんだ。

「痛いっ──たくない？　……え？　え!?　ええっ!?」

　コードの先端が、自分の腹に突つき刺ささっている。触ふれてみると、それは完全に腹の中に入はいっていた。痛みはないが、極太の点てん滴てきをされているような、強きよう烈れつな異物感だけがして気持ち悪い。

「こうやって私が動かしていくんで、よろしくお願ねがいしますね！」

「なっ!?　体が勝手に──!?」

　少女がコントローラーを動かすと、それに釣つられて晴希の体が勝手に動き出した。両手を上あげたり下さげたり、その場をぐるぐると回ったり、突とつ然ぜん走り出して街灯にぶつかったかと思えば、それでも尚なお進もうとその場でダッシュをし続けてみたり。

「痛ってぇっ！　止めろォっ！　ゴリゴリゴリゴリ額ひたいが擦こすれてるんだよっ！」

「ご、ごめんなさい！　私ちょっと操そう作さに慣れてなくて！」

　少女が手を止めると、ようやく晴希の体にも自由が戻もどる。突然激はげしく動いたので、すっかり息は上がっていた。腹部からは相変わらずコントローラーのコードが伸のびている。プルミエールが首から下げている時は一メートルもなかったのに、今はまるで巻まき尺じやくのように晴希が動いた分だけ伸びていた。

「ま、マジなのか……マジで神かみ様さまなのか……!?」

　──ということは、これから晴希の人生は彼女に操あやつられ、望まぬ勉強やスポーツや恋れん愛あいをして青春を謳おう歌かさせられ、プロゲーマーへの道は完全に絶たれ──

「──冗じよう談だんじゃねぇぇぇええええええッ!!」

　晴希はコードを両手で摑つかむと、思いっきり引っ張った。

「は、晴希さん!?　む、無理やり抜ぬいちゃダメですよ！」

「知るかぁっ！　俺おれは……俺はなァッ！」

　酷ひどい痛みが腹に走る。それでも力は緩ゆるめず、歯を食いしばり──

「青春なんて興きよう味みねぇんだよぉぉぉぉおおおッ!!」

　ズル──と、コードが腹から抜け落ちる。

　やった──と思ったのは一いつ瞬しゆん。

「え……？」

　目の前が真っ暗になった。

（そういや、プレイ中にコントローラーを抜くと止まっちまうゲームって多いよな……）

「は、晴希さぁぁぁん!?」

　プルミエールの悲鳴が耳に残る中、晴希の意い識しきはそこで途と切ぎれた。
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「おお、有あり野の晴はる希きよ。死んでしまうとは嘆なげかわしい……」

「……えっ!?　俺おれいつ死んだの!?」

　いつの間まにか、晴希は宮きゆう殿でんのような場所にいた。周囲に人気はなく、ただ目の前の玉座に豪ごう勢せいなローブを纏まとった女性がいる。

「プレイ中にコントローラーを抜ぬくとは言語道断」

「いや、人の話聞けよ！」

「これが格ゲーだったらリアルファイトに発展しているところですよぉ」

「王様はそんなこと言わねーだろ！　──っていうかアンタ誰だれ!?」

「私は──」

　王様（っぽい）女性が顎あごに手をかけ、そこから上うえに向かってベロンと皮ひ膚ふを剝はぐ。

「──女神プルミエールですっ！」




「──うおあっ!?」




　晴希は跳はねるように飛び起きると、ぜぃぜぃ息を漏もらした。バクバク鳴る心しん臓ぞうを押さえながらぐるりと周囲を見回してみると、見慣れた自分の部屋である。

　十二畳じようの洋室。窓下に設置されたベッド。天てん井じようまで届く棚たなが四つ。中にはびっしりとゲームソフトのパッケージが並べられている。参考書などは一冊もなく、ある本といえば攻こう略りやく本ぼんかゲーム雑誌ばかり。32インチのテレビが乗るテレビ台にはゲームハードがぎゅうぎゅうと詰つまっており、そこから伸のびた配線が縦じゆう横おう無む尽じんに床ゆかを這はっていた。

「夢……か」

　晴希はどさりとベッドに横よこたわる。格好は、兄に着せられたスーツのままだった。どうやって帰ってきたのかは覚えていないが、それだけ決勝で戦えなかったことがショックだったのだろう。

　それこそ、「女め神がみが墜つい落らくしてきて自分に青春を謳おう歌かさせる」なんて言い出す夢を見るくらい。

「おはようございます晴希さん。うなされていましたけど、悪い夢でも見たんですか？」

「ん？　ああ……おはよう。いや、ちょっと女神が墜落してきて──」

　そこで突とつ然ぜん、高級スーツがダメになるほど、全身から嫌いやな汗あせが吹ふき出る。晴希は油の切れたロボットのようにぎこちない動きで声のした方向を振ふり向く。

　ベッドサイドには、女め神がみプルミエールがちょこんと正座していた。

「えええええええっ!?」

「ひゃあああああっ!?」

　晴はる希きが絶ぜつ叫きようとともに飛び起き、プルミエールが悲鳴とともに転てん倒とう。二人は胸に手を当て、バクバクと早まる鼓こ動どうを抑おさえるように見つめ合う。

「い、いきなり叫さけばないでくださいよ！　びっくりするじゃないですかぁ！」

「驚おどろいたのはこっちだ！　お前なんでいるんだよ！」

「ひ、酷ひどいです！　気絶した晴希さんをここまで運んだのは私なんですよ！」

「そうじゃなくて！　ゆ、夢じゃないのかよ！　お前が女神ってのも、人生が神様のゲームだってのも、お……俺おれが青春なんか送らなきゃいけないってのも！」

「夢じゃないですよー！　その証しよう拠こに、ほら！」

　プルミエールの指が「続きはＷＥＢで！」とでも言うように、晴希の顔かおの下したあたりをなぞる。そんなことをしても、ＵＲＬが書かれたテロップなどはない。

　……ないが、別のものが浮ういていた。

　形は長方形。色は透明に近いブルー。そこに「その証拠に、ほら！」と今さっきプルミエールが発したセリフが文字として浮かび上あがっている。

　──いわゆる、ゲームの「メッセージウィンドウ」だ。

「なんだこれぇっ!?」

　そう言う晴希の「なんだこれぇっ!?」もメッセージウィンドウに浮かび上がる。手を伸のばしても触ふれることはできず、すりぬけるばかりだ。

「昨日、晴希さんが無理やりコードを抜ぬいたじゃないですか。それでバグが起きちゃったみたいなんですよ。本来は神様だけが見える、人間の人生を操あやつるゲーム──通つう称しよう『フェイトクエスト』の画面が、人間の晴希さんにも見えるようになっちゃったみたいなんです」

「マジかよ……なんだよコレ邪じや魔まだよ……」

　理解したくもないほど妄もう想そうじみた話なのに、ご丁てい寧ねいにメッセージウィンドウで文字化されているから無む駄だにわかりやすい。わかりやすいし、現在進行形で体たい験けんしているからこれまたわかりやすい。

「……元に戻もどせないのか？　これじゃゲームをプレイする時に文字が二重になっちまう」

「無理ですよー……私の『運命の女神』の試し験けんが終われば消えると思いますけど……」

「『運命の女神』の試験って……俺に青春を送らせるってやつか……」

　冗じよう談だんじゃない。これから晴希は、決勝を戦えなかった悔くやしさをバネにして更さらにゲームの腕うでを磨みがき、プロゲーマーになるべく特訓しようとしていたのに……なのに勉強だスポーツだ恋れん愛あいだなどさせられてしまうなんて……。

「晴希さん晴希さん！　元気出してください！　青春を送るといいことがありますよ！」

「お前のせいで元気ないんだけど……いいことってなんだよ？」

　晴はる希きとは打って変わり、プルミエールが満面の笑みを浮うかべる。

「私が『運命の女め神がみ』になれます！」

「お前にとっていいことじゃねーかっ！」

「さ、最後まで聞いてください！　いいですか？『運命の女神』になれれば、人間の運命を自由に操あやつることができるんです」

「……で？」

　晴希が首を傾かしげると、プルミエールが膝ひざ立だちになってこちらに近づいてきた。そして、晴希の両手をしっかりと握にぎる。突とつ然ぜんのことに晴希は面くらい、彼女の柔やわらかな手のぬくもりに耳が熱あつくなった。

　しかしプルミエールはそんな晴希の緊きん張ちようなど露つゆ知らず、大きな金色の瞳ひとみを輝かがやかせる。

「私が『運命の女神』になれたら、晴希さんを『プロゲーマーになる運命』に導みちびいてあげます！」

「……え？」

　すっと、体から熱ねつが引いていく。

　プルミエールに握られた手だけが熱い。

「──といっても無条件ではなれません。でも、晴希さんがプロゲーマーになるのを邪じや魔まする運命を取り除いてあげることができます。……たとえば──」

　晴希の心しん臓ぞうが、高鳴り始めた。

　自分にとって最大の障害。

　それは──

「大事な大事な決勝戦で、お兄さんに邪魔されなくなる……とか」

　高鳴り始めた心臓が、一気に血液を送り始めた。全身がカッと熱くなる。もはや握られたプルミエールの手すら温ぬるい。

「……本当か」

「本当です！」

「……本当なんだな」

「本当に本当です！」

　全身が震ふるえ始めた。寒くない、怖こわくない、緊張じゃない……武者震いだ。

「でも私にできるのはそれだけです。ちゃんとプロになるための努力と実力がなければ、運命の導きがあっても夢は叶かなえられませんからね？」

　プルミエールが、ニコッと笑みを浮かべた。

「言ったじゃないですか。『応おう援えんしてます』──って」

　……ファンではなかった。

　……ファンではなかったが、彼女は女め神がみだった。

「────上等だッ！」

　晴はる希きはプルミエールの手を強く握にぎり返す。

「いいぜ、プルミエール！　お前の『運命の女神』の試し験けんとやらに協力してやる！　そして俺おれはプロゲーマーになってやるっ！」

「わぁーっ！　プレイヤーとプレイキャラのさいきょーコンビ結成ですね！」

「それって当たり前の構図だけどな！　だが負ける気がしねーぜ！　なぁプルミエール！」

「プルミでいいですよ晴希さん！　仲良しの女神はみんなそう呼びます！」

「オーケープルミ！」

　晴希とプルミエールが甲かん高だかいハイタッチを交かわす。

　──そうと決まれば、俄が然ぜんやる気が湧わいてきた。

　なにせ「ゲーム」だ。ゲームならば晴希の趣しゆ味みで生いきがいで独どく壇だん場じよう。さっきまでは辟へき易えきしていたメッセージウィンドウすら愛いとおしい。自分がゲームの中に入はいったみたいだ。

　抑おさえきれないワクワクすらこみ上あげてくる。

　未来への期待。そして、それは抑えきれない興きよう味みへと化す。

「な、なぁプルミ。『フェイトクエスト』……だったか？　俺おれの人生がゲームなら、その……俺のステータスとかもあるのか？」

「もちろんありますよー」

「マ、マジか！　見せてくれ！」

「いいですよー」

　プルミエールが首から下さげたコントローラーを操そう作さし始める。そして一つのボタンを押すと、晴希の視界いっぱいに薄うす青あおのメニュー画面が広がった。

「お、おおおおおおっ！」

　晴希は思わず喜びに打ち震ふるえる。

　宙に浮うくメニュー画面──それはまさに、体感型ネトゲアニメに出てきそうなものだ。憧あこがれていたし、自分が生きている間あいだに実現してくれとは思っていたが、こんなに早く出会えるとは思わなかった。

「えっと……ステータス、ステータスは……」

　プルミエールはもたもたとコントローラーを操作する。画面と手元を交こう互ごに確かく認にんしながらの、初うい々ういしいプレイ。それがもどかしく、期待感を煽あおる煽る。

　これが焦じらしプレイというやつか。

「あ、これです。……さぁさぁ、私が一いつ生しよう懸けん命めい育てた晴希さんのステータス、とくとご覧らんあれ！」

　プルミエールが【ステータス】にカーソルを合わせ、決定ボタンを押す。

「おおおお────お？」
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「……おい、俺おれのステータスを出せって」

「出してますよ？　ほら、ここ」

　プルミエールの指が、晴はる希きの目の前をくるくる動く。その細い指がなぞるのは、劣れつ悪あくとしか言い様がないステータスだ。

「──ふっざけんな！　いくらなんでも俺のステータスがこんなに低いわけねーだろ！」

「ひ、低くないですよ！　ほら、『うん』の部分！　私すごーく頑がん張ばって育てたんですよ！」

「いや、そうだけど！　なんでこんなに極きよく振ふりした!?　せめて極振りするにしても『ちから』か『ちりょく』だろーが！　これじゃ縛しばりプレイ専用キャラみてーじゃねーか！『有あり野の晴希でエンディング目指してみた』とかそういう動画あがりそうだぞ！　──って自分で言っておいてめっちゃ嫌いやだなそれっ！」

「だ、だってだって！　晴希さんったらゲームばっかりやっているんですもん！『うん』に頼たよらないと青春イベント起こりそうもなかったんですもーんっ！」

「何一つ起こってねぇじゃねぇかっ！」

　晴希は両手で頭あたまをかかえる。プルミエールのコントローラー捌さばきを見た時に気付くべきだったのだ。

　──彼女は、恐おそろしくゲームが下手へたである。

　せっかくプロゲーマーへの道が開ひらけたと思ったのに、これでは変わらないどころか状じよう況きよう悪化だ。

（コイツに操そう作さを任せちゃ……ダメだ……っ！）

　なにせ『うん』にばかり極振りするような輩やからだ。そんな奴やつに自分の人生を任せては、なにをどうされるかわかったものじゃない。

（こうなったら……俺の技術と知ち識しきでプルミを誘ゆう導どうするしかない……！）

　プレイキャラがプレイヤーを誘導する──立場が逆だが、致いたし方ない。

　神様のゲームとはいえ、ゲームはゲームだ。技術と情じよう熱ねつだけならアマチュアの域を超こえている晴希ならば、対応できるはず。

　晴希は握にぎり拳こぶしを作り、小ちいさく頷うなずいて決意を新たにする。対して当のプルミエール本人は、ステータス画面を見ながら「これだけ『うん』を上あげたんだからいいこと起こるはずなんだけどなぁ」と首を傾かしげている。

　よく勘かん違ちがいされがちだが、ＲＰＧにおける『うん』は状態異常へのかかりやすさだったり、クリティカル率の変動が主だ。イベントやレアアイテムのドロップ率には関係ないことが多かったりする。

「──そうだ晴はる希きさん。ご挨あい拶さつも終わりましたし、私そろそろ天界に帰りますね」

　ふと思い出したように、プルミエールが立ち上あがった。ついでに開ひらきっぱなしだったステータス画面も消す。

「天界……って神かみ様さまの世界か？」

「そうですー、人間界とは別の空間にあるんですけどね。そろそろ学校に行かなきゃいけないんですよ」

「へぇ、神様にも学校なんてあるんだな」

「もちろんありますよー。『フェイトアカデミー』っていって『フェイトクエスト』のこととか、人間界のことを勉強しているんです！　人間界を知らなきゃ人間の人生は操あやつれませんからね！」

　プルミエールはそう言うものの、彼女の浮うき世よ離ばなれした雰ふん囲い気きやプレイヤースキルを見る限り身になっている部分は少ないように思える。

「神様の学校ねぇ……まったくイメージつかな────」

　晴希がそうぼやいた時、ふいに嫌いやなことに気づいてしまった。

　寝ね起おき一発でプルミエールと出会ってしまったから完全に忘れていたが、今日は平日だ。

　時刻は八時二十分。始業は八時三十分。通学時間は二十分。

「やっべええええっ！」

「ひゃあああああっ！」

　晴希は叫さけび、またしても驚おどろいたプルミエールが転てん倒とう。しかし晴希は彼女を気にしている余よ裕ゆうなどなく、バタバタと準備を始める。

「い、いきなりどうしたんですか晴希さ──ってひゃあ！　いいい、いきなり脱ぬぎ出さないで下くださいよ！」

　プルミエールはあわあわと両手で目を塞ふさぎ、耳まで真っ赤になる。

「俺おれも学校なんだよ！　嫌いやなら見るな！」

「だ、だからって女神の前で脱ぎ出すなんてぇ……そんなに急がなくても魔ま法ほうで行けばいいじゃないですかぁ」

「……は？」

　制服のスラックスに片足を通した格好で、晴希は動きを止める。

「お前……魔法なんてのも使えんの？」

「私じゃないです！　晴希さんの魔法です！」

　プルミエールは指の隙すき間まから晴希がスラックスを穿はいたことを確かく認にんすると、得意げな笑みを浮うかべてコントローラーを構えた。そして再びメニュー画面を晴はる希きの視界に出現させ、カーソルを【まほう】の項こう目もくに合わせる。

「あのなぁプルミ……。俺おれが魔ま法ほうなんて使えるわけ──」

　プルミエールが決定ボタンを押すと、そこには一つだけ魔法があった。

「使えんのかよっ！　……ってかマジか……俺、魔法なんて使えたのか……」

「『フェイトクエスト』の課か題だいになった人間の特とつ権けんですよ！　──それでですね、晴希さんが覚えているこの【プーラ】という魔法は、一度行ったことがある場所に一いつ瞬しゆんで飛んでいけるという──」

「あ、もういい。名前の時点で大体想像つくから」

「さ、さすが晴希さん！　私を一発で女め神がみと見破っただけありますね！　察しが良すぎます！」

　神様にはきっと著作権とかも知ったこっちゃないんだろう。

「じゃあさっそく一飛びしましょう！」

「いや待てプルミ！　これは外で使わないと天てん井じようにぶつかる系の──」

　しかし、晴希の静止も虚むなしく、プルミエールは決定ボタンを押す。

「プーラ！」

　とっさに晴希は両手で頭とう部ぶをガードした。

　……

　……

　……10秒ほどそうしていただろうか。いつまで経たっても衝しよう撃げきはやってこない。……もしかして、室内で使っても不思議パワーで目的地へ行ける系の魔法なのだろうか──そう思って晴希はゆっくり目を開あける。

　目の前にあったのは学校────ではなく、自分の部屋だ。元の場所から一センチも動いていない。ただ、目の前に鬱うつ陶とうしいくらい大きなゲームウィンドウと警けい告こく文字が出現している。

　そこに書かれていた文字は、ただ一言。




【ＭＰが足りない】




　晴希がゆっくりとプルミエールを振ふり返ると、彼女は愛想笑いを浮うかべ、指先で頰ほおを搔かいていた。

「……あ、あはは。そういえば晴希さん、ＭＰたった２でしたね」

「……この魔法ってＭＰ消費いくらよ？」

「えっと……99ですね！」

「一生使える気がしねぇよっ！」

「こ、これはきっと『人生にズルはいけない』って神かみ様さまのお告げですよ！」

「お前だって女神だろうがっ！　あーもうぜってぇ間まに合わねぇっ！」

「じゃ、じゃあ私が飛んで晴はる希きさんを運んであげます！」

「お前飛べるのか!?　いや、ってか目立ちすぎるだろ！」

「大だい丈じよう夫ぶです！　ちゃんと人目につかないように上空二千メートルくらいを飛びますから！　昨日だって気絶した晴希さんをそうやって運んだんですよ？　ちょっと重くて何回か落っことしそうに────あれ!?　晴希さん!?　急に走り出してどうしたんですかー!?」

「お前から逃にげてんだよォッ！」

「ええーっ！　どうしてですか!?【にげる】なんて選えらんでないのに!?」

　デッド・オア・アライブな鬼き畜ちく登校をするくらいなら、遅ち刻こくの方がマシだ。

　──ファンかと思ったら女神で。

　──女神かと思ったらゲーム素人で。

　──かと思ったら天然鬼き畜ちく女神で。

　こうして大変慌あわただしく、有あり野の晴希の人生を賭かけたゲームが始まった。







「あのなぁ有野……お前ももう二年なんだぞ。始業式から遅刻ってのはたるんでると思わないか？　少しはお兄さんを見習ったらどうなんだ。お兄さんは三年間無遅刻無欠席、学年首位をキープで生徒会長まで務めたんだぞ。そこまでやれとは言わないがせめて──」

　死と隣となり合わせの登校はせずに済んだものの、当然ぶっちぎりの遅刻で、晴希は始業式を行っている最中はずっと別室で学年主任に説教をされていた。おかげで一日分の気力を使い果たしてしまったかのように疲つかれている。

　私立桜さくら沢ざわ高校──晴希が通うこの高校は、生あい憎にくにも兄の出身校だった。おかげで優ゆう秀しゆうな兄と事あるごとに比べられてしまう。もっとも、兄は特進クラスで、晴希はわりと誰だれでも入はいれる普通科クラスだったが……。

　比べられるのは慣れたが、延々と兄の話をされる説教はいつまで経たっても慣れることができない。始業式が終わったと同時に解放された晴希は、げっそりとした表情で自分のクラスへと戻もどってきた。

「やぁ晴希、二年初日からやらかしたな」

　窓際の前から三番目の座席に座ると、目の前の井い浦うら京きよう介すけが振ふり返ってきた。こちらに微笑ほほえむ表情は、疲れきった晴希とは対照的に爽さわやかである。女子ならば思わず微笑み返すか見とれそうな笑え顔がおだが、そっちの気はない晴希は仏頂面を崩くずさない。

「まぁ色々あってな……」

　晴希はため息をつくようにぼやく。井浦京介は晴希にとって数少ない何でも話せる友人だったが、『フェイトクエスト』やプルミエールのことを話す気はなかった。隠かくしているのではなく、言ったところで「ついにゲーム脳が祟たたったな」と言われるのがオチだからである。

「色々って……やっぱり昨日の大会のことか？　どうして棄き権けんなんかしたんだ？　ネット中ちゆう継けい越ごしだけど、応おう援えんしてたんだぜ？　メールも全然返さないし……」

「いや……あれは兄貴の邪じや魔まが入はいって……」

　晴はる希きが言いたくなさげに口ごもると、京きよう介すけは「ああ……」と苦にが々にがしく頷うなずいた。プルミエールとは違ちがい、彼は本当に察しがいい。きちんと説明して、余計落ち込こまなくて済む。今日学校に来てようやく、晴希は弱々しくも笑みを浮うかべた。

「でも、きっと次があるさ。頑がん張ばれよ！　昨日で自分の実力は実感できたんだろ？」

「まぁな。……ありがとよ」

　とは言うものの、脳裏にチラつくのはプルミエールと『フェイトクエスト』のことだ。京介に言われたとおり自分は頑張るつもりだが、新たな協力者である天然女め神がみは、どうも不安材料でしかないような気がする。

（俺おれに『青春を謳おう歌かさせる』のが合格条件だって言うけど……なにをどうすりゃいいかわかんねーな。プルミがなにかイベントでも起こしてくれんのか？）

　そんなことを考えながら晴希が頰ほお杖づえをついていると、教室の扉とびらが開ひらいて担任の千ち葉ば先生が入って来た。ガヤついていたクラスメイトたちはお喋しやべりを中止し、教きよう卓たくの方に注目する。

「あー、お前ら進級おめでとう。つーことで今年も俺が担任だ。先生とっても嬉うれしいぞー。今年も女子のレベルが高いクラスの担任ができて」

　二十代半ばの千葉先生は、新学期だろうが相変わらず気だるげな表情で教卓に手をつき、ぐるりと教室内を見回した。その視し線せんを受けた女子たちは露ろ骨こつに呆あきれ、男子はため息をつく。晴希も他の男子に漏もれず嘆たん息そくするものの、あけっぴろげで女子高生好きな千葉先生の方が、自分よりよっぽど青春しているんじゃないか──とも思えた。

「先生な、新学期早々めっちゃ機き嫌げんよくてなぁ……何でかわかるか？　──はい、井い浦うら」

「クビにならなかったからですか？」

「それもある。──正解は、今年度からもう一人レベルの高いＪＫがウチのクラスに転校してくることになりましたー」

　普ふ通つうなら「おぉっ！」とどよめきが起こるだろう。だが、千葉クラスの生徒たちの表情は不安に彩いろどられた。全員「なんて運がない転校生だろう」と思っているに違ちがいない。

「それじゃ早速紹しよう介かいするぞ……おーい、入って来ていいぞー」

　千葉先生が声をかけると、教室のドアがスライドした。

　クラスメイトたちが新たな被ひ害がい者しやの顔かおを見るべく、入って来る生徒に注目した──その瞬しゆん間かん。

　今度こそ、大きなどよめきが起こった。

「みなさん、はじめまして」

　鈴すずが鳴るような、綺き麗れいな声だった。──声だけではない。長く艶つややかな黒くろ髪かみ。憂うれいを帯びた伏ふし目がちな瞳ひとみ。長いまつ毛と、緊きん張ちようからかやや紅こう潮ちようした頰ほお。思わず守ってあげたくなるような細い体つき。佇たたずまいは大人しく、清せい楚そで可か憐れん。

　男子だけでなく、女子も彼女に見とれていた。

　そして晴はる希きも、口を開あけっぱなしにして彼女を見つめてしまった。

　何故なぜなら──

「私、夏なつ目め川がわ凜りん子こといいます」

　──昨夜の夏目川グループとのパーティーで会った、会長の孫娘むすめだったから。

「どうぞよろしくお願ねがいしますね」

　凜子が微笑ほほえむと、一いつ斉せいに拍はく手しゆが巻き起こった。教室のあちこちから「夏目川ってもしかして」「あの夏目川グループの人!?」「まさにお嬢じよう様って感じ！」と声が上あがる。

　教室中に微び笑しようを振ふりまく凜子。その視し線せんが、晴希の方にも向けられた。晴希は思わず顔かおを伏ふせてその視線を避さける。「なぜ？」「お嬢様高校に通ってたんじゃ？」そんな疑問が次々と浮うかんでくるものの、今は昨日のパーティーをバックれた手前、とにかく気まずい。

「んじゃー席は……モテ男の横よこにはしたくねーから……有あり野のの横でいいか。一番無害そうだし」
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「げっ」

　晴はる希きは思わず顔かおを上あげてしまう。そこで、思い切り凜りん子こと目が合ってしまった。彼女は微笑ほほえむと、まっすぐこちらへ向かってくる。もはや顔を伏ふせても意味はない。凜子は晴希の横よこに座ると、ゆったりとした動作で会え釈しやくをする。

「よろしくね、晴希君」

「あ、ああ……」

　晴希が顔を引きつらせながら答えると、クラスメイトたちがヒソヒソと話を始める。

「え？　夏なつ目め川がわさん、有あり野のと知り合いなの？」

「ほら、アイツも有野グループの一族だし。何気に有野ってガチセレブなんだよな……」

「あ、そっか。オーラないから忘れてた。……でもあいつバイトとかしてなかった？」

　いたるところから聞こえるヒソヒソ話に、晴希は表情を苦にが々にがしくする。一万人の観かん客きやくの前でゲームをする度胸はあっても、こういう悪わる目め立だちは望まない。しかし凜子は、そんな晴希の気持ちや、周囲の声などまったく気にせずにこやかに話しかけてくる。

「晴希君、昨日は途と中ちゆうからお姿が見えなかったのですが……どうかされたんですか？」

「あー……いや、ちょっと体たい調ちようが悪くて……」

「あら、そうでしたの。今日は大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「まぁ、なんとか……それよりも夏目川、さん？」

「凜子でいいですよ。知らない間あいだ柄がらじゃありませんし」

「じゃあ……凜子、なんでいきなりウチの学校に？」

「それは……お爺じい様のご希望でして」

　凜子はそっと目を細め、僅わずかに笑みを浮うかべる。

　その顔を見て、晴希はピンと来た。彼女の転校も、兄と夏目川グループが相そう談だんした結果なのだろう。……いや、兄は晴希のことをアテになどしていないだろうから、夏目川グループの独断かもしれない。

　どちらにせよ、晴希にとっては寝ね耳みみに水だ。

「驚おどろかせてごめんなさい。本当は昨日お話ししようと思っていたんですけど、ビックリさせたくて」

　口元に手を当て、クスクスと楽しげに笑う凜子。茶目っ気を出すくらいなのだから、彼女は会社の都合で転校することに抵てい抗こうなんてないのだろうか？　しかも昨日今日会ったばかりの男と仲良く──もとい恋こい人びと同士にならなければいけないなんて。

　晴希だったら絶対に嫌いやだと思う。

「確たしかにビビったけど……別にいいよ」

「じゃあ成功ですね。……改めてよろしくお願ねがいします」

「あ、ああ……よろしく……」

　その「よろしくお願ねがいします」には別の意味が含ふくまれていそうで、晴はる希きの声のトーンはどうしても落ちてしまう。

　晴希が凜りん子こに聞かれないよう、小ちいさくため息をついた──その時。

『晴希さん晴希さん』

「えっ!?」

　ふいに、プルミエールの声が聞こえた。だが、周囲を見回しても彼女の姿はない。ただ突とつ然ぜん声を上あげた晴希を不ふ思し議ぎそうに見るクラスメイトの顔かおがあるだけだ。

　晴希は愛想笑いをすると、隠かくれるように机の上うえで背せ中なかを丸める。

（気のせいか……？　それにしてははっきり聞こえたような……）

『気のせいじゃないですよー』

「っ!?」

　思わず声を上げそうになるのを、口を塞ふさいでこらえる。

『今ですねー、晴希さんの頭あたまの中に直接話しかけてるんですよー』

『……こいつ……直接脳内に……！』

『え？　ですから今そう言ったじゃないですかー』

『いや、言ってみたかっただけだ……お前そんなこともできるんだな……』

『女め神がみですから！　人間に天てん啓けいとか神のお告げを伝える時に使うんですよー』

　いわゆる「降りてきた」という状態なのだろう。神話の中にはちょくちょくあるエピソードだ。

　……晴希の場合はだいぶ能天気な声が聞こえているが。

『……で？　いきなり何だよ？　なにかお告げでもくれんのか？』

『はいっ！　青春イベントが起こったのでお知らせです！　これからガンガン青春していきましょーね！』

　姿は見えないが、プルミエールが拳こぶしを振ふり上あげている光景が容易に想像できる。だが、彼女のやる気とは裏うら腹はらに、晴希は首を傾かしげた。

『なにか起こってんのか？　なにも変わりないような感じだけど……』

『起こってますよ！　夏なつ目め川がわ凜子さんが転校してきたじゃないですか！』

　一いつ瞬しゆんにして、嫌いやな予感が駆かけ巡めぐった。

『おい……まさか……』

『晴希さん！　凜子さんと恋こい人びと同士になっちゃいましょーっ！』

『はぁああああっ!?』

　晴希は頭の中で大声を上げる。実際に口に出さないくらいの理性は働いたが、それでも顔は思いっきり引きつり、心しん臓ぞうは嫌な速まり方をしていた。

『無理無理無理！　絶対に無理だって！』

『どうしてですか？　転校生が知り合いだった──なんて凄すごくレアなイベントじゃないですか。それになんだか家族公認みたいですし』

『それが問もん題だいなんだよ！　仮に付き合ったら兄貴の思おも惑わく通りじゃねーか！　それじゃますますプロゲーマーの夢から遠ざかっちまうだろ！』

『でも私の合格には近づきますよ？　私が運命の女め神がみになれなきゃ、晴はる希きさんの運命も導みちびけなくなっちゃいますし……』

『うっ……ぐっ……それは……』

　そんな「たとえ死んでも、何でも願ねがいが叶かなう龍りゆう玉ぎよくがあるからでぇじょーぶだ」みたいなノリでいいのだろうかと思う。

　いや、結果的に晴希の夢が叶うならばそれでいいのかもしれないが、兄の思惑通りになるというのが非常に気に食わない。

　そもそも、晴希はまったく恋愛に興きよう味みが湧わいていなかった。

　しかしプルミエールは畳たたみ掛かける。

『晴希さん晴希さん、こんなチャンスは二度とないかもしれませんよ？　見てくださいよ、凜子さんのステータス』

　頭あたまの中に決定ボタンを押す音が響ひびき、晴希の目の前に薄うす青あおのウィンドウが広がった。

「俺おれ以外のステータスも見れんのか──って、おおぅっ!?」

[image: ]

『つ、強い……これは是ぜ非ひとも仲間に欲しい……』

『仲間じゃなくて恋こい人びとにしてください！』

『ますます無理だろ！　絶対にこれ釣つり合い取れねーじゃん！　……他の女子じゃダメなのか？』

　ステータスの値は倍どころじゃないし、そもそも生うまれ持った成長率の時点で圧あつ倒とう的てきな差があるような気さえする。

　人は皆みな平等だというが、ありゃ噓うそだ。

『ダメです！　晴はる希きさんが青春するなら、相手はこれくらいレベルが高くないと！』

『いや、だけど……』

『大だい丈じよう夫ぶです！　私に考えがあります！』

　プルミエールの力強い声が響ひびいてくる。

『考えって……？』

　これだけのレベル差をひっくり返せる方法があるのだろうか？　ＲＰＧのプロを目指す晴はる希きですら投げ出すレベルなのに。

　……いや、仮にもプルミエールは女め神がみ。チートじみた秘策があるのかもしれない。

　だとしたらマズい。いくら自分の夢のためとはいえ、何とも思っていない相手と、まったく興きよう味みが湧わかない恋れん愛あいなどしなければならなくなり、おまけに兄の思い通りにまでなってしまう。

　そんなのは嫌いやだ。

『レベル５の晴希さんでも、凜りん子こさんに絶対負けない部分があります』

『……それってもしかして……』

　晴希が唯ゆい一いつ高いステータスといえば。

『【うん】ですっ！』

　……やっぱり彼女はゲームが下手へただ。














　　第３章　パーティ作成









　二年生となり、夏なつ目め川がわ凜りん子こが転校してきて二日目。本日から通常授業が始まるものの、どのクラスの生徒も休みボケが抜ぬけないアンニュイな雰ふん囲い気きが漂ただよっている。しかし、晴はる希きのクラスは賑にぎやかだった。

　それはもちろん、凜子がいるからである。物もの珍めずらしい転校生にしてとびきり美人のお嬢じよう様。クラスメイトが興きよう味みを持たないワケがない。学校に来た時から彼女のもとにはわらわらと人が集まっては話しかけ、凜子は上品な笑みを浮うかべてそれに答えている。

「夏目川さんって、休みの日とか何してるの？」

「そうですね、小ちいさい頃ころから乗馬をしていまして、よく牧場に行ってます」

「うわー！　やっぱりお嬢様っぽい！　ねぇねぇ部活とか入はいらないの？」

「前の学校では馬術部に入っていたのですが……この学校にはないようですし……」

「じゃあ弓道部に来ない？　夏目川さんだったら絶対似合いそうだよ！」

「そうですね、考えておきますね」

　そんなわけで凜子は話わ題だいの中心にいるため、隣となりの席の晴希は居場所がなく、仕方ないので教室の後ろで携けい帯たい機きでゲームをプレイしていた。

「すごいな凜子ちゃん、もう人気者だ」

「だなー」

　晴希と同じく教室の後ろに避ひ難なんしてきた京きよう介すけの言葉に、おざなりな返事をする。今は凜子よりも数日前に発売された新作ＲＰＧが大事だ。発売前から目をつけていた期待作だし、なにより次の「ＲＰＧプロゲーマー予よ選せん大会」の課か題だい作さくになるとの噂うわさも立っている。

「晴希は一度も『おぼっちゃまっぽい』って言われたことないのにな」

「茶化すなよ。言われたくもねーし」

　家いえ柄がらで言えば有あり野のグループも夏目川グループに勝るとも劣おとらずなのだが、晴希と凜子個人で言えば「住む世界が違ちがう」と言っていい。

　なのに、凜子は話が途と切ぎれたタイミングで輪わの中を抜け出し、こちらに近づいてきた。

「晴希君、ちょっといいですか？」

「んあ？」

　完全にゲームに集中していた晴希は、思わず妙みような声を上あげてしまう。しかし凜子は気にせず、相変わらず上品な笑みを浮かべたままだ。

「もしよろしければ、今日学校の中を案内していただけませんか？　まだ不慣れなもので」

「案内？　いいけど、別に見るようなとこなんて──」

『晴はる希きさんっ！』

　言いかけた瞬しゆん間かん、キンキンとしたプルミエールの声が頭あたまの中に割り込こんできた。晴希はその声量に思わず耳を塞ふさぐが、頭の中に直接響ひびいているので効果はない。

『い、いきなり怒ど鳴なるなよプルミ』

『ま、まだ答えないでください！　これ選せん択たく肢しが出ます！』

『選択肢？』

　晴希が首を傾かしげた瞬間、目の前に薄うす青あおのウィンドウが浮うかび上あがった。

　そこには──




【凜りん子こを案内する】

【京きよう介すけに案内を任せる】

【ワールドマップを渡わたす】

【逃にげる】




『うおっ!?　なんだコレ！　マジで選択肢だ！　こんなのも出るのか……』

　それはまさに、ＲＰＧの会話画面で出てくるような選択肢だった。箇か条じよう書きにされたセリフの前にはカーソルがある。プルミエールは迷うように、順番にカーソルを移動させていた。

『ちょくちょく出てくるんですよ。えーっと……どれにしよう……晴希さんに青春させるためには……』

『いやこんなの、迷うまでもなく──』

　言いかけて、晴希はやめた。好感度なんか上げてしまったら、面めん倒どうなことになるのは目に見えているからだ。

　──もっとも、この程度の選択肢であれば助言しなくても『凜子を案内する』を選えらぶだろう。普ふ通つうはそうする。他の選択肢はネタプレイか、好感度を上げたくない場合に選ぶものということは、素人でも簡かん単たんに想像がつくレベルだ。

　しかし。

『普通に案内してもきっとダメですね！　マップを渡せばずっと使えますし、きっと喜んでくれるはずですよね！』

『え？　おいちょっと……』

　晴希は思わずツッコもうとしたが、それより早くプルミエールが『ワールドマップを渡す』を選択してしまった。頭の中に軽やかな決定音が響ひびき渡る。

『これミスるとかどんだけだよ……だいたい俺おれ、ワールドマップなんて持って──』

　言いかけて、晴希はふと気付いた。

　自分の視界の右みぎ上うえに、ミニマップが浮うかんでいることを。

　ＲＰＧにはつきものの、プレイキャラがどこにいるか表す簡かん単たんなマップである。

『まさか……』

　晴はる希きの体が勝手に動き出し、右上に手を伸のばし始めた。そして、ただ浮かんでいるだけのミニマップをしっかり摑つかむ。

『これ摑めんのかよ！　いや、こういうミニマップってゲームのシステムでアイテムじゃねーだろ！』

　とは言うものの、晴希が摑んだ瞬しゆん間かんにミニマップは現実に出現してしまった。手て触ざわりは羊皮紙のよう。学校の地図が描えがかれており、晴希がいる位置に赤い丸が点てん滅めつしている。ゲーム画面で見ると気にならないが、現実に手元にあると違い和わ感かんがありありだ。

「ど、どうぞ……」

　その奇き妙みようなマップを、晴希の体は勝手に凜りん子こに渡わたしてしまう。

「え……？　な、なんですかコレ……紙なのに光ってて……い、移動すると動きますし……」

　案の定、凜子も気味悪がっている。明らかに現実にあっていいものじゃないから当然だ。

「う、あ、えっと……あ、兄貴の会社で作ってる試作品で……」

「そ、そうなんですか……有あり野のグループの製品は、す、すごいですね……」

「ってか晴希、今お前どっから出した？」

「ななななんのことだよ？　さ、最初から持ってたっつーの！」

　苦くるしい言い訳だが、まさか神かみ様さまの代しろ物ものだと思うわけもなく、京きよう介すけは「持ってたっけ？」と首を傾かしげている。

「あ、ありがとうございますね晴希君……助かりま……うっ、購こう買ばいのところを触ったら取り扱あつかい商品まで出てきます……ど、どうなってるんでしょう……？」

　凜子は目を白黒させながらマップを持って自分の席に戻もどっていく。その後ろ姿を見ながら、晴希は盛大にため息をついた。

『……あのなぁプルミ……』

『ど、どうしましょう晴希さん！　画面からマップ消えちゃいました！　あれがないと私、学校の中で迷っちゃうんですけど……！　それに、凜子さんは喜んでなかったみたいですし……私なにか失敗したんでしょうか？　うぅ……』

『知らねーよ……』

　プルミエールの涙なみだ声ごえを聞きつつ、晴希は深くうなだれた。







　プルミエールはゲームがとにかく下手へた──わかっていたことだが、晴希はそれを今日一日で痛いほど実感した。あれから何度か選せん択たく肢しが現れたものの、彼女の選択肢のチョイスはどうもおかしい。

　凜りん子こが「教科書がまだないので、見せてください」と授業中に机を近づけようとしたら──




『持つ者は持たざる者に分け与あたえよ──というのが神かみ様さまの世界では常じよう識しきです！』




　と言って教科書を全部貸して近づけなくしてしまったし、凜子が昼に「昼食をご一いつ緒しよしてもいいですか？」と誘さそってきたかと思えば──




『晴はる希きさんコンビニ弁当じゃないですか！　温あたたかくて美味おいしいものを食べさせてあげたいですよね！』




　と言ってその場でピザを注文し、昼休み中ずっとピザが届くのを待っているだけで終わってしまった（オマケにまた学年主任に怒おこられた）。

　更さらには昼食抜ぬきになった晴希に気を遣つかった凜子が「晴希君はなにが好物ですか？　食べに行きませんか？」と振ふってくれた時だって──




『たしか、凜子さんは馬が好きって言ってましたよね！』




　と言って【馬ば刺さしが食べたい】と嫌いやがらせのような選せん択たく肢しを選えらんでドン引かせた。

　そんなわけで学校が終わる頃ころには精神的に満まん身しん創そう痍い。晴希はふらふらとゾンビのような足取りで校門へと向かっていた。

『うぅ……晴希さん、今日はごめんなさい……ちっとも上手うまくいかなくて……』

『ある意味すげーよお前……才能あるよ……』

『そ、そうですか？　ありがとうございます晴希さん、励はげましてくれて……！　私、もっともっと頑がん張ばりますね！』

　プルミエールの声がパッと明るくなるが、晴希はますます疲つかれてしまった。訂てい正せいする気も起きない。確たしかにプルミエールが頑張れば頑張るほど空から回まわりして凜子との関係は進まなくて済むが、その代だい償しようとして晴希は奇き行こうを繰くり返すハメになってしまう。

（どうしたもんかな……俺おれが助言すれば正しい選択肢はわかるだろうけど、そしたら凜子との関係が進んじまう。兄貴の思い通りにはなりたくねーし、かといって俺が青春してプルミが合格しねーと「プロゲーマーになる運命」は開ひらかれねーし）

　二律背反。

　夢は叶かなえたい。けど兄の思い通りや、興きよう味みのない青春を送る気にはなれない。

　何か良い方法はないものか──考えたが、疲れすぎて頭あたまが回らない。

「晴はる希き君」

　背後から声をかけられ振ふり向くと、昇しよう降こう口ぐちから凜りん子こが出てくるところだった。彼女は小こ走ばしりに晴希のもとまで駆かけ寄よってくると、笑みを浮うかべる。今日は散々失態を見せつけたというのに、その笑え顔がおに蔑さげすみの色はない。よほど器うつわが大きいのか。

「もしよろしければ一いつ緒しよに帰りませんか？」

　その声を小こ耳みみに挟はさんだ周囲の生徒は「えっ」と目を丸くする。同時に晴希のもとに嫉しつ妬との視し線せんが集中した。話わ題だいの美少女転校生にこんなことを言ってもらえたら、誰だれだって首を縦たてに振ふるだろう。

　だが、晴希の視界にはすっかり見慣れた選せん択たく肢しウィンドウが浮かび上あがった。




【一緒に帰る】

【そう、関係ないね】




『これは……【一緒に帰る】……でいいんですよね……？』

　頭あたまにビクビクとしたプルミエールの声が響ひびいてくる。すっかり自信をなくしてしまっているようだ。

『……ああ、それで合ってる』

　凜子とのフラグを折るためなら、別に噓うそを教えて「すまん、間ま違ちがった」とでも言えば済むだろうが、さすがにプルミエールのしょげた声を聞いて可哀かわい想そうになってしまった。

『で、ですよね！　あーよかった！　…………でも』

　プルミエールは躊躇ためらうようにカーソルを二つの選択肢の間あいだで行ったり来たりさせる。

『晴希さん、今日一日で疲つかれちゃいましたよね……？　今日はもう帰って休みましょうか……』

『えっ？　あ……いや……まぁ……大だい丈じよう夫ぶっちゃ大丈夫だけど……』

『そうですか？　……いいえっ！　やっぱり今日はもう休みましょう！　──えいっ！』

　何かを振り払はらうように、掛かけ声とともにプルミエールが【そう、関係ないね】の選択肢を選えらぶ。頭あたまの中に決定音が響いた。

（下手へたくそだしセンスはないが……こいつなりに色々考えてはいるんだよなぁ……）

　感心より不ふ憫びんに思う気持ちが湧わき上あがる。──同時に晴希の口と体が勝手に動き出した。

「あー…………悪い凜子。今日は疲れたから一人で帰るわ」

「…………」

　プルミエールの選択通り、晴希は凜子の誘さそいを断る……が、その瞬しゆん間かんに凜子は俯うつむいてしまった。パッツンに切りそろえた前まえ髪がみが垂れ、その目元を隠かくす。

　そして、彼女の肩かたが小刻みに震ふるえ始めた。

「え？　り、凜子……？」

『あわわわっ！　し、失敗しちゃいました!?　私、泣かせちゃいました!?』

　頭あたまに響ひびくプルミエールの声がパニックになっている。天てん啓けいをくれる女神が混乱していては、晴はる希きも焦あせるしかない。オロオロと周囲を見回すが、誰だれもが「あーあ」という目をするだけで離はなれていってしまった。

「り、凜りん子こ……あ、あのな……」

「……………………アンタ、私をナメてんの？」

「……えっ？」

『……あれ？』

　一いつ瞬しゆん、お嬢じよう様らしかぬ声が聞こえた気がした。だが、顔かおを上あげた凜子の目が釣り上がり、ギラギラと凶きよう暴ぼうな光を宿しているのを見て、気のせいじゃなかったと確かく信しんする。

『あ、あわわわわっ！　お、怒おこらせちゃった！　こ、こんなに怖こわい人だったなんて！』

　プルミエールが騒さわぎ立てるせいで、晴希もちっとも冷静になれない。

「あ、あの……り、凜子……さん？」

　思わず敬語になった瞬しゆん間かん、凜子の手が伸のびて晴希のネクタイをがっちり摑つかんだ。そして、そのままずるずると校舎の裏まで引っ張られる。悲しいかな女の子相手とはいえ、レベル差がありすぎて晴希は抵てい抗こうすらできない。

「え？　え？　ええっ!?　ちょ、なに!?　なんなの!?」

　校舎裏まで連れて行かれた晴希は、背中を壁かべに押し付けられる。

「アンタ、どういうつもり？」

「な、なにが──ぐえっ」

　晴希が聞き返すと、さらに力強くネクタイを引っ張られた。彼女の身長は晴希より十センチほど小ちいさいが、それでも見上げてくる眼め力ぢからは凄すさまじい。

「惚とぼけるんじゃないわよ。会社のことがあるからせっかく友好的に接してあげてるのに、アンタときたらパーティーはバックれるわ、ピザ頼たのむわ嫌いやがらせみたいなこと言うわ……なんなの？」

「いや……それは……」

　言い訳したいが、聞いてくれなさそうだ。さっきから頭の中ではプルミエールが「ごめんなさい！　ごめんなさい！　私のせいです！」と喚わめいている。

「……え、えーと悪かったよ。……ってか、やっぱり会社が関係してたのか……」

「当たり前でしょ？　お爺じい様の意向じゃなければ、わざわざ転校してまでアンタみたいな奴やつと仲良くするわけないじゃない！　言っとくけどね、私だって好きでアンタと、こ、恋こい人びと同士なんかになりたくないのよ！」

　わかりきっていたことだが、こうもはっきり言われるとさすがに晴希といえども凹へこむ。

「まったく……なんで私がこんな奴と……せめてお兄さんの方だったら我が慢まんできたのに……」

「……なんだと？」

　ため息交まじりに凜りん子こが呟つぶやいた瞬しゆん間かん、晴はる希きのスイッチが入はいる。

「……おい。言っとくけどな、俺おれだって別にお前と仲良くしたいなんてこれっぽっちも思っちゃいねーんだよ」

　晴希が啖たん呵かを切ると、ギラリと凜子の目つきが鋭するどさを増す。

「はぁ？　じゃあどうするつもり？　お爺じい様とアンタのお兄さんは、私たちが恋こい人びと同士になることで協力会社になろうとしてるのよ？」

「知ったことじゃねーよ。俺は仲良くするつもりなんかねーし、兄貴の言いなりになるつもりもねーんだ」

「ちょっと！　それじゃお爺様が困るじゃない！　アンタのお兄さんだって困るのよ！」

「知るか。俺は兄貴の会社の社員じゃねーんだ」

　晴希と凜子は互たがいににらみ合う。

『は、晴希さん！　け、ケンカはダメですよ！』

『プルミは黙だまってろ！』

『うぅ、そんなぁ……』

　プルミエールは涙なみだ声ごえで呻うめく。

　その間かんにも、晴希と凜子の間あいだには一いつ触しよく即そく発はつの火花が散り始めていた。

「──まぁいいわ。アンタがどうしようと、お爺様とアンタのお兄さんが協力関係になれば良いんだし。それまで表面上だけ取り繕つくろうことにするわ」

「あっそ、勝手にしろ」

「ふん、後こう悔かいしても遅おそいわよ。アンタみたいな冴さえない男、私と仲良くできるチャンスなんて二度とないんだから。あとから私に惚ほれたって相手してやんないんだから」

「あーそーですか。絶対ねーよ」

『そ、そんなぁ！　凜子さんと険悪になっちゃったら、晴希さんは青春できなくなっちゃうんですよ！』

『悪いプルミ。こいつとは絶対に無理だ』

『そ、そんなことないですよ！　今からでも遅くないですから仲直りしましょう！　ほら、握あく手しゆです握手！』

　そう言いつつ、プルミエールがコントローラーを操そう作さする音が聞こえてくる。同時に、晴希の手が勝手に動き出した。

『お、おいプルミ！　俺は仲直りするつもりなんて────あっ』

　……握手は、適度な距きよ離りがお互いになければ成立しない。

　至近距離で晴希が手を伸のばしても、相手の体に当たるだけだ。

「え……？」

　──結果的に、晴はる希きの手は凜りん子この胸に押し付けるように伸のばされた。

「あ、いや……これは……」

　晴希は咄とつ嗟さに手を離はなそうとするが、体の自由が利かない。

　凜子は何が起こっているのかわからないまま目を丸くし、視し線せんを落とし、自分の胸に晴希の手が押し付けられているのを見て──

「なっ──なにしてんのよコラァァァアアアッ！」
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　──絶ぜつ叫きよう。彼女は飛び退のき、胸を押さえて激はげしく震ふるえ始める。同時に、晴希の脳内に勇ましいＢＧＭが流れ始めた。そして、怒いかりと恥ち辱じよくに顔かおを真っ赤にした凜子を隠かくすように、視界いっぱいに赤色のウィンドウが現れる。




【エンカウント：夏なつ目め川がわ凜子】




『あわわわわっ！　な、仲直りするつもりがエンカウントしちゃった！』

『お、おいプルミ！　お前なにしてんだ！　ってかムカつく奴やつとはいえさすがに女子は殴なぐれない──っていうか勝てねーだろ！　レベル差いくつあると思ってんだ！』

『に、逃にげましょう！　ゲームオーバーになっちゃいます！』

『そ、そうだな！　逃げ──逃げちゃダメだろ！　ここで逃げたら完全に痴ち漢かんじゃねーか！』

『うっ……うわーん！　うわーん！　うわーん！』

『な、泣くなプルミ！　おおお落ち着け！　なんか戦せん闘とう画面になったら俺おれ一歩も動けなくなってんだよ！　お前が操そう作さしなきゃ俺は──』

　言い合っている間あいだにも、凜りん子こが一歩一歩地面を踏ふみしめながら近づいてくる。瞳ひとみは殺意に鈍にぶく光り、拳こぶしはきつく握にぎられ、怒いかりで黒くろ髪かみはわなわなと揺ゆれていた。その風格は、ラスボスにも相応ふさわしい。

「り、凜子……す、すまん！　悪かった！　これにはワケが──」

「問答無用……死ねぇええええっ！」




【夏なつ目め川がわ凜子のこうげき──有あり野の晴はる希きに１２００のダメージ！】

【有野晴希は目の前が真っ暗になった……】














　　第４章　クエスト攻こう略りやく









　上空一万メートル。エベレストよりも高く、見み渡わたす限り空そらと雲しかない場所。

　この場所に、神々が住まう天界はあった。もっとも、人間界とは別の空間にあるため、人間がその風景を見ることができるのは死んだ時だけである。

　その中を、女め神がみプルミエールはふわふわ浮うかびながら進んできた。しかし、体は浮いていても気分は沈しずんでいる。それもこれも、連日の失敗のせいだ。自分はプレイキャラである有あり野の晴はる希きに青春を送らせなければ『運命の女神』になれないのに、よりによって最大の恋こい人びと候補であった夏なつ目め川がわ凜りん子こと決定的な溝みぞを作り上あげてしまったのである。

「うぅ……どうしよう……」

　ため息交まじりに飛んでいると、やがて巨きよ大だいな建物が見えてくる。

　人間の基準で言えば、ローマ調ちようの神しん殿でん。太く白い柱が何本も建物を支え、窓には色鮮あざやかなステンドグラスのようなものがはめ込こまれている。一歩中に入はいれば大理石の床ゆかが続き、神様や天使、それから聖人となった元人間で賑にぎわっているだろう。

　この建物こそ、『フェイトクエスト』を学ぶ神々の学校──『フェイトアカデミー』だった。

「おい、プルミエール」

　フェイトアカデミーの敷しき地ちに入ると、ふいに背後から声をかけられた。振ふり向くと、一人の神様がゆるやかにこちらに近づいてくる。

　……神様とは言ったが、その容姿はプルミエール以上に神聖さが感じられなかった。

　気き難むずかしそうな顔かおつき。見み下くだすような目と、その下したにくっきり刻まれたほうれい線せん。頭とう髪はつは両サイドにはあるものの、頭頂部はまばらだ。神様の頭髪は永続的に残るか、もしくはまったくない場合が多いため、彼は稀まれである。

　その姿は、人間の言葉を借りるなら「おっさん」だ。

「あ、おはようございます教頭先生」

「ああ、おはよう」

　おっさん──もといフェイトアカデミーの教頭は、鼻の穴をふくらませて尊大な態度で返す。

「なにやら浮かない顔をしておるな。……またフェイトクエストで失敗したか？」

「うぅ……実は、ちょっと……」

　プルミエールが人差し指同士をくっつけながら言うと、教頭は深々とため息をついた。

「……レベルは今いくつまで上がったんだ？」

「えっと……その……まだ５です……」

　ぶふっ──と教きよう頭とうが吹ふき出し、口元を手で押さえる。それでも隠かくれていない瞳ひとみで笑っているのははっきりわかった。

「し、失礼。──それにしてもお前はちっとも進展せんな。他の女め神がみはどんなに低くても30はいっているぞ？　お前の課か題だいは珍めずらしく簡かん単たんな方だというのに……『運命の女神』になる試し験けんを受けられるのは一回きりだとわかっておるのか？」

「うぅ……はい……」

「──まぁしかし、お前の課題──有あり野の晴はる希きだったか？　あのボンクラな人間に『青春を送らせる』というのも無理な話か」

　さっきと言っていることが真逆だが、お説教に打ちひしがれているプルミエールは気づかない。俯うつむき気味に「うぅ」と呻うめくばかりだ。そんなプルミエールの姿を見て、教頭の目め尻じりがやや垂れる。

「だがいくらボンクラ相手とはいえ、それを導みちびけんようでは『運命の女神』など夢のまた夢だからな」

「はい……。……あ、あのですね、教頭先生」

　プルミエールはしゅんとしつつ、上うわ目め遣づかいに教頭を見み上あげる。

「その……晴希さんはそんなにボンクラじゃないですよ？」

「なんだと？」

「えっと……実は鋭するどい人で、例えば私を──あっ！」

　言いかけて、プルミエールは慌あわてて言葉を止めた。自分を女神と見破ったことを話そうとしたが、直接人間に干かん渉しようしたことがバレては、試験を失格になってしまう。

「……例えば、どうした？」

「な、なんでもないです……」

「やはりボンクラではないか」

　悔くやしいが、ここは言い返せない。

「まぁせいぜい頑がん張ばりたまえ。少なくとも、私が試験監かん督とくを務める試験で歴代最低レベルで失格──なんて真似まねにはならんように」

　そう言い残し、教頭はフェイトアカデミーに向かって飛んでいく。

　その後ろ姿を見送りつつ、プルミエールはため息をついた。

「私の正体を見破ったこと話せば、きっと皆みなびっくりするのになぁ……」

　びっくりする代かわりに、失格になるだろう。

　──どうでも良いが、おっさん顔がおの神様が優ゆう雅がに空そらを飛ぶ光景は、酷ひどく気持ち悪かった。







「凜りん子こちゃんが？　冗じよう談だんだろ？」

「冗じよう談だんで顔かおにこんなデカい湿しつ布ぷしてくるかよ」

　朝──晴はる希きは湿布を貼はり付けた頰ほおをさすりながら顔を顰しかめた。言わずもがな、激げき怒どした凜りん子こにぶん殴なぐられた傷である。きっとクラスメイトに「凜子にやられた」と言っても信じてもらえないだろうから言わないが、唯ゆい一いつの親しん友ゆうにはつい愚ぐ痴ちってしまう。

「まぁ晴希がそんな噓うそつくわけないから本当なんだろうけど……でも触さわっちゃったのは事実なんだから晴希が悪いぞ」

「百パー俺おれが悪いんだったら諦あきらめもつくんだけどよ……」

「男が言い訳しない。……それにしてもあの凜子ちゃんがねぇ……」

　京きよう介すけがイメージつかなそうに首を傾かしげていると、噂うわさの凜子が教室に入はいってきた。すぐさま教室のあちこちから「夏なつ目め川がわさんおはよう」「おはよう凜子ちゃん」と声が飛んでくる。凜子はその一つ一つに上品な笑みを浮うかべて挨あい拶さつを返していく。

　そして、自分の席──晴希の隣となりに腰こしを下おろした。

「おはようございます晴希君。……あら、その頰ほっぺたはどうしたんですか？」

　清すが々すがしいまでの惚とぼけっぷりに、晴希は湿布が剝はがれかけるほど頰を引きつらせる。

「おはよーございますね夏目川凜子サン。この頰は昨日ローランド・ゴリンコにぶん殴られたんですよ……っ！」

「まぁ怖こわい。そんなになるまで殴られるなんて、きっと晴希君がよほど酷ひどいことしたんですね」

　凜子がそう言った瞬しゆん間かん、晴希の前に座る京介が思いっきり吹ふき出した。それを見て、凜子のお嬢じよう様フェイスが崩くずれ、代かわりに昨日見た猛もう獣じゆうのようなギラついた目つきになる。

「アンタ……バラしたわね……っ！」

　周囲に聞こえないよう声量は抑おさえているが、酷くドスが利いた声だ。しかし、すでに彼女の本性を目まの当たりにしている晴希はひるまない。

「あーあー、そのまま惚けときゃ京介だって信じなかったろうによー。やっちまったなお嬢様」

「なんですってこの変態……っ」

「まーまーまーまー。安心してよ凜子ちゃん。俺も晴希も別に言いふらす気ないし。……晴希もそうやって挑ちよう発はつするから悪いんだよ」

「ちっ、フェミニストめ」

「紳しん士し的てきな対応っていうのよ。……それにしても、コイツ以外にもバレるなんて……はぁ……」

　凜子はがっくり項うな垂だれる。それを見た京介は苦にが笑わらいを浮うかべた。

「確たしかに驚おどろいたけど、いいんじゃない？　素すの方が俺はとっつきやすいな。少なくとも俺は仲良くなれる切きっ掛かけが摑つかめてラッキーだって思ってるよ」

「京介君は優やさしいわね……どっかのボンクラとは大おお違ちがい。学校中の女の子に人気があるのもわかるわ」

「なんだお前ら、さっそく仲いいな。もう付き合っちゃえよ」

　頭あたまの中に『は、晴はる希きさん！　そんなこと言っちゃダメですよ！』という声が聞こえてきたが、軽口を叩たたいた瞬しゆん間かんに机の下したで思いっきり凜りん子こに蹴けられたため、返事できなかった。

「くっ……いってぇなこの……っ！」

「あ、晴希君。先生がいらっしゃいましたよ」

　瞬時にお嬢じよう様モードに切り替かえた凜子は、しれっとした顔かおで前を向く。京きよう介すけも苦笑しながら座り直したので、晴希も渋しぶ々しぶ言葉を飲み込こんだ。

「あー、お前らおはよう」

　教室に入はいってきた千ち葉ば先生がいつものように教きよう卓たくに手をつき、相変わらず覇は気きのない挨あい拶さつを始める。

「ホームルーム始めるぞー。まず林間学校の知らせなんだがなぁ──」







　私立桜さくら沢ざわ高校は、四月の早い時期に林間学校を設定している。バスで一時間ほど走った場所にあるキャンプ場で、毎年一いつ泊ぱく二日の予定が組まれていた。

　他の学校にもこういったイベントはあるが、桜沢高校は開かい催さい時期が地区で一番早い。──というのも、一年生は新たなクラスメイトと交友を深めるため、二年生は春休みボケを解消するためらしい。三年生は受じゆ験けんに備えるためナシである。

　──という内容を、千葉先生は気だるげに説明した。

「やっぱ今年もあるのか……ダルいな。バイトしてた方がマシだよ」

　──昼休み。立ち入いり禁止の屋上で昼食を済ませた晴希は、千葉先生の説明を思い出しながらぼやいた。空そらは晴天。この天気は週末まで続くらしく、林間学校の日もばっちりらしい。雨天中止は望めそうになかった。

「俺おれは楽しみだけどね。……どうせ晴希はずっとテントの中でゲームしてるんだろ？」

「怪かい談だんや恋こいバナより百倍おもしれーからな」

「……まぁ晴希とその手の話ができるなんて期待してなかったけど。そもそも同じ班になれるかどうかもわかんないしね」

「できればお前と一いつ緒しよだと助かるんだけどなぁ。他の奴やつらじゃ気を遣つかうし。特に、絶対一緒になりたくないのは──」

　その時、ふいに屋上の扉とびらが開ひらく。立ち入り禁止なため二人はびくりとしたが、そこに立っていたのは、晴希が一緒になりたくないと言いかけた相手だった。

「あら、いい場所じゃない。アンタにもらった地図も役に立つわね」

　夏なつ目め川がわ凜子が景色を眺ながめながら近づいてくる。その片手には弁当、そしてもう片手には晴希が渡わたしたミニマップが握にぎられていた。

「なんだよ。立ち入り禁止だぞ？　お前みたいのが来ちゃマズイだろ」

「立ち入いり禁止だから来たのよ。お淑しとやかに振ふる舞まってるのも疲つかれるのよねー。その点、アンタと京きよう介すけ君にバレたのは息いき抜ぬきができて丁度いいわ。そこだけは感かん謝しやしてあげる」

　言いつつ、凜りん子こは晴はる希きたちの隣となりに座ってフェンスに背せ中なかを預ける。そして思いっきり背せ筋すじを伸のばした。その姿は教室で上品な笑みを浮うかべている時とは違ちがい、のびのびしている。こうして見ると夏なつ目め川がわグループのご令れい嬢じようではなく、一人の活発そうな少女だ。

「疲れんなら普ふ段だんからそうしてりゃいいだろ」

「できるわけないでしょ。私は夏目川グループの看板背せ負おっているようなものなんだから。私がちゃんとしていないと変な目で見られるのはお爺じい様たちだもの。ちゃらんぽらんなアンタが変なのよ」

「あーそうかい。俺おれにゃ息いき苦ぐるしいまま生いきるなんてバカにしか思えねーけどな」

「なんですって」

「なんだよ」

　晴希と凜子はにらみ合い、顔かおを背そむけ合う。晴希はぶすっとして携けい帯たいゲーム機きを起動させ、凜子は漆うるし塗ぬりの弁べん当とう箱ばこに思いっきり箸はしを入れた。その光景を見て、京介は本日何度目かになる苦笑を浮かべる。

「その調ちよう子しじゃあ凜子ちゃんは林間学校キツそうだね。一いつ泊ぱく二日ずっとクラスメイトといなきゃならないし」

「あら？　そんなことないわよ。キャンプなんて経けい験けんないから楽しみだわ。一日くらいなら別に我が慢まんできるし……どんなことするの？」

「別に楽しいことなんてねーよ。テント張って飯はん盒ごう炊すい爨さんして……夜はなんだっけ？　肝きも試だめしとかやるんだっけ？」

「はぁああああっ!?」

　突とつ然ぜん、凜子が大声を上あげる。京介は目を丸くし、晴希は驚おどろいた拍ひよう子しにゲーム操そう作さをミスしてパーティが全ぜん滅めつした。三人の間あいだに、ゲームオーバーのおどろおどろしい音楽だけが響ひびく。

　二人が見つめる中、凜子の表情がどんどん引きつっていく。

「なっなっなっ、なにそれ!?　それに何の意味があるのよ！　林間学校だって学校じゃない！　肝試しでいったい何を学べって言うの！」

「そ、そんなにムキになることかよ。……ってか、お前がビビるから全滅したじゃねぇか。全然セーブしてねぇのに……」

「びびびビビってなんかいないわ！　わ、私はただ林間学校の意義を疑問視しているだけよ！　そそそそんな無意味なことをやらなきゃならないなら私は行かないから！　それからその気持ち悪い音楽止めて！」

　凜子は立ち上がり、箸をぶんぶん振ふり回しながら熱ねつ弁べんする。晴希は言われなくてもゲームオーバー画面からリトライを選せん択たくした。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ凜りん子こちゃん。今年は肝きも試だめしやらないらしいし。──ほら、晴はる希き。去年誰だれかが迷って騒さわぎになっただろ？　あれで中止になったんだよ」

「あー、そういやそんなこともあったな」

「そ、そうなの……学校も賢けん明めいな判断をしたのね。……それなら私も行くわ」

　凜子は落ち着きを取り戻もどし、座り直して昼食を再開する。晴希はため息をつきつつデータの戻もどし作業を始め、京きよう介すけはやれやれと肩かたをすくめた。

「──なにはともあれ、気を遣つかわない同士、できればこの三人で同じ班になれるといいよね」

「「絶対に嫌いやだ」」

　ハモってしまったため、二人は互たがいに顔かおを顰しかめて舌打ちした。凜子はやけ食いでもするように弁当を口に放り込こみ、晴希も彼女の存在を無視するようにゲーム機きに集中し始める。

『──これは……私の出番ですねっ！』

　晴希はゲームに集中していたから、そんなプルミエールの声を聞き逃のがしてしまった。







　──神の姿は見えずとも、常に人のそばにおられる。

　その言葉は正しく、今まさにプルミエールは桜さくら沢ざわ高校の廊ろう下かでふよふよ浮うかんでいた。しかし誰も気に止めず、隣となりを素通りしていく。──見えていないのだ。落ちこぼれ女め神がみといえども、プルミエールだってこれくらいの神技は使える。

「えーっと、職しよく員いん室しつは……ミニマップなくなっちゃったからわかんないなぁ……」

　プルミエールはきょろきょろしながら廊下を飛ぶ。しばらく迷ったあと、ようやく「職員室」と書かれたプレートを見つけ、嬉き々きとしてその中に入はいっていった。

「あ、いましたいました！」

　プルミエールは晴希たちの担任である千ち葉ば先生を見つけると、音もなくその背後へと飛んでいく。そして、肩ごしに彼がにらめっこしているパソコン画面を覗のぞき込こんだ。

　ディスプレイに表示されていたのは、林間学校の班分けリストである。

「夏なつ目め川がわは……やっぱり『俺おれ的ＪＫランクＳＳ』の班で決まりだな。吉よし川かわはランクＡ……宮みや野のはランクＳっと。大おお河内こうちは『巨きよ乳にゆう班』で、古ふる谷やは『ロリ班』に入いれよう。こいつは夜の見回りが楽しみになってきやがった……！　タイムスケジュールも考えないとな」

　千葉先生は薄うす暗ぐらい笑みを浮かべながら、女子生徒を吟ぎん味みして班分けしていく。背後にいるのがプルミエール以外の神様だったら、即そつ刻こく天てん罰ばつを下くだしているだろう。

「男は……テキトーでいいか。上うえから順に相あい田だ、有あり野の、安あん藤どう、飯いい田だ──っと」

　女子の班分けに一時間かけたのに対し、男子は五分で完了である。仕事を終えた千葉先生は満足げに吐と息いきをつき、ゆっくりとコーヒーを啜すすった。

「うぅ……頑がん張ばって作ったものに手を加えるのは気が引けますけど……ごめんなさいっ！」

　プルミエールは首からコントローラーを外し、そのコネクタを思いっきり千ち葉ば先生の脳天に突つき刺さした。

　──瞬しゆん間かん、千葉先生はコーヒーカップを傾かたむけた姿勢で止まる。

「あれ……？　なんだ俺おれ？　急に班を変えたくなってきたぞ……？」

「ご、ごめんなさい。ちょっとだけ操そう作さしますね」

　首を傾かしげている千葉先生を、プルミエールがコントローラーで操作し始める。

「えっと……まず、晴はる希きさんと凜りん子こさんは一いつ緒しよにしなくちゃですよね。一緒にご飯を作って食べればきっと仲良くなれるはずです！　凜子さんも気を遣つかわなくて済みますから、一石二鳥ですね！　あとは……そうだ！　京きよう介すけさんも同じ班にしてあげよっと」

　プルミエールがコントローラーを操作すると、それに合わせて千葉先生の指がキーボードを叩たたく。そして、晴希、凜子、京介の班が完成した。

「これで良し！　……あれ？　人数が合わなくなっちゃった。……じゃあこの人をこっちに入いれて、この男の子を『巨きよ乳にゆう班？』に入れて……あれ？　あれ？　あれ？」

　プルミエールが取り繕つくろうたび、千葉先生渾こん身しんの班分けリストがぐっちゃぐちゃになっていく。プルミエールは目を回しながら、なんとか形にしようと必死だ。

「さ、三人も余っちゃった……。どうしよう────あっ！　千葉先生が一人きりじゃないですか！　せっかくのキャンプなのに、一人ぼっちで寝ねるのは寂さみしいですよね。リストを変えちゃったお詫わびに余った三人を入れてあげよっと！　剛ごう田だ君と、鬼おに塚づか君と、羅ら王おう君……っと」

　プルミエールは知らないが、その三人は校内でも有数のガチムチ三人衆である。

「やったぁ！　完成！　これで晴希さんの青春に一歩近づきましたね！　千葉先生、どうもありがとうございます」

　プルミエールは両手の指を絡からめて祈いのる。彼女はお礼のつもりだが、どう見たって死にゆく者へ捧ささげる祈りだ。

　ひとしきり祈った彼女は千葉先生の脳天からコネクタを抜ぬき、再びふよふよと漂ただようように職しよく員いん室しつを出ていった。

　コネクタを抜かれた千葉先生はハッと我に返り、パソコンの画面を見てあんぐり口を開あけて叫さけんだ。

「な、なんだこれ！　俺、いったいどうしたんだ!?　女子班がめちゃくちゃだし……うげっ！　俺がガチムチと寝ることになってるじゃ──」

「おや、千葉先生。林間学校の班分けリスト、できたんですね」

「こ、校長!?　あ、いや……これはまだ──」

「いやはや、千葉先生は生徒と一緒のテントですか。生徒と交流を深める良い班決めですね」

「あ、いや……あ、ははは……はぁ……」

　言うに言えなくなった千葉先生は、力なく印刷ボタンを押し、プリンターから出てきた阿あ鼻び叫きよう喚かんの林間学校班分けリストを、校長に差し出したのだった。







　放ほう課か後ご──林間学校の班分け表が貼はり出された掲けい示じ板ばんの前には、人だかりができていた。それぞれ生徒は、自分の班のメンバーを見て喜んだり、または落らく胆たんし、しっちゃかめっちゃかな割り振ふりに首を傾かしげている。

　そんな中、晴はる希きは掲示板を見て露ろ骨こつに顔かおを顰しかめていた。隣となりでは凜りん子こが微び笑しようを浮うかべつつも頰ほおを引きつらせ、二人に挟はさまれた京きよう介すけは苦にが笑わらいを浮かべている。

「や、やー、三人一いつ緒しよがいいって言ったけど、ま……まさか本当になるとはね！」

　京介も半分冗じよう談だんだったのだろう。両隣の晴希と凜子を交こう互ごに見ながら、何とか気分を盛り上あげようと声色を明るくする。しかし彼の努力も虚むなしく、二人の表情は変わらない。

「た、楽しみですわねー。楽しみ過ぎて当日具合が悪くなってしまったらどうしましょう」

「俺おれは今から気分悪わりぃわ──」

　すかさず凜子に思いっきり足を踏ふまれた。

「痛っ！」

　晴希は足を押さえて彼女をにらむが、凜子は素知らぬ顔で向こうを向いている。

　晴希は小ちいさく舌打ちをすると、もう一度掲示板を見上げた。何度見ても、班員は変わらない。京介と一緒なのは嬉うれしいが、凜子は余計だ。だいたい、あの千ち葉ば先生が美少女を一つにまとめないのはおかしい。どうせ今年も「巡じゆん回かい」と称しようして女子のテントに入いり浸びたるはずなのに。

『晴希さん晴希さん！』

　晴希が首を傾かしげていると、ふいにプルミエールの声が響ひびいてきた。

『どうですか？　この班分け！　バッチリでしょう！』

『バッチリって……まさかお前、何かしたのか？』

『はいっ！　バッチリ何かしました！　千葉先生を操あやつって班分けを神様の意思に従えちゃいました！』

　えっへんと言わんばかりに自信を持ってプルミエールが答える。

　その偉えらそうな声を聞き、晴希のこめかみに青筋が浮かび上がる。

『プルミお前コラァ！　なにしてくれてんだ！』

『ええっ!?　ど、どうして怒おこってるんですか？』

『どうしたもこうしたもあるか！　なんで俺と凜子を一緒にしたんだよ！』

『だ、だってだって！　一緒にしないとイベントにならないじゃないですかぁ！　晴希さんは青春しなくちゃいけないのに、全然関係ない人と一緒じゃ何も始まりませんよぉ!?』

『あのなぁ……ただでさえ関係悪くなってんのに、無理やり一緒にしたって好転するわけねぇだろ……』

　小学校で先生が「○○君は仲間はずれになってるから、皆みな仲良くしましょう」と言っても効き目がないのと一いつ緒しよだ。強制された人間関係ほど鬱うつ陶とうしいものはない。

『そ、そんなことないですよ！　これも青春の一歩です！　その証しよう拠こにほら！　ちゃんと青春のステータスが上あがって──』

　晴はる希きの目の前に薄うす青あおのウィンドウが浮うかび上がる。カーソルが【ステータス】を選せん択たくし、相変わらず劣れつ悪あくな晴希のステータスが表示された。

　ただ、彼女の言ったとおり、ステータスの一つに変化が生じている。




　【せいしゅん：マイナス２１０】




　悪い方向へ。

『ななななんでぇ!?　数値にマイナスなんてあったのぉ!?』

『だから言ったじゃねぇかよ……』

　プルミエールの泣き声を聞きながら、晴希は深くため息をついた。







　桜さくら沢ざわ高校から貸切バスで一時間。街中を抜ぬけ、細くうねった道を辿たどって山中へ入はいっていくと、開ひらけた場所にたどり着く。

　桜沢オートキャンプ場。桜沢ダムの巨きよ大だいな石いし壁かべを背せに作られたキャンプ場であり、敷しき地ちは広いが設備はトイレと炊すい事じ場ばしかない。まるで敵が出ないフィールドのようだ。観かん光こうになりそうなものはダムとその管理センターぐらいのものだから、他県からやって来る者はほとんどおらず、利用するのはもっぱら地元の自治体か、バーベーキューに勤いそしむ大学生ぐらいだ。

　天気予報通り、春先の山にしては暖あたたかすぎる気温。

　バスから降りた桜沢高校の生徒たちは、教員の話や日程を聞いたあとで、各々の班に分かれてテントを張り始めていた。班分けに不満を言い、電源一つない自然に文句を垂れていた現代っ子も、いざキャンプが始まってみると開放的な環かん境きように表情を輝かがやかせ始める。全方位を山に囲まれ澄すんだ緑の空気と、高く抜ぬけるような晴天の下もとではそれも納得だ。

　そんな中、晴希は黙もく々もくとテントを設営するためゴムハンマーでペグを打ち込こんでいた。慣れていない生徒ならば三十分はかかる作業だが、十五分でもう終わりそうである。

「……驚おどろいた。アウトドアなんて全然似合わないのに、ずいぶん手際いいじゃない」

　キャンプ初心者で、なにをやったらいいかわからずウロウロしていた凜りん子こは、淀よどみのない晴希の手際を見て目を丸くする。

「別に……とっとと終わらせてテントの中でゲームしたいんだよ」

　ペグを根元まで打ち込んだところで、晴希は首の骨を鳴らす。設営が終わったのなら、各々が持ち込こんだバドミントンやフリスビーで遊び始めるのがお決まりだが、もちろん晴はる希きはそんなものなど持ってきていない。持ち込んだ娯ご楽らく品ひんは携けい帯たいゲーム機きとモバイルバッテリーのみだ。

「晴希は新作ソフトが出た時とか、新型ハードの発売日に徹てつ夜やで並ぶもんな。意外とアウトドアスキル高いんだよ？」

「技術の無む駄だ遣づかいってまさにこのことね……そんなの、並んでまで欲しいの？」

「お前、バカなのか!?」

「はぁ!?　あんたがゲームバカでしょ！」

「あのなー、ソフトやハードが早く入手できれば、それだけ練習する時間が増えるだろうが。大会じゃあその一時間が勝負の明暗を分けるんだからな。ネット注文で一日遅おくれなんて論ろん外がいだ。……まぁ、家で待ちきれないってのが大きいけど……」

「ふぅん？　ゲームに大会なんてあるんだ？」

「まったく何も知らねーのな？『ＲＰＧプロゲーマー選せん出しゆつ大会』っていう大きい大会があってな、さらに来月にはもっとすげープロ登とう竜りゆう門もんと言われる『遊ゆう者しや杯はい』があるん──」

　そこまで言って、晴希は俯うつむいた。彼女と顔かおを合わせるために決勝に出られなかったことを思い出してしまっていた。

　それになにより、来月の『遊者杯』の準備が何もできていない。先日の大会一本に絞しぼって練習していたことがアダになってしまっている。本当なら、こんなところで林間学校なんかしている場合ではない。

「ん？　……急にどうしたの？」

「……なんでもねーよ」

「でも、ゲームで大会とかプロなんて。遊びでしょ？」

「遊びか……まぁ、絶対お前にゃわかんねーだろうな」

　そう晴希は言い、十分打ち込んだはずのペグにもう一度ハンマーを振ふり下おろす。別に、理解されないのには慣れている。だが、彼女に言われると何故なぜか腹立たしく思えた。

　凜りん子こは何も悪くないが、少なからず決勝に出られなかった要因の一つであることに変わりはない。八つ当たり気味にもう一度振り下ろしたハンマーは、ペグを完全に地面に埋まい没ぼつさせてしまった。

（コイツと青春するなんて、やっぱ俺おれには無理だな……）

　友達でも恋こい人びとでも、誰だれだって譲ゆずれない部分がある。晴希にとってはゲームがそれだ。そこを否定されたのなら、晴希はその人物と関係を築きずく気がなくなる。

（プルミには悪いが、やっぱり俺は俺でプロゲーマーになるための努力をするのがよさそうだ）

　もやもやした焦あせりや苛いら立だちを振り払はらうように首を振ると、晴希は立ち上あがった。とっとと仕事を終わらせ、テントの中でゲームをすることにしようと思う。

「んじゃ、とっとと飯の仕込みしようぜ。カレーで良かったよな？　……凜子、ちゃんと材料持ってきたか？」

「当たり前でしょ」

　そう言って、凜りん子こはブルーシートの上うえに置いておいた自分のバッグをあさり始める。役割分担は事前に決めており、晴はる希きがテントや飯はん盒ごうなどのキャンプ用品、凜子が食材、班長の京きよう介すけがその他必要なもの──となっている。割り振ふりに深い意味はなく、凜子が食材担当なのはただ単に女子であるからにほかならない。

　しかし、カレールーが出てくると思われた凜子のバッグからは、何故なぜか色鮮あざやかな小こ瓶びんが出てきた。

「はい、これでいいんでしょ？」

「……なんだこれ？」

「ターメリック、コリアンダー、クミン、シナモン……カレーのスパイスか。本格的だね。凄すごいな凜子ちゃん」

　京介が褒ほめると、凜子は得意げに胸を張る。

「まぁね、家の料理長に見み繕つくろってもらったの。うちの料理長が作るカレーは、すっごく美味おいしいんだから！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶなのか……？」

　家いえ柄がら的てきには凜子に引けをとらない晴希だが、決して良いものばかりを食べているわけではなかった。兄は別だが、基本的に自宅では一人で食事をしている晴希は、もっぱら出来合いのものしか食べていない。

「それじゃ凜子、本格カレーはお前に頼たのんだぞ」

「……え？」

　凜子が、スパイスを両手に持った状態で固まる。

「なんだよ？　お前が持ってきたんだろ？　俺おれはカレールー使う作り方しか知らないぞ？」

「同じ班になれてラッキーだったな。凜子ちゃんの本格的な手料理が食べられるなんて」

「て、手料理ね、手料理……えーと……ははは」

　凜子は笑え顔がおを引きつらせ、目を泳がせながら周囲を見始める。

「……あ、でも、今日は調理器具がないから、普ふ通つうの材料で作れる人を探し……」

　しかし、周りの班員がバッグから取り出しているのは、市販のカレールー、もしくはレトルトカレーだ。少なくとも、本格スパイスを使った料理法を参考にできそうな班はない。

「……お前、もしかして」

「もしかしてって何よ!?　い、いつもはキッチンだからちょっと勝手がわからないだけなんだからって言ったじゃない！」

「……えーと、凜子ちゃん、他の班からルーを分けてもらおっか？」

「ひ、必要ないわ！　ほら！　作り始めるわよ！」

　ズカズカと炊すい事じ場ばに向かう凜りん子この背せ中なかを見て、晴はる希きと京きよう介すけは顔かおを見合わせた。







　夕暮れ時。

　それぞれの班がカレーを作り終え、わいわいとみんなが楽しそうに食べ始めている頃ころ、晴希たちの班は葬そう式しきのような有様だった。

　アウトドアチェアに座った三人が持っているのは、キャンプ用のカレー皿。そこに乗っているのは、ご飯と……茶色いお湯のような何かである。

　こうなることはわかっていた。凜子が玉ねぎや人にん参じんを炒いためずに飯はん盒ごうの中に投入した時点で予想がついていた。凜子は料理が苦にが手てだ。

　スパイスは丸々一ビンを鍋なべの中に流し込こんでいたのを目もく撃げきしたし、あと他の班の女子が「凜子ちゃーん。この子そこの小お川がわにいたの！　カワイくない？」と持ってきたサワガニを「シーフードにすれば何とかなるかも……」と呟つぶやき、そのままぶっこんでいた。

　──結果出来上あがったのは、『凜子の気まぐれスパイシーカレー風ななにか　～サワガニをぶっこんで添そえて～』である。晴希と京介が米だけをちゃんと炊たいたのが救いだった。

「今日は………………スープカレーにしてみました」

「通らねぇよっ！」

　思わず晴希は立ち上がる。その衝しよう撃げきに茹ゆで上がったサワガニがゆらゆらと皿の中で揺ゆれた。

「お前……料理したことねぇだろ？　そもそもカレー見たことあんのか!?　カニの生なま臭ぐささとシナモンのハーモニーで絶ぜつ妙みように吐はき気を催もよおすものが出来上がってんじゃねーか！」

「それは上品な香りだからアンタにはわかんないのよ！」

「じゃあ、お前これ食ってみろ！」

「私は味見でお腹なかいっぱいになったから結構」

「お前が味見したのは、俺おれと京介が炊いた米だろーが！」

「晴希……」

　今にもカレー皿をぶちまけそうな晴希の肩かたに、京介が手を置く。振ふり返ると、彼は何かを諦あきらめたように首を横よこに振った。

「俺、男として、女の子が作ってくれた料理は黙だまって完食しなくちゃいけないと思うんだ」

「……お前はホントに心意気もイケメンだな……どうしてそこまでできるんだ？」

「……さっき『林間学校で女子がスープカレーを作ってくれました。わーい』ってツイッターで呟いてしまったんだ。食べて感想を投とう稿こうするしかないんだ……っ！」

「結局お前も自分を追い込まなきゃ食べられねぇんじゃねーかっ！」

　晴希はアウトドアチェアに座って頭あたまを抱かかえる。どう考えたって食べられるものじゃないのに、作り手は食べろと言ってくるし、味方になりそうな友人は覚かく悟ごを決めてしまった。

　──おまけに。

『晴はる希きさん晴希さん！　ここで完食すれば、きっと青春ステータスアップですよ！　ぐいっといっちゃいましょう！　ぐいっと！　人間界では、カレーは飲み物って聞いたことありますよ』

　さらに天然女め神がみが鬼き畜ちくな提案してくる始末。

（ヤバイな……これ、選せん択たく肢しが出たら絶対にプルミは【完食する】とかいう選択するに決まってるぞ。……いや、それが好感度ＵＰ的には正しいんだろうけど……でも……でもな……）

　晴希の目の前のカレーの中で、まるでサワガニが手を招いているように思えた。

（いや、これは無理だ……選択肢が出る前に一口食べて無理って言えば……）

　そう思い、スプーンを手に取った瞬しゆん間かん。

　突とつ然ぜん、脳内に激はげしく熱あついＢＧＭが流れ始めた。そして、視界いっぱいに赤色のウィンドウが現れる。




【エンカウント：凜りん子この気まぐれスパイシーカレー風ななにか　～サワガニをぶっこんで添そえて～が現れた！】




『コレ敵てき扱あつかいなのかよっ！』

『晴希さん！　きっとこれはボーナスバトルですよ！　チャンスです！　この敵は攻こう撃げきしてきませんし、逃にげません！　きっと経けい験けん値ちもがっぽりですよ！』

『こんな嬉うれしくねぇ敵は初はじめてだ……。こいつ本当に経験値を持ってるっていうのかっ？　てかボーナスっていうか罰ばつゲームだろ！』

『ゲームなら晴希さん大好きですよね！』

『罰ゲーマーなんてなりたくねぇよっ！』

　そう言っている間あいだに、プルミエールは【たたかう】を選択してしまった。すると、晴希の手が勝手に動き出し、変な匂においを醸かもし出す液体にスプーンを差し込こむ。

（や、やめろ俺おれの身体からだ！）

　そして、掬すくったそれをゆっくり口の中に運び始める。

（……と、止まれ、俺の身体！）

「アンタ……本当に食べてくれるの？」

「いや、違ちがう、俺だって食べたくな──うぐっ!?」




【有あり野の晴希に89のダメージ！】




「ぐほ！　何だこれ、痛いってぇ！　辛からいとか不味まずいとかじゃなくて痛いてえぞっ！」

　晴希のＨＰが三分の一ほど減った。そのダメージにふさわしく、味は非常に攻撃的。生なま臭ぐささとスパイスの辛から味みが液体系のダメージとなって胃にクリティカルしてくる。

『つえーよ、このカレーっぽい何か……。あと二口で俺おれ死ぬかもしれん……』

『わわっ！　こんなに強いなんて……倒たおしきれるかな……？』

『お、おいプルミ！　もう止め──ふぐぅっ!?』

　もう食べたくない。そうは思っても、プルミエールはまた【たたかう】を選せん択たくした。晴はる希きのＨＰは残り三分の一となり、表示が赤くなる。現実でも顔かお色いろは青くなり、変な汗あせが浮うかび始めた。

「ちょ、ちょっと……も、もういいって。どこかの班に分けてもらおうよ……」

「は、晴希？　どうしたんだ？　お前らしくないぞ……？」

「い、いいから水くれ……」

　晴希が震ふるえながら手を伸のばすと、京きよう介すけが紙コップについだ水を渡わたしてくれる。それを一気に飲み干すと、ウィンドウに【１２０の回復！】と表示された。

（うっぷ……水の回復量すげーな……。プルミを止めるのは無理そうだし、死なないようにするしかねーか）

　覚かく悟ごを決めた晴希は、なんとかゲーム脳を回し出す。

『プルミ……あと水はどれくらいある？』

『えっと……水は無限ですね！』

『よし……あとは精神が耐え得るだけか……。回復のタイミングさえ間ま違ちがえなければ、こいつは倒せる敵てきだ』

　これはＲＰＧ。、これはＲＰＧだ、と思い込こもうと晴希は覚悟を決める。

『……おいプルミ。俺の指示通りに動かせよ？』

『わ、わかりました！』

　単純に、一口食べるごとに水で回復すれば平気だ。奇くしくも、「食べられないものを水で流し込む攻こう略りやく法ほう」である。

　晴希は再び皿にスプーンを入いれる。頭あたまの中では【こうげき】と【水】を交こう互ごにプルミエールに向かって念じた。そちらに集中すれば味は気にならない──というか舌が麻ま痺ひして感じなくなってきた。

「そ、そう考えれば、コイツは……」

　妙みように胃がアツいのを除けば、回復無限で倒せるボーナスバトルである。経けい験けん値ちのうまみはある敵だ。乗り越こえればいいだけだ！

「うまいな……」

「え……？」

　凜りん子こは目を丸くし、晴希を見る。

（経験値がこれでアップするなら、うまい敵だ）

　それから自分の手元にあるスープカレー（のようなもの）を見た。彼女は試しに一口舐なめてみるものの、そのビリビリとした風味に全身を震ふるわせ、すぐに水を飲む。

　とても食べられるような味じゃない。

　ダメージを受けるんだから当然だ。

　しかし、晴はる希きはガツガツとそれを食べ進める。

【たたかう、水、たたかう、水、たたかう、水、たたかう、水──っ！】

　食事のはずが、単たん調ちようなレベリングをしている気分になってくる。そうなればもはや坐ざ禅ぜんと同じく意い識しきは無の領域だ。余計なことを考えなくなり、ただ勝手に体が動いてくれる。視界に映るのが毒々しいカレーではなく、ゲームウィンドウなのは晴希にとって幸いだ。

　そして、最後の一口を飲み込こんだ。

「っしゃあっ！　倒たおしたッ！」

　思わず強きよう敵てきを倒したようにスプーンを振ふり上あげる。同時に、脳内にファンファーレが鳴り響ひびき、視界のウィンドウが戦せん闘とう終了画面へと切り替かわった。




【凜りん子この気まぐれスパイシーカレー風ななにか　～サワガニをぶっこんで添そえて～を倒した！　有あり野の晴希は５２０の経けい験けん値ちを獲かく得とくした！】




　さらにもう一度、頭の中にファンファーレが鳴り響く。




【有野晴希のレベルが６にあがった！】




『や、やりましたよ！　晴希さんが半年ぶりにレベルアップしましたよ！』

『その言い方やめろよ、俺おれが何も変わってないみたいじゃねーか……てか、俺どんだけレベル上げられてなかったんだよ。……まぁいい！　かなりダメージは残ったが、とにかくやりきった……！』

　満ちるのは大きな達成感。気力と体力を削けずりきった先のレベルアップ音は気持ちがいい。全身が熱あついのは、しこたま混ぜ込まれたスパイスのせいだけじゃない。

「今のお前……カッコいいぞ……！　俺がついていけるのは、どうやらここまでだ……お腹なかいっぱいだ……！」

　京きよう介すけは感動したように何度も頷うなずく。スプーンを握にぎる手はガタガタと変な震え方をしていた。彼も素で半分ほど食べたのだから、大したものである。『お腹いっぱい』というのも、厳げん密みつには女性を前にした噓うそだ。

「ホ、ホントに食べきっちゃったの……身体からだ、大だい丈じよう夫ぶ……？」

　凜子は信じられないという顔かおをして尋たずねてくる。普ふ段だんならつっこむところだが、達成感で上じよう機き嫌げんな晴はる希きは気にならない。

「まぁ……そこそこうまかったかな……いい経けい験けん値ちの元になったぞ！」

「ケイケンチ……？　別に……私に気を遣つかって無理して褒ほめなくたっていいわよ。……自分でも無茶だったってわかってるし……」

　凜りん子こはうつむき加減になり、視し線せんを泳がせる。両手は膝ひざの上うえに置いて、そわそわと体を揺ゆすらせ始めた。普ふ段だんから褒められ慣れているお嬢じよう様にしては珍めずらしい。

「別に無理なんかしてねーし。うまいものはうまいって言っただけだぞ？」

「え……」

　凜子は何か言いたげに口をもごもごさせるが、言葉は出てこなかったため、メッセージウィンドウにも何も表示されない。

　だから晴希は視界に映るウィンドウなど見ず、少し上を向いて別のことを考えていた。

（これならもうちょいボスクラスと戦って、経験値貯ためておきたいよなぁ。この先、何があるかどうかもわかんねーし）

　晴希の頭あたまからはアツい勝負の余よ韻いんに、『フェイトクエスト』のことも『青春』のことも切り離はなされてしまっていた。

　……脳が現実逃とう避ひをするほど食べ難がたい味だったとも言える。

（俺おれツエーのプレイスタイルは好きじゃないけど、レベリングしといて損はないな！）

　晴希は再びスプーンを手に取ると、凜子の前にある手付かずの皿に目を止めた。

「おい凜子、食べないなら俺がもらうぞ？」

「えっ!?　ま、まだ食べるの……？」

「お前さえいいならな」

　凜子は手元のカレー皿を見て、再び口をもごもごさせる。

「ア、アンタが食べたいなら……」

　そして、やや耳を赤くするとそれを晴希の目の前に差し出した。

　再び戦せん闘とうＢＧＭが流れ始め、エンカウントする。

『プルミ！　攻こう略りやく法ほうはさっきと同じだ！　レベリング行くぞ！』

『はいっ！　晴希さん！　ガンガンいきましょー！』

『いいや！　これは経験値大事に、の作戦で行くぞ！』

　声をかけ合い、戦闘に没ぼつ頭とうしていく晴希。もはや視界は戦闘画面に切り替かわっている。

「……ありがと、ね。晴希」

　そんな凜子の呟つぶやきは、小ちいさすぎてメッセージウィンドウに表示されなかった。







　林間学校は、テント設営を終え、飯はん盒ごう炊すい爨さんで夕食をとって自由時間を挟はさんだら、すっかり夜になってしまう。暖かいとはいえ、まだ四月。日が落ちるのは早く、どの班もすっかりテントの中に籠こもってしまった。広い芝しば生ふの上うえには無数のテントが並び、そこから漏もれるランタンの穏おだやかな光が幻げん想そう的てきな風景を作り出している。

　……一いつ箇か所しよだけ、筋トレしている三人と体育座りでうなだれている人ひと影かげが映るテントがあるが、誰だれも関わらないようにしていた。

　晴はる希きたちも、他の班に漏れずテントの中に籠っている。狭せまいテント内で三人が川の字で並び、ミイラのようなマミー型の寝ね袋ぶくろに収まっていた。ちゃんと男二人と女一人の間にバッグを置いて仕切りを作るのも忘れない。

「……眠ねむれそうにないわ」

　寝袋に収まっていた凜りん子こが、ため息交まじりに呟つぶやく。

「あ、ランタン消そうか？」

　京きよう介すけがランタンに手を伸のばすが、凜子は首を横よこに振ふる。

「音うるせーか？」

　晴希がイヤホンを携けい帯たいゲーム機きに差し込こむが、凜子はまた首を横に振った。

「さすがに男性二人が隣となりにいるところで眠れるほど図太くないのよ……」

　その言葉に、晴希と京介は「ああ……」と頷うなずく。そもそも、寝る場所すら男女混合なのがおかしい。去年はちゃんと分かれていたのだ。今年はプルミエールが班分けを弄いじってしまったため、こんな事態になっている。

（それもこれも、俺おれが『フェイトクエスト』の課か題だいになってるのが原因なんだよな……。プルミのせいとはいえ、少し申し訳ないな）

『おいプルミ……おい？』

　……

　…………

　返事がない。ただのお出で掛かけらしい。

　本当にアイツってよくわからないよな──と思いつつも、晴希は寝袋のジッパーを下さげた。

「仕方ねーな。京介、俺ら別のテント行こうぜ？」

「だね。やっぱりそうしようか」

「ちょちょちょ！　ちょっと待ってよ！」

　二人が出ていこうとすると、凜子は寝袋に収まったまま上半身を起こす。

「こ、こんな場所に一人で置いてく気!?　危ないじゃない！」

「はぁ？　男と同じテントで寝るのが危ないんだろ？」

「そそそそれとコレとは話が別なの！」

「じゃあ、お前が女子のテントに行けよ」

「あ、そっか……そうね。そうさせてもらうわ……」

　凜りん子こはもぞもぞと寝ね袋ぶくろから出始める。

「まぁ女子のテントもずっとお喋しやべりしてるから寝られないかもだけど。みんな『ドキッ！　オバケだらけの肝きも試だめし　～呪のろいもあるよ～』のイベントがなくなったのを残念がってたからね。今日は朝まで『本当にあった百物語』するんだって」

　京きよう介すけの言葉に、凜子の動きが止まる。彼女は下さげかけていたジッパーを上うえまで戻もどし、イモムシのように横よこになって震ふるえ始めた。

「や、やっぱりここでいいわ……突とつ然ぜん邪じや魔ましちゃ悪いし……」

「俺おれらに気遣つかってんのか？」

「そんなワケないじゃない。とにかくここにいるから」

「あ、お前もしかして……オバケが怖こわいんじゃねーのか？」

「違ちがうし！」

　間かん髪ぱつ容いれずに凜子が答えた。

「本当にアンタって子供ね。超ちよう常じよう現象とかそんなのあるわけないじゃない！」

「ほっほー……本当の本当にないと思っているのか……でも、残念ながらこの世に不ふ思し議ぎはあるぜ？」

（女め神がみもそんなよーなもんだよな）

「うるさい！　ゲームバカ！　もうここで寝るって決めたし」

「あー……じゃあ勝手にしろ」

　晴はる希きは再び携けい帯たいゲーム機きに向き直る。京介も同じく携帯ゲーム機を持ち直した。プレイするのは人気の狩かりゲーだ。普ふ段だんはあまりゲームをやらない京介も、こういう「友達と一いつ緒しよにできるゲーム」には積せつ極きよく的てきである。

「凜子ちゃんもモンファイ持ってれば、一緒に遊べたのにね」

「モンファイ？」

「モンスターファイター！」

「あ……俺のでやってみる？」

「……いい。ゲームなんかしたことないし」

「マジかよ。……お前今まで勿もつ体たいないことしてるぞ？」

　晴希は信じられないといった表情で言う。

「……アンタと違って私はそんなに暇ひまじゃないの！」

「はぁ？　俺は暇つぶしでやってるわけじゃねーよ。真しん剣けんに全力でゲームやってんだ」

「真剣？　たかが娯ご楽らくでしょ？」

「俺はプロ目指してんだ。マジなんだよ。それに娯楽ってバカにしてるけど、いろいろ勉強もできるんだぜ？」

「あっそ……どっちにしろ私にはわからない世界ね」

　晴はる希きと凜りん子こがにらみ合いを始める。京きよう介すけが「ヤバイ」という表情で間あいだに入はいろうとするが、それより二人の口が開ひらく方が早かった。

「そういえば……『ゲームのプロ』って……アンタ、有あり野のグループのことはどうするのよ」

「知ったことか。そんなの兄貴が好きにやるだろ」

「……呆あきれた。本当にアンタってお気楽バカね。お兄さんが可哀かわい想そう」

「はぁ!?　なんであのクソ兄貴が可哀想なんだよ！」

「可哀想じゃない！　一人で会社を任されて、大変な目に遭あってるってのに、自分の弟には協力してもらえないなんて！」

「……兄貴は……別に俺の協力なんか必要としてねーよ……」

「そんなのわからな──」

「まぁまぁ、二人とも！」

　どんどん声が大きくなる二人の間に、ようやく京介が割って入る。二人にキッとにらまれた京介はたじろぐが、無理やりいつもの爽さわやかな笑みを浮うかべた。

「夜も遅おそいしさ……他のテントに迷めい惑わくになってない俺おれたち？　先生にも怒おこられるし……そ、そうそう！　晴希！　俺ちょっとクリアできないクエストあるから手伝ってくれない？」

　晴希と凜子は互たがいに舌打ちをすると、背せ中なかを向け合った。小ちいさく京介のため息が漏もれ、それを最後にテント内で言葉がなくなる。密みつ封ぷうされたテントの空気は最悪。ゲームの音楽もイヤホンを付けているからちっとも聞こえず、ボタンを押すカチカチという音だけが響ひびく。

『晴希さん……あの……凜子さんも悪気があったわけじゃ……』

　静かなテントの中で、晴希の頭あたまにはプルミエールの声が響く。

『……わかってるよ。ちょっと黙だまっててくれプルミ』

『……はい……』

　悲しそうなプルミエールの声を聞き、晴希は自分自身に苛いら立だつ。こんな八つ当たりみたいなことをして情けない。その苛立ちを、ゲーム内のモンスターに思いっきりぶつけた。

　どれだけ沈ちん黙もくが続いただろう。

　静せい寂じやくを破ったのは、晴希のスマホが奏でたメール着信だった。

「……マナーモードにしといてよ」

「悪かったな。──っ!?」

　悪態をつきながらメールを確かく認にんした瞬しゆん間かん、晴希は勢いよく上体を起こした。驚おどろいた京介が目を丸くし、凜子が「何よ……」とうるさそうに呟つぶやくが、晴希は言い返さない。

　全ての脳みそが、メールの内容に集中していた。スマホを持つ手が震ふるえてくる。全身に血が勢いよく流れているのを感じた。

「……悪い、ちょっと出かけてくる」

　そう言うと、晴希は寝ね袋ぶくろから抜ぬけ出す。

「出かけてくるって……どこに？」

　京きよう介すけが尋たずねると、晴はる希きは彼にスマホの画面を突つき出した。

　メールの差出人は、『遊ゆう者しや杯はい　実行委員会』である。

　その件名には、「遊者杯　課か題だいタイトル決定！」と書かれていた。

「課題タイトル決定って……まさか晴希!?」

「やられたよ……っ！　今日先行発売の新作が課題タイトルだ。別のゲームが次の課題って噂うわさが流れてたから、こっちの予約をしてなかった。……くそっ！　今から買いに行くしかねぇ！」

「な、なに言ってるの？　別に明日帰ってからでも──」

　凜りん子こが眉まゆを顰ひそめるが、晴希は耳を貸さずに上うわ着ぎを羽は織おる。

「それじゃ間まに合わねぇんだよ！　この知らせが来たら軒のき並み売り切れになる。しかも先行発売タイトルだから、次の入荷は一週間後だ。大会に出てくるような奴やつなら、その一週間でクリアして予習用のセーブデータを作っちまう……！」

「で、でももう十二時よ？　それに、こんな山やま奥おくにお店なんて……」

「だから今から下おりるんだよ。一時間も歩けば麓ふもとのゲームショップに着ける。あそこは深夜二時までやってるはずだから、十分間に合う！」

「ば、バカじゃないの!?　なんでそんなにまでして行くのよ！」

「そりゃ夢が懸かかってるからな。……お前は将来の夢とかねーのかよ？」

「そんなの……っ！」

　凜子は歯を嚙かみ締しめる。晴希はそんな彼女を尻しり目めに懐かい中ちゆう電灯を準備した。テントのジッパーを開ひらき、靴くつ紐ひもを固く結びなおす。

「……しょうがないな。俺おれも行くよ、晴希」

「きょ、京介君まで!?」

　京介は困ったような顔かおで凜子に笑いかけつつ、寝ね袋ぶくろから這はい出る。

「一人じゃ危ないしね。それに、もしバレた時に一人で怒おこられるのも可か哀わいそうだ」

「……悪わりぃな京介」

「いいさ。友達だろ？　友達の夢なら応おう援えんさせろよ」

　そう言ったあと、京介は照れたように「あと、麓のコンビニにも寄らせてよ。腹減っちゃったし」と笑った。

「……というわけで、凜子ちゃんはここにいて。巡じゆん回かいが来たら、止めたけど二人でどっかに行っちゃった──って言えばいいから」

「そ、そんな……ここに……一人で……？」

「じゃーな」

　そう言って、晴希と京介はテントを出ていった。

　残された凜子は、寝袋に収まったまま二人が去っていった先を見つめる。強い風が吹ふき、テントを揺ゆらし、山の木々が悲鳴を上あげるようにざわめいた。ランタンの光が、凜りん子この影かげを怪あやしく照らす。

「──も、もーっ！　私も行ってあげるわよ！」

　涙なみだ交まじりに凜子も寝ね袋ぶくろから抜ぬけ出し、慌あわてて二人を追いかけていくのだった。







　夜の山は異界だ。月が出ていても、街灯があっても、木々の奥おくにある闇やみは照らせない。それはどこまでも続くように深く、見つめていると吸い込こまれそうになる。昼の山は荘そう厳ごんで慈じ悲ひ深く澄すんでいるが、夜の山は威い圧あつ的てきで冷れい酷こくに淀よどみ、人間が立ち入いることを拒こばんでいるようだ。

　風に揺れる梢こずえ。笑うように鳴くフクロウ。落ち葉を踏ふみしめる足音。細く急な道のりを、三つの懐かい中ちゆう電灯の光だけが進む。

「な、なんでこんな道を歩くのよ……バスで来た道にすればいいじゃない……」

「あっちは遠回りなんだよ。ってか引っ張るな。歩きづらい」

　晴はる希きが鬱うつ陶とうしそうに言うものの、凜子は晴希の上うわ着ぎの裾すそを離はなそうとしなかった。歩き始めてからずっとこうである。彼女は体を丸めるように歩くため、晴希はどうしても後ろに引っ張られてしまう。

「大だい丈じよう夫ぶだよ凜子ちゃん。ここは去年の肝きも試だめしで通ったルートだから。狭せまいけど、ちゃんと人が歩ける道になってるし」

　凜子の後ろを歩く京きよう介すけが、懐中電灯で撫なでるように地面を照らす。山道とはいえ、そこはちゃんと人の手が入った痕こん跡せきがある。急な道にはちゃんと土止め丸太が埋うめ込まれ、階段状にもなっていた。

「こ、こんなとこ歩くなんて……正気じゃないわ……」

「じゃあなんでついてきたんだよ」

「ううううるさい！　ちゃんと前照らして！」

　バシっと背せ中なかを叩たたかれ「いてっ」と声が漏もれるが、言い争いをするより先を急ぎたい気持ちが優まさった。言われるまでもなく道を照らし、自然と足は早まっていく。

　闇が深い山中だというのに、晴希の心は明るかった。今から課か題だいタイトルをプレイする想像が湧わき出てくる。予約はしていなかったものの、今回のタイトルの内容もチェック済みだ。

「こうして並んで山の中歩いてると、ＲＰＧのパーティみたいだね」

　場を明るくするように、京介がそんなことを言う。晴希は口元に笑みを浮うかべ、その話に乗っかった。

「ドラグーンファンタジー２だな。名作だ。主人公と王女と王子……ってか？」

「それだ。一応晴希は大だい企き業ぎようの家系だし、凜子ちゃんは言わずもがなお嬢じよう様。俺おれだけが仲間ハズレだなぁ」

「お前だって学校一のイケメンで王子様呼ばわりされてるじゃねぇか」

　晴はる希きは落ちていた棒切れを拾うと、まるで剣けんのように凪ないで目の前の枝を振ふり払はらう。後ろから京きよう介すけがおどけたように「クリティカルヒット！」と声をかけて笑った。

「あ、アンタたち……なんでそんなに楽しそうなのよ……」

「パーティを組んで冒ぼう険けん……ってのは、男の子の憧あこがれだからね」

「わけわかんない……」

　幼い頃ころ、ＲＰＧごっこ遊びをした男子も少なくないだろう。晴希も例に漏もれず憧れた口だが、今目の前に浮かんでいるウィンドウには、パーティとして『夏なつ目め川がわ凜りん子こ』と『井い浦うら京介』の名前が加わっていた。実際にこうして見ると、なんだか気き恥はずかしい。

　あと、主人公の立ち位置の晴希のレベルがぶっちぎりで低かった。

（締しまらねぇ勇者だなぁ……）

　晴希は苦笑し、再び棒切れを凪いで枝を振り払った。

　その瞬しゆん間かん、木に止まっていた鳥が一いつ斉せいに羽ばたいていく。

「きゃあああああっ！」

「うおっ!?」

「うわっ！」

　驚おどろいた凜子がしゃがみこみ、彼女の声に驚いた晴希と京介が思わずうろたえる。笑い合っていたはずが一瞬で静かになり、バクバクと心しん臓ぞうの鳴る音だけが響ひびいた。

「お、脅おどかすなよ────って……凜子……？」

　しゃがみこんだ凜子が立ち上あがらない。晴希の上うわ着ぎの裾すそを摑つかんだまま、顔かおを伏ふせ、小こ刻みに震ふるえていた。

「……っく……ひ……っく……」

　やがて聞こえてきたのは、小ちいさくすすり泣く声。

「りりり凜子？　どどどどうしたんだよ？」

「……やっぱり、無理があったか……」

　晴希は動転し、足元の凜子と、額ひたいに手を当てる京介を見比べる。

「……え？　凜子……お前……もしかして……」

「……う……る、さい……こ、こわい……のよ……」

　嗚咽おえつ交まじりに、凜子が呟つぶやく。晴希が顔を上げると、京介が「今いま頃ごろ気づいたの？」と呆あきれたような顔をしていた。

「だ、だめなの……オバケとか、暗いの……とか……」

　晴希は京介と顔を見合わせる。京介は小さく首を横よこに振ふった。

「……晴希。俺おれ、凜子ちゃんをテントまで送ってくよ」

「その方がいいな。追いかけてこなくていいぞ？　飯なら買ってきてやるから」

「ああ、頼たのん──」

「いやっ！」

　凜りん子こが顔かおを上あげる。その瞳ひとみには、大おお粒つぶの涙なみだが浮うかんでいた。

「ひ、一人でも欠けるのはいや……」

「そんなこと言ってもよ……」

　晴はる希きはなんとしてでも麓ふもとのゲームショップに行かなければならない。しかし、いくら小こ憎にくらしい相手とはいえ、泣いている女の子を振ふり切ることもできない。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……三人で行けば……。ゆ、夢……叶かなえる……ためなんでしょ……？」

　凜子もそれをわかっているのか、涙を拭ぬぐって立ち上がった。晴希は助けを求めるように京きよう介すけを見る。すると、彼は困ったように頷うなずいた。

「──わーったよ。ほら」

　晴希は渋しぶ々しぶ手を差し出した。それに続き、京介も手を差し出す。凜子は躊躇ためらうように二人の手を見比べたあと、俯うつむいてその両腕うでに自分の腕を絡からめるようにした。

　晴希と京介で凜子を挟はさむ。三人横よこ並びの形だ。狭せまい道では歩きづらいが、こうして真ん中にいるのが一番恐きよう怖ふ感かんを和らげる。

「……悪わりぃな。付き合わせちまって」

「……知らない」

　ぶすっとした声を合図に、再び三人は歩き出した。凜子は痛いほど腕を絡めてくる。よほど心細かったのだろう。まるで親おやに抱だきつくコアラだ。

　さっきまでのように、明るく笑い合える空気ではなくなってしまった。

　しかし、晴希の頭あたまの中には能天気な声が響ひびいてくる。

『晴希さん晴希さん！　やりましたね！　急接近ですよ！　凜子さんも頼たよってくれてますし、一気に仲良くなれましたね！』

『どこがだよ……ちゃんと耳を澄すませてみろって』

　晴希はちらりと隣となりを見る。頭あたま一つ分小ちいさい凜子は、目に涙を浮かべて懐かい中ちゆう電灯の光を凝ぎよう視ししつつ──

「オバケなんていない。オバケなんていない。オバケなんていない。オバケなんていない」

　──と繰くり返していた。おまじないというより、鬼き気き迫せまる表情でぶつぶつ呟つぶやく様はまるで呪じゆ詛そである。

『……。で、でも私、ちょっと安心しました。テントにいる時はちょっとケンカになっちゃいましたし……』

『……嫌いやなこと思い出させんなよな……』

『凜子さんだって、悪気はないはずですよ。ちゃんと仲良くして、青春してください！　それが運命の女神試し験けんの合格に繫つながり、晴希さんの夢にも繫がりますから！』

　──ちくり、と心が痛んだ。

　自分は今、ゲーム大会の課か題だいタイトルを買いに行くために山を下おりている。別に青春するためじゃない。凜りん子こと仲良くなるよりも、大会の準備をしようとしている。……それは、プルミエールの目的に反することだ。

『晴はる希きさん、がんばっ！』

　彼女は、こんなにも応おう援えんしてくれているのに。

『私も、晴希さんにもっと青春してもらえるようサポートしていきますね！』

　自分は、彼女のために何もしていない。

（なんだか……スッキリしねぇな）

　今まで反対されることはあっても、応援されたことは少なかった。京きよう介すけが大会前に激げき励れいしてくれるので最大だった。

　それが今は、プルミエールがいる。怖こわいのを我が慢まんして、凜子がついてきてくれる。

（自分の夢なのに……こんなに甘あまえちまっていいのかな……）

『晴希さん？　どうかしました？』

　ふと声をかけられ、晴希はハッと我に返る。

『あ、いや……なんか申し訳ないっていうか……』

『……？　──あっ、凜子さんですね？　確たしかにすごく怖がってますものね』

『あ、いや……まぁ……な』

『わかりました！　私が女め神がみの後光でもっと明るくしてあげます！』

『……へっ!?』

　一気に嫌いやな予感が駆かけ巡めぐる。

　プルミエールは頑がん張ばってくれる。頑張ってくれるが……彼女が張り切るとロクなことがない。

『お、おいプルミ──』

　止める間まもなく、頭ず上じようで何かが光った。それはまっすぐ地上に向かい、山の中へと落ちていく。また墜つい落らくの轟ごう音おんか──と晴希は身構えたが、それは来ず、代かわりに木の枝が折れるバキバキという物ぶつ騒そうな音が木霊こだました。

「な、なに!?　なにか今……向こうで光って落ちなかった……？」

「隕いん石せき……じゃないよね？」

　凜子と京介が顔かおを見合わせる。晴希の表情は引きつったままだ。

「な、なんだろうな！　流れ星か何かかな！　と、とにかく先を急ごうぜ！」

　晴希は声を上うわずらせながら二人を引っ張ろうとする。凜子も京介も、首を傾かしげながら晴希の歩ほ幅はばに合わせた──が。

「え……なに、あれ……？」

　凜子が急に立ち止まった。彼女の目はこれ以上開かないほど見み開ひらかれている。歯は嚙かみ合わず、カチカチと鳴っていた。震ふるえる指が、木々の間あいだを指す。

　その先にいたのは──

「──見つけたぁ……！」

　髪かみを振ふり乱し、白い服を着た幽ゆう霊れい──ではなく、落下の衝しよう撃げきでボサボサ頭あたまになった白いドレスを纏まとうプルミエール。

「────きっ」

　プルミエールが、ゆらゆら飛びながらこちらに向かってくる。

「きゃあああああああああああああああああッ！」

「ひゃあああああああああああああああああッ！」

　凜りん子こが絶ぜつ叫きよう。それに驚おどろいたプルミエールも絶叫。

「お、おい！　落ち着け！」

「ちょっ！　凜子ちゃん、引っ張んないで──うわっ!?」

　逃にげ出そうとした凜子が足をもつれさせる。その彼女に腕うでを摑つかまれている晴はる希きと京きよう介すけの体も傾かたむいた。バランスを崩くずした三人。晴希は咄とつ嗟さに足を踏ふん張る──が、靴くつ底が捉とらえた地面は急な斜しや面めん。

「やば──っ！」

　そう思った時には遅おそく、三人は登山道を外れて斜面を転がり落ちていった。

　そんな三人を、プルミエールは啞あ然ぜんとした表情で見つめる。

「ど──どうしよう！　は、晴希さぁぁぁぁん！」














　　第５章　ダンジョン脱だつ出しゆつ









「痛いってぇ……」

　晴はる希きは呻うめくように呟つぶやき、上体を起こす。転げ落ちた拍ひよう子しにぶつけた頭あたまを押さえながら上うえを見ると、夜空はさっきより狭せまくなっていた。木々が月明かりを隠かくすようにして枝を広げている。地面は冷つめたく、しっとりしていた。

『は、晴希さん！　大だい丈じよう夫ぶですか!?』

　頭に響ひびいてくる声を聞き、晴希は深々とため息をつく。

『な、なんとかな……』

『うぅ……ごめんなさい……まさか女め神がみの神こう々ごうしさに驚おどろくとは思わなくて……』

　さっきのお前は神々しさより禍まが々まがしさが強かった──とは心の中だけに止とどめておき、晴希は地面に転がっていた懐かい中ちゆう電灯を拾い上あげる。スイッチがオフになっていないのは不幸中の幸いだった。

　周囲を照らすと、少し離はなれたところで京きよう介すけが腰こしをさすっており、またもう少し離れた木の根元では凜りん子こが頭を抱かかえてぶるぶる震ふるえていた。

「お前ら、平気だったか」

　とりあえず何ともなさそうな二人を見て、晴希はほっと胸を撫なで下おろす。

「ああ無事だよ……それにしても、さっきのは一体──」

「ゆ、ゆゆ幽ゆう霊れいよ……み、みみ見ちゃった……ののの呪のろわれる……っ」

『わ、私は幽霊じゃなくて女神ですーっ！　呪ったりなんかしませんーっ！』

　キーっとプルミエールが声を上げ、晴希はため息をついた。このままでは、何も知らない凜子と、頭の中のプルミエールの二人で不毛な言い合いになりかねない。

「……あのなぁ、お前らビビりすぎ。白いビニール袋ぶくろが飛んできただけだろ？」

　──というわけで、晴希は無理やりそれらしいことを言う。だが、案の定京介と凜子はいぶかしげな目で見てきた。

「いやいや晴希、人の形してたけど……」

「こここ、声も聞こえたわ……」

「気のせいだって。思いっきりヘブンイレブンのマーク入はいってたじゃねーか」

　もはや言った者勝ちである。京介は「そうだったかなぁ」と首を傾かしげ、凜子は安心したように「そ、そうよね。幽霊なんているわけないものね……」と無理やり納得する。脳内でのみ、プルミエールが「ビニール袋より幽霊の方がマシですよぉ」と悲しげに呻いた。

「とにかく、元の道に戻もどらねーとな。……ここどこだ？」

　晴はる希きはもう一度懐かい中ちゆう電灯で周囲を照らす。あるのは木、木、木のみ。自分たちが転げ落ちてきたと思われる斜しや面めんは、下したから見るとかなり高く、とても登れそうではなかった。よく死ななかったなと、今いま更さらながら身み震ぶるいしてしまう。

「ちょっと……ヤバイ状じよう況きようだよね……」

　京きよう介すけの顔かおが険しくなる。山道では笑っていた彼も、獣けもの道みちですらない本当の山中には恐きよう怖ふを覚えたようだ。──それは晴希も凜りん子こも同じ。三人は自然と寄り添そうように集まる。風で擦こすれる枝の音と、名前も知らない鳥の金切り声が、頭ず上じようで渦うずを巻いた。少しでも明かりを増やそうとスマホを取り出してみたが、画面に「圏けん外がい」の文字が表示され、余計に絶望感を煽あおる結果となる。

「これってもしかして……遭そう難なん……？」

　凜りん子この呟つぶやきに、思わず二人は押し黙だまった。考えたくなかったが、その言葉が一番しっくり来る状じよう況きようになってしまっている。

　道はわからない。連れん絡らくも取れない。そして、自分たちが麓ふもとに下おりようとしたことを知っている人間も……いない。

『……プルミ。俺おれたちが今どこにいるかわかるか？』

『ご、ごめんなさい……暗くて全然……』

『そうか……プレイヤー視点で見てもダメか……』

　ダンジョンで迷子になっても、頭上から見るプレイヤー視点ならなんとかなると思ったのだが……叶かなわなかった。

「……そんなに高い山じゃねーし、とにかく下に向かえば麓には着くか？　遭難の時は助けを待つのが正解とかって聞いたこともあるけど……」

「今はちょうど……十二時半。朝の点呼が九時だから、それまで誰だれも探しに来ないし……。いくら春先でも、八時間以上ここで過ごすのは厳きびしいよ」

「じっとしていても解決しないってわけね。移動に賛さん成せい」

　三人は頷うなずき合うと、懐中電灯を持って立ち上あがる──が。

「────痛っ」

　突とつ然ぜん、凜子がその場に倒たおれ込こんだ。

「お、おい!?　どうした!?」

「ちょっと……あ、足が……」

　二人は凜子のもとにしゃがみこみ、彼女の足を照らす。

「……これは酷ひどいな……」

　スニーカーを脱ぬがせて靴くつ下したを下さげると、青々とした足首が映し出された。

　どうやら捻ねん挫ざしているようだ。斜面から落ちた時にぶつけたか、もしくはプルミエールに驚おどろいて捻ひねったか……。彼女の細い足首は不自然に膨ふくれ上あがっていた。

「凜りん子こちゃん大だい丈じよう夫ぶ？　歩ける？」

「平気────痛っ」

「無理すんなよ」

　木を支えに立ち上あがった凜子が、足をついた瞬しゆん間かんに再び座り込こむ。──ダメだ。座っている分にはいいが、歩くのはとてもじゃないが難むずかしい。

　絶望的。凜子がこの状態では、やみくもに山の中を歩くのは不可能である。三人はここから一歩も動けなくなってしまった。

　つまり、点呼が始まるまでの八時間以上、ずっとここにいなければならない……底そこ冷びえする明かり一つない、山中で。

「…………ごめん」

　それをわかっているから、凜子は俯うつむいて小ちいさく呟つぶやいた。

　晴はる希きと京きよう介すけは何も言えず、凜子を挟はさむようにその場に腰こしを下おろす。

「…………私が、ビニール袋ぶくろなんかに驚おどろかなければ……」

　凜子がもう一度放った悔くいるような言葉に、晴希は顔かおを顰しかめた。

「……お前のせいじゃねーよ。もともとは俺おれが行こうって言い出したんだから」

「でも、勝手について来たのは私だし……」

「二人とも、やめよう。誰だれが悪いとかじゃないよ。脱だつ出しゆつ方法を考えなきゃ」

　京介の一言で、晴希と凜子は黙だまった。

　そのまま三人は沈ちん黙もくしてしまう。口を開ひらけば、ネガティブな言葉しか出てきそうになかったからだ。ただ夜の寒さに耐たえるように、身を寄せ合う。晴希は夜空を見上げ、凜子は体育座りで膝ひざに顔を埋うずめ、京介はスマホの時刻表示をじっと見続けている。

『……晴希さん……』

　ふと、頭あたまに小ちいさなプルミエールの声が響ひびいてくる。

『なんだ？』

『……ごめんなさい。私のせいで……』

　しゅんとした声には、涙なみだが交まじっていた。

『私……舞まい上がっちゃって……晴希さんと凜子さんが仲良くなれそうなのが嬉うれしくて……余計なことしちゃって……』

『……いいよ、別に』

　ため息をつくのも躊躇ためらわれ、ごまかすように晴希は深呼吸をする。

『本当にごめんなさい……私、晴希さんに迷めい惑わくかけてばっかりですね……』

『……だからいいって』

　聞きたくなくて嗜たしなめるが、プルミエールの懺ざん悔げは止まらない。

『ゲームも買えなくなっちゃいましたし……応おう援えん……するとか言ってたのに……私が、足……引っ張っちゃって……う、うぅ……』

『泣くなよ……やめろって。誰だれが悪いとかじゃないって、京きよう介すけも言ってたろ』

『で、でも……っ！　わ、私……神かみ様さまなのに、ちっとも役に立てなくて……』

『いいからもうやめろプルミ！』

　脳内で怒ど鳴なり、晴はる希きは耳を塞ふさぐ。そんなことをしても意味はない。

　頭あたまの中では、プルミエールの後こう悔かいと嗚お咽えつが耳鳴りのように響ひびき続ける。

　聞きたくない。聞きたくない。もうこれ以上、泣き声なんて、聞きたくない。

　……きっと。

　……きっと自分は……。

『違うんだプルミ……全然違う……俺おれは……嬉うれしかったんだ……』

『え……？』

　プルミエールが泣くのをやめて晴希の声に耳を傾かたむける。

『今まで誰も応援してくれなかった夢を応援してくれる人ができた……それだけでも嬉しかったんだ……』

　例え下手へたくそでも、裏目に出ていたとしても。

『……お前と出会ってなけりゃ、あの日決勝に出られなくて、そのまま腐くさって……俺は夢を諦あきらめていたかもしれない』

　彼女と出会ったのも、こんな静かな夜だった。先の見えない、不安な夜だった。でも、そこに光があった。

　自分は大おお馬ば鹿か野郎だ──と晴希は自分を叱しつ咤たする。

　今いま更さら、こんなことを改めて思うなんて。

　一いつ緒しよに頑がん張ばろうと言ってくれた人を差し置いて「俺は俺で頑張ろう」と思うなんて。

『……だからさ、「役に立たない」なんて言うなよ…………聞きたくない』

　彼女と頭の中で会話できて良かった。

　こんなこと、照れくさくてとても口に出せない。

『は、晴希……さぁん……っ！』

　一層プルミエールの泣き声が大きくなってしまい、晴希は顔かおを顰しかめた。

（くそ……っ！　なんとかできねぇのかよ……！）

　脳をフル回転させるが、いい考えはちっとも浮うかんでこない。晴希は、ゲーム以外に取り柄えなんてないのだ。明めい晰せきな頭ず脳のうで機き転てんを利かせることもできない。鍛きたえた肉体で斜しや面めんを登ることもできない。役に立たないのはプルミエールではなく、自分の方だ。

　どうにもできない状じよう況きようと、闇やみの中の不安で、嫌いやなことばかりを思い出してしまう。

　決まって頭に浮かんでくるのは兄の顔だった。

　兄は何でもできた。そんな兄と自分は幼い頃ころから比べられ、劣れつ等とうとされ、今も顔かおを合わせればグズだ役立たずだと罵ののしられる。ここにいるのが自分ではなく兄だったら、きっとどうにかして上手うまくやるのだろう。

（くそっ、なんで兄貴だったらどうするなんて考えちまうんだ！　俺おれは兄貴じゃねぇんだ！　こんな時に俺だったらできることは……俺にしかできないことは……）

　晴はる希きは頭あたまを振ふり、兄の顔を消し飛ばした。前を見ると、暗い闇やみの中でも相変わらずゲームウィンドウが浮うかんでいる。

（『フェイトクエスト』……人間の人生がゲームなら、この山の中はダンジョンだな。一発で脱だつ出しゆつできるアイテムとか魔ま法ほうがあればいいけど、そんなもんあるわけねぇし）

　一つ、晴希は【プーラ】という「どこにでも一いつ瞬しゆんで飛んでいける魔法」を持っているものの、ＭＰの関係でどうやっても使えない。

（……ダンジョンで詰つんだ場合どうする……考えろ、俺。やみくもに歩き回るのは素人のすることだ。俺はプロ志望だろっ。まずは自分の鞄かばんに使えるアイテムがないか確かく認にんして、それから次にパーティの…………あっ!?）

　その時、晴希はあることを思い出した。

　まさか、と思う。

　その感覚は、難なん解かいなダンジョンの謎なぞ解きに気付いた瞬間に酷こく似じしていた。

『プルミ！』

『は、晴希さん……？』

　頭の中で叫さけぶと、プルミエールは自信なさげな声で語ご尾びを上うわずらせる。

『パーティが持ってるアイテム！　俺たちの……凜りん子この持っているアイテムはわかるか!?』

『え？　わかりますけど……』

　プルミエールが、たどたどしくコントローラーを操そう作さする音が聞こえる。晴希の目の前にメニュー画面が開ひらき、カーソルが決定音とともに【もちもの】を選えらんだ。更さらにパーティメンバーの中から【夏なつ目め川がわ凜子】を選せん択たくすると、彼女の持ち物一いち覧らんが目の前に表示される。




【ＬＥＤライト　ブランドのハンカチ　おいしいキャンディー　ワールドマップ──】




「あったッ!!」

　思わず叫び、立ち上あがる。驚おどろいた凜子と京きよう介すけがびくりと顔を上げた。いつもなら取り繕つくろうところだが、今はそんな真似まねをすることも忘れている。絶望的な状じよう況きようだったのに、ダンジョンの謎を解いた時のようにワクワクしていた。

　晴希は飛びつくように、凜子の両りよう肩かたに手を置く。

「凜子！　前に俺があげた地図持ってるだろ!?」

「も、持ってるけど……どうして知って──」

「いいから！　俺おれに返してくれ！」

　凜りん子こは眉まゆを顰ひそめつつ、ポケットから四つ折りにした地図を取り出した。晴はる希きがそれを受け取り広げると、地図の中心に現在地を示す赤い丸が光る。

「やっぱり！」

　案の定だった。元々の地図の持ち主である晴希が持てば、晴希の現在位置を示してくれる。

　ということは、つまり──

『プルミ……っ！　見えるか!?』

『はい……はい……っ！』

　涙なみだ交まじりだったプルミエールの声にも明るさが戻もどる。

『見えてます！　見えてますよ晴希さん！』

　いつもの彼女の声色に戻っていく。

『──晴希さんの場所、ちゃんと見えてますよっ！』

　晴希の視界の右みぎ上うえにもミニマップが浮うかび上あがった。地図があり、現在地がわかればもう迷うことはない。ＲＰＧでは当たり前のようにあるが、現実では高性能ＧＰＳナビのようだ。

『プルミ、俺を操そう作さして元の道まで戻もどれそうか？』

『はいっ！　できますっ！』

　よし──と晴希は頷うなずき、呆ほうけたままの二人を振ふり返った。

「おい！　道がわかったぞ！　帰れるぞ！」

「え？　あの地図で……？　どうやって……」

「いいから！　細かいことよりも今はとにかく移動だ！　凜子、痛みはどうだ？」

「肩かたに摑つかまらせてもらえればなんとか歩けそうだけど……でも……それでもそんなに長い距きよ離りは歩けないかも……」

「大だい丈じよう夫ぶ、迷わず最短距離で出口に連つれてってやる」

「……晴希がそう言うなら、もう大だい丈じよう夫ぶってことだな」

　晴希がしっかり頷くと、京きよう介すけも「行こう！」と両ひざを叩たたき、立ち上がった。

「凜子ちゃん、さあ、肩に摑まって」

「俺を信じろ──」

「うん……」

　凜子は木に摑まり、よろよろと立ち上がる。そんな彼女を、晴希と京介が両りよう脇わきから挟はさむようにして肩を貸す。空あいている手には懐かい中ちゆう電灯。照らすのは先が見えないダンジョンの闇やみの中。ＬＥＤの強い光でも照らしきれないほど深い。

『プルミ、頼たのむぞ』

『はい！　任せてください！』

　晴はる希きの足が、勇ましく闇やみの中へと踏ふみ出した。







　どのくらい歩いただろうか。

　背せの高い雑草が生おい茂しげる場所を進み、獣けものすら通らない藪やぶの中を抜ぬけ、しなだれる枝をかき分けながら斜しや面めんを登ると、ふいに開ひらけた場所に辿たどり着いた。

　踏みしめられた地面。傾けい斜しやに埋うめ込こまれた土止め丸太。捨てられ錆さびたコーヒーの缶かん。

　紛まぎれもなく、元いた登山道だ。

「も……戻もどった……！」

　三人は一いつ斉せいに安あん堵どの息をつく。凜りん子こに肩かたを貸して歩いた晴希と京きよう介すけはもちろん、ずっと片足で歩いていた彼女も満まん身しん創そう痍い。この道から転がり落ちた時はあんなに寒かったのに、すっかり体には汗あせが浮うかんでいた。

「やったね晴希……は、ははは」

「一時はどうなるかと思ったけど……あは、あはは」

　不安から解き放たれ、二人から笑いがこぼれ始める。釣つられて晴希も笑い出した。

「おう、ダンジョン脱だつ出しゆつだ！」

　汗だく。泥どろまみれ。擦すり傷だらけ。身体からだはボロボロなのに妙みようにおかしく、三人は抱だき合ったような状態で笑い合う。その声は徐じよ々じよに大きくなり、静かな深夜の山に響ひびいていった。あれほど不安を煽あおっていた鳥の劈つんざきも、今はもう怖こわくない。

「──こんな経けい験けん初はじめて。……変なの。あんなに怖かったのに、この道に戻ってきたら全然怖くなくなっちゃった」

「……どのくらい歩いたんだ？」

「まだ一時半だ……三十分くらいしか歩いてない」

「うそ！　たったそれだけ？　もうそろそろ朝になるかと思ったのに……」

　光もなく、方角もわからない山の中で、すっかり時間感覚が狂くるってしまっていた。まるでタイムトラベルでもしたような気分。楽しい時間は一いつ瞬しゆんで、苦しい時間は冗じよう長ちよう──そんな感覚が最大限になっていたのだろう。

「めちゃくちゃ冒ぼう険けんしたと思ったのに……。そうか……まだ一時半か……」

　晴希の言葉で、しばし静せい寂じやくが訪れる。考えていることは、全員同じだった。

　当初の目的だったゲームショップ。ここからならば、閉店の二時までギリギリ間まに合うかもしれない──一人ならば。

「……晴希」

　小ちいさな声で沈ちん黙もくを破ったのは、凜子だった。

「行きなさいよ」

「え……？」

　隣となりを見ると、凜りん子こが小ちいさく笑った。そして、ずっとしがみついたままだった手を解ほどき、京きよう介すけの方に体重を預ける。

「もう痛みもだいぶ引いてきたし、この道なら大だい丈じよう夫ぶだから」

　凜子に続き、京介も笑みを浮うかべた。

「行ってこいよ晴はる希き。……ここは俺おれに任せて先に行け」

　そう言ったあとで京介は、「死ぬ前に一度言ってみたかったんだ、このセリフ」と笑った。

「そ、そうか……じゃあ────」

　晴希は一歩下さがり、下くだり道の方向を向く。

　この道からは、麓ふもと町まちの夜景もはっきり見えた。宵よい闇やみに覆おおわれた住宅街。その中で煌こう々こうと輝かがやくコンビニの看板。街灯が連つらなるバイパス道路はまるで空港の滑かつ走そう路ろのよう。遠くの国道では車のヘッドライトが光の尾おを引きながら途と切ぎれることなく流れていく。

　そして反対側を見る。登り道の先は暗く、そのずっとずっと先に月だけが浮うかんでいた。

「…………いや、いい。俺もお前らと一いつ緒しよに行くよ。一人じゃ凜子を連つれてくのは大変だろ？」

「え？」

　呆ほうけたような声を上あげる二人。晴希ははにかみながら笑うと、だらんと垂れたままだった凜子の手を摑つかみ、自分の肩かたにかけさせた。隣を見ると、彼女は大きな目を見開いて晴希を見つめている。

「どうしたんだ晴希……？」

「ん……まぁ……」

　凜子と京介もまた、自分の夢を応おう援えんしてくれるメンバーだ。

　プルミエールに見せてもらったパーティ画面。

　凜子と京介と、自分の名前が表示された画面。

「……ほら、あれだよ、あれ。俺たち、パーティだろ」

　苦楽を共にした仲間とここで別れてしまうのは、なんだか堪たまらなく淋さみしいと思った。

「えっと、それに俺たち二人いた方が安全に凜子を運べるし……早く着いて怪け我がも早く治ち療りようしたほうがいいだろうし……それに……」

　脳内で思うだけではなく、口に出さなきゃいけないのは本当に照れくさい。

「……ここまで来たら、最後まで一いつ緒しよに、って思ったんだよ」

　凜子と京介が、目を細めて微笑ほほえむ。

「……ゲームはいいの？」

「いい」

（今は仲間の方が大事だ）

「……そっか」

　凜りん子こが腕うでを首に絡からませてくる。彼女の背せ中なかで、京きよう介すけと腕うでをしっかりクロスさせた。三人で顔かおを合わせて頷うなずき合う。晴はる希きと京介が一歩踏ふみ出し、ワンテンポ遅おくれて凜子が振ふり子のようにして片足を踏み出す。

　仲間……晴希の頭あたまの中でファンファーレが響ひびき渡わたったような気がした。







　こうして一いつ泊ぱく二日の林間学校が終わった。

　幸い晴希たちが大だい冒ぼう険けんを繰くり広げたことは、当人以外は誰だれ一人として気付いていなかった。凜子の怪け我がも大事には至らず、夜中にたたき起こした保健医に「何してたらこうなるの！」と文句を言われたくらいである。

　帰りのバスでは三人とも泥どろのように眠ねむり、目覚めた時にはもう学校に着いていた。寝ね起おきのふわふわした頭で林間学校閉会の挨あい拶さつを聞き、帰路についた時はもう昼過ぎ。あっという間まの一泊二日で、山の中で迷った時間だけがやたら長く感じた。

「帰ったらすぐ寝たいけど……そうもしてられねぇなぁ」

　林間学校用の大荷物を抱かかえながら、晴希はぼやく。家にこの荷物を置いたら、さっそくゲームショップ巡めぐりをしなければならないのだ。

　もちろん昨夜買えなかったゲームを探すためである。あの時は三人で帰る道を選えらんだが、決して大会を諦あきらめたわけではない。この時間で手に入いれるのは望み薄うすだが、足あ搔がくしかなかった。

　ようやく家に辿たどり着き、玄げん関かんのドアを開あける。

「ん……？」

　ふと、晴希は首を傾かしげた。玄関に上等な革かわ靴ぐつが一組並べられている。それは紛まぎれもなく、兄のものだった。「平日の昼間に兄貴がいるなんて珍めずらしいな」そう思っていると、リビングのドアが開ひらいて兄が姿を現した。

「なんだ兄貴？　こんな時間に何か用──ッ!?」

　突とつ然ぜん腹部に衝しよう撃げきが走り、背後のドアに頭をぶつける。

「がっ……」

　──蹴けられた……のか。

　理解してやっと鈍どん痛つうと吐はき気が襲おそいかかってくる。

「……な、なに、しやがる……っ！」

　なんとか顔を上げると、兄が酷ひどく苛いら立だった表情でこちらを見み下おろしていた。その瞳ひとみに思わず身がすくみ、胃が締しめ上あげられるような感覚に陥おちいる。鏡かがみを見るようにそっくりな顔つきなのに、晴希はこんな表情なんてできない。

「お前は、自分がなにをしたのかわかっているのか？」

「な、何のことだよ……」
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「お前……夏なつ目め川がわの孫まご娘むすめに、怪け我がをさせただろう？」

　晴はる希きは思わず息を飲む。すぐに口を開ひらこうとしたが、言葉は出てこなかった。説明、弁解、言い訳──何を言っても、聞いてもらえないことがわかる。

　俯うつむいた晴希を見て、兄は深くため息をついた。

「幸い孫娘は自分の過失だと言っているから先方は何も言ってきていない。……が、やはり私が一度頭あたまを下さげなければいけないだろう」

　晴希は何も言えず唇くちびるを嚙かみ締しめる。様々な要因があったとは言え、凜りん子こが怪我したことは事実で、その原因に深く関わっていることもまた事実。悪いのは自分なのに頭を下げるのは兄である。

「……俺おれも行く──」

「お前は来るな。邪じや魔まだ」

　せめて自分も──という思いすら潰つぶされる。晴希は唇を嚙むことしかできない。

「お前はせいぜい、夏目川の孫娘に嫌きらわれないようにでもしていろ」

　そう言うと、兄は床ゆかに転がった晴希を余所よそに出ていった。閉められたドアに背せ中なかを預け、晴希は項うな垂だれる。林間学校は楽しかったはずなのに、これからゲームショップ巡めぐりをしようと思っていたのに、全ての気持ちを削そがれて、今は何もしたくない。

「何も考えたくない」と痛む腹を摩さすっていたその時。

「お兄さんの、ばかばかばかぁぁぁぁぁあああああああっ！」

　耳に、聞き慣れた少女の声が届いた。

　瞬しゆん間かん、晴はる希きは顔かおを上あげる。痛みも忘れて立ち上がり、飛びつくようにドアの取っ手に手をかけた。

　ドアを開あけた先には──。

「お兄さんは！　晴希さんのこと、なーんにもわかってませんっ！」

　プルミエールが、仁王立ちで兄に向かって指を突つきつけていた。

「……何なんだお前……」

　兄は珍ちん獣じゆうでも見るような目つきでプルミエールを見み下おろしている。彼女は負けじとつま先立ちで顔を上げ、兄をにらんでいた。

「プ、プルミ！」

「晴希さん！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　プルミエールは晴希を見つけると駆かけ寄り、蹴けられた腹をぐいぐいとさする。

「うぐ」

　彼女は「痛いの痛いの飛んでいけ」のつもりだろうが、どう見たって追つい撃げきだ。

「うぐぇ……っ！　お、押すなって……っ」

「ごごごごめんなさい。こういう時どうしたらいいかわからなくて」

　プルミエールは慌あわてて手を離はなし、吐はきそうになっている晴希の目の前で反復横よことびでもするようにオロオロし始める。

「……晴希。何なんだ……お前の友人か？」

　プルミエールの芸術的な容姿と、奇き抜ばつな行動を見たら、いつも冷静な兄でも少しは動どう揺ようするようだ。だが、冷静さをすぐに取り戻もどし、ただただ厄やつ介かい者ものを見る目で見み下くだし始める。

「あ、いや……コイツは……」

「夏なつ目め川がわではなく、別の女に現うつろを抜ぬかしていたわけか……お前は本当にクズだな」

　カッとなって晴希の怒いかりのスイッチが入はいる。

「なんだと、この──」

「晴希さんはクズなんかじゃありませんっ！」

　しかし、晴希より先にプルミエールが嚙かみ付いた。

「晴希さんは私を助けてくれたんです！　それに、凜りん子こさんのちょっと変わった味のカレーも全部食べちゃいましたし、怪け我がをした凜子さんを助けて京きよう介すけさんと一いつ緒しよに運んだんです！　私は全部見てたんですから！　お兄さんはその時のこと何も知らないのに勝手に酷ひどいこと言わないでくださいっ！」

　プルミエールは腕うでをぶんぶん振ふり回しながらまくし立てる。その勢いに、さすがの兄も鉄仮面を崩くずして顔を顰しかめた。

「……愚ぐ弟ていを随ずい分ぶん買っているようだが……馬ば鹿かな夢ばかり見ているような馬鹿な奴やつだぞ？　クズは何をしたってクズのままだ」

「馬鹿って何ですか、ばかぁぁぁあああっ！」

　プルミエールは金きん髪ぱつを逆立て、まるで小型犬のようにキャンキャン吠ほえる。

「お、おいプルミ──」

「晴はる希きさんは黙だまっていてください！」

「お、おう……」

　珍めずらしく怒いかり狂くるっているプルミエールに、晴希も口が出せなくなってしまう。

「いいですかお兄さん！　夢に馬鹿も賢かしこいもありません！　人生というゲームにラスボスはいませんから、人間が目指すべきエンディングはその人が追う〝夢〟にしかないんです！　人間に目もく標ひようがなかったら、神様だってどうやって助けたらいいのかわかんないんですからねっ！」

　兄に向かって真まっ直すぐ指を突つきつけるプルミエール。しかし当の兄は、額ひたいに手を当てため息をつくばかりだ。

「何が言いたいのかさっぱりわからない。晴希の友人だけあって頭あたまは悪いようだな」

　兄はくるりと晴希に背せ中なかを向ける。

「不毛な時間を過ごした。……私は夏なつ目め川がわのところへ行ってくる」

「あっ、まだ私の話は終わってないんですよ！　最後まで聞け────！」

　兄はプルミエールを無視し、車庫に停とめていた高級車に乗り込こんだ。少女の声を遮さえぎるように勢いよくドアを閉めるが、プルミエールは負けじと車の窓をガンガン叩たたく。兄の車でなければ真っ青になっているところだ。

　プルミエールは「こらー」と言いながら窓を叩き続けるが、兄がクラクションを一回鳴らすと「ひゃあ！」と驚おどろいて尻しり餅もちをついた。その隙すきに、兄は走り去ってしまう。

「ううぅ……もーっ！　もーっ！　もーっ！」

　角を曲がっていくテールランプを見ながら、プルミエールは地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「おい、プルミ、ちょっと落ち着けって」

「晴希さん！　なんでそんなに落ち着いてるんですか！」

「いや……お前が兄貴にあれだけ言いたいこと言ってたから何だかな……」

　愛車を叩かれ、口をへの字にした兄の顔かおを思い出し、晴希は小ちいさく苦笑する。

「ちょっとだけスッキリした……ありがとな、プルミ」

「え？　ま……まぁ晴希さんがそう言うなら──って、やっぱり私は収まりが付きません！」

　プルミエールは兄が去った方向に向かって、思いっきり舌を出す。

「晴希さん！　こうなったらもっともっと、もーっと青春しますよ！　それで、ゲームをクリアしてお兄さんがビックリするくらいのプロゲーマーになりましょう！　私と一いつ緒しよに夢を叶かなえるんです！」

　握にぎり拳こぶしを作るプルミエールに対し、晴はる希きは不ふ敵てきに笑う。

「夢か……言われなくても、俺おれはガキの頃ころからそのつもりだ！」

　晴希も拳を作り、プルミエールの拳に軽くぶつけた。







　天界──『フェイトアカデミー』。

　今年も『運命の女め神がみ』を始めとして様々な上位神を目指す見習いたちが、この学び舎やへとやってきた。

　神様とはいえ新入生。威い厳げんや神こう々ごうしさはまだなく、初うい々ういしさだけが際立っている。

『フェイトアカデミー』の教きよう頭とうは、そんな新入生の面々を眺ながめながら学舎内を漂ただよっていた。今年の女神たちはどれもこれも粒つぶぞろい。本人としては貫かん禄ろくを出して飛んでいるつもりではあるが、鼻の下したは完全に伸のびている。

　ふと、その中でひときわ目立つ女神が目に留まった。

　長くきらめく金きん髪ぱつに、大きな金色の瞳ひとみ。体は小こ柄がらだが、ドレスの胸元は大きく膨ふくらんでいる。物もの珍めずらしそうにきょろきょろ周囲を見回しながら飛んでいるその姿は、初はじめて外に出た子犬のようだ。

「キミ、ちょっとそこのキミ？」

「はい？」

　呼び止めると、金髪の女神は大きな目をくりくりさせて首を傾かしげる。第一印象の通り、大変可愛かわいらしく、そして世間知らずの阿あ呆ほうのようだ。だが、こういう女神こそ可愛がり甲が斐いがあることは、数百年の経けい験けんで知っている。

「キミ、新入生だね？　名前は何と言うのかね？」

「あ、はい！　運命の女神候補生──プルミエールです！」

　ぺこりとお辞じ儀ぎをする女神──プルミエール。その素直な振ふる舞まいに、教頭は「そうかそうか」と頭頂部の髪かみを撫なでつけながら頷うなずく。

「運命の女神……他人の運命を左右したいということか……厳きびしい道だが、頑がん張ばりなさい」

　細い肩かたに手を置くと、彼女は元気に「はい！」と返事をする。

　僥ぎよう倖こうだ。なにせ次の『運命の女神』の試験監かん督とくは自分。与あたえる課か題だいも、そのサポートも自分の権けん限げんで決められる。

（コイツは簡かん単たんな課題を出してやると言ったら、すぐに尻尾しつぽを振りそうだな……）

　下世話な計画を考えていると、ふとプルミエールがじっと頭頂部を見ていることに気が付いた。思わずぎくりと表情を引きつらせる──が、すぐに平静を装う。

　──大だい丈じよう夫ぶだ。この見るからに田舎から出てきたような阿呆な女神が気付くはずがない。今までだって全知全能の最高神や千せん里り眼がんを持つ仏神、レベル１００の人間を多数輩はい出しゆつした『フェイトアカデミー』の理事長すら自分の思おも惑わくには気付けていないのだから。

「教きよう頭とう先生！」

　プルミエールがじっと見つめる。

（この娘むすめ……阿あ呆ほうに見えてまさか……）

「頭あたまにゴミがついていますよ？」

「あ、ああ……ゴミか……」

　ほっと胸を撫なで下おろした瞬しゆん間かん、目の前でプルミエールの体が浮うかび上あがった。

　自分と同じ目め線せんまで浮かんだプルミエールは笑みを浮かべ──

「取ってあげますね」

「いや、自分で取る」

「遠えん慮りよしないでください！　いいからいいから」

　髪かみの毛を鷲わし摑づかみにし──

「ちょっ！　お前っ！　や、やめ──」

　ずるり──と髪の毛……の代かわりを剝はぎ取られ────




「──おふぅっ!?」




　悪夢にうなされ、教頭はハッと目を覚ます。そこは『フェイトアカデミー』内にある自室だった。どうやら眠ねむってしまっていたらしい。全身に脂あぶら汗あせをかいている。少ない頭とう頂ちよう部ぶの毛もう髪はつもしっとりと濡ぬれ、額ひたいにへばりついていた。

「くぅっ──あの小こ娘むすめめぇ、夢にまで出てきおって……っ！」

　最悪なことを思い出してしまった。こと容姿においては芸術的であるのが神かみ様さまにおける常じよう識しき。それ故に、豊富でもゼロでもないまばらな頭髪は、威い厳げんや神こう々ごうしさを重んじる神様にとっては恥ち部ぶである。

　この屈くつ辱じよく──劣れつ等とうという感覚を、奴やつにも味わわせなければならない。

　なので、『運命の女神試し験けん』の中でもクリアが困こん難なんな人間──「有あり野の晴はる希き」を彼女にまかせたというのに、奴やつはまだ夢を諦あきらめていない。クリアできずに解決策も見つからず、プルミエールが自分の愚おろかさに気付いて、へこたれて、諦めて、泣きながら『フェイトアカデミー』を去ると思っていたのに……。

「絶対に……合格などさせん……絶対にだ！」

　寝ね起おきで粘ねばついた口くち端はを上げ、教頭はコントローラーを取り出す。

『運命の女神試験』の試験監かん督とくは言わばゲームマスターであり、得られる情報も特別だ。プルミエールたちには絶対に見ることができない、各女神の課か題だいとなった人間のことも事細かに知ることができる。

　当然、有あり野の晴はる希きのことも。

「あのクズは、どうせまだレベル５のまま──おふぅゥゥゥ!?」

　余りの驚おどろきに奇き声せいを上あげてしまった。

「レ、レベル９だと……？」

　コントローラーを持つ手がわなわなと震ふるえる。『運命の女め神がみ試し験けん』が始まって一年近く。今までまったく進展していなかったというのに……。たかだかレベルが４つ上がっただけ……だが、今まで上がることがなかったものが上がった衝しよう撃げきは大きかった。

「い、いや……まだ驚く時期じゃない。所しよ詮せんレベル９……他の女神の三分の一にも達していない。……いないが──」

　気になるのは、【せいしゅん】のステータスだ。彼女の課か題だいは「青春とは縁えんのない、有野晴希に青春を謳おう歌かさせること」である。レベルが低くても、このステータスが高ければ合格する可能性も出てきてしまう。

「せいしゅん──１４２……だと!?」

　当初に比べれば飛ひ躍やく的てきに高くなっているものの、まだ合格にはほど遠い。しかし、この成長率は侮あなどれない。何か手を打たなければならない。

「念には念を入いれておくか。……なぁに、プルミエールのプレイヤースキルは劣れつ悪あく。あんな女神が『運命の女神』にでもなったら、神の名が泣くだけだ。絶対にクリアなどさせん！」

　試験監かん督とくとして、愚ぐ鈍どんで劣悪で最低で適性のない女神は、早いうちに落とさなくては──と、自己弁べん護ごとともに教きよう頭とうは手て汗あせまみれの両手でコントローラーを握にぎり直した。







　予想していたことだが、やはり課題タイトルは人気作品なだけあり、どこの店も売り切れだった。土日を使い、あらゆる街のゲーム屋に足を運んだというのにどこにも売っていない。最後の手段でネットオークションも見てみたが、転売屋が足元を見た値段設定をしているのにも拘かかわらずどこも落らく札さつ終了だった。

（こりゃ大人しく一週間後の再入荷を待つしかねーか。一週間遅おくれ……寝ねなきゃ取り返せるか？）

　学校で寝だめをしなければならないな──そんなことを思いながら、晴希は月げつ曜ようの教室へと足を踏ふみ入れた。

「おはようございます晴希君」

　席に着くと、凜りん子こがお嬢じよう様モードで挨あい拶さつをしてくる。

「おっす。相変わらずそれやってんのか。あんなことがあったあとだと……なんか違い和わ感かんがすげーな」

「……うっさい」

　凜りん子こは小こ声ごえで呟つぶやくと、少し俯うつむいた。晴はる希きは首を傾かしげる。

「そういえば、怪け我がは大丈夫か？　身体からだは頑がん丈じようそうだけど」

「うん……」

　どうも元気がない。いつもの彼女なら、少しでもからかえば歯をむき出しにして突つっかかってくるのに。

「……どうかしたのか？」

　そう尋たずねると、凜子は視し線せんを左右に泳がせた。そして、ちらりと盗ぬすみ見るように晴希を見つめてくる。

「……あのさ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「なにが？」

「その……お兄さんが、私のとこに謝しや罪ざいに来たから……」

　あ……と晴希は顔かおを顰しかめる。同時に、忘れようとしていたはずの痛みを思い出した。

「別に……兄貴と兄弟喧げん嘩かなんていつものことだから……」

　そういえば、ここ数年まともな日常会話すらしていないことに気付く。

「……兄貴はなんて？　あいつのことだから、ロクなことは言ってなかったと思うけど」

　尋ねると、凜子は難むずかしそうに表情を歪ゆがませた。それにつられて晴希も顔を顰める。どれだけ酷ひどいことを言われたのだろうか。クズ、半はん端ぱ者もの、出来損ない、愚ぐ弟てい……ぐらいなら言われ慣れているが……。

　だが、返ってきたのは予想外の言葉だった。

「……私たちが本当に仲良くできているのか。もしかして喧嘩でもしているんじゃないか──って聞かれたわ」

「へ？」

　予想外の返答に晴希は呆ほうける。

「な、なんでいきなりそんなこと……」

「知らないわよ……」

「あ、ああ……」

　晴希は唇くちびるを嚙かむ。

（たぶん……プルミと会ったせいだな）

　間ま違ちがいないだろう。完全に勘かん違いされてしまっている。

「……それで……それでね……？」

「ん？　なんだ？」

　ふと凜子がもごもごし始めたので、晴希は首を傾げた。彼女は言いづらそうに俯き、視線はじっと机の上うえに注ぐ。髪かみの毛がかかった耳が、ほんのり赤い。

「お爺じい様からも……デ、デートはしていないのか……って、聞かれちゃって」

「……はっ？」

「し、してないなら、してこいって……」

「はぁああああっ!?」

　思いもよらぬ言葉に、目がくらむ。言った凜りん子こ本人も、耳から首筋まで真っ赤になって肩かたを震ふるわせていた。

「マジか……？」

「マジよ……エイプリルフールだってこんな噓うそ言わないわよ！」

「どういう意味だそれ！　……あ、でも……デートしてるって適当なこと言っとけば────」

「い、言えるわけないでしょ！　言ったら詳くわしく聞かれるし……その……男の子とデートなんてしたことないから何て言えばいいか想像つかないし……」

「そ、そうか……」

　考えてみれば、今までお嬢じよう様学校にいた箱はこ入いり娘むすめだ。そんな機き会かいなどないのも頷うなずける。……晴はる希きはずっと共学だったのに経けい験けんないが。

「そ、そういうわけで……今度の日にち曜よう日び……空あいてる？」

「……お前、マジでやるのか？」

「ななな何よ！　私だって、初はつデートの相手がアンタなんて嫌いやだけどしょうがないでしょ！」

「俺おれだってな──」

『晴希さぁぁぁんっ！』

　売り言葉に買い言葉で答えようとした瞬しゆん間かん、プルミエールの叫さけび声が脳内に響ひびき渡わたった。

『やりましたよ！　デートです！　デート！　ついにおっきい青春イベント発生しましたね！』

『お、おい！　お前、何かしたのか？　ていうか、凜子は嫌いやだって言ってただろ──』

『いいですか？　これはもう青春ステータス上あがりまくりのチャンスですよ！　おめでとうございます晴希さん！』

　晴希は口を挟はさもうとするが、興こう奮ふんしたプルミエールはまるで聞いていない。何故なぜかタンバリンやラッパの音まで聞こえてくる。

『ここでレベルアップすれば夢に何歩も近づきますよ……良かったぁ……』

『いや、あのなプルミ？』

『一時は晴希さんの夢が叶かなえられないかもって、すっごく不安だったですもん！』

　感かん慨がい深そうに言うプルミエールの言葉を聞いて、晴希は口を出せなくなってくる。断る文句はいくらでも思いつきそうなのに、それは喉のどから飛び出る前にどんどん消えていった。

「……ちょっと晴希」

「へっ!?」

「俺だって……何よ？」

　言葉に詰つまっている晴はる希きに業を煮にやしたのか、凜りん子こが畳たたみ掛かけるように言ってくる。

「……行きたくないって言いたいんでしょ？」

　凜子は半目でこちらをにらみつけ、今にもそっぽを向いてしまいそうだ。

（……プルミが俺おれのために喜んでるし、それに凜子だって、兄貴が動いちまったから疑われるハメになっちまったんだし……）

　晴希は握にぎりしめていた拳こぶしを、ゆっくり解ほどく。

「俺……だって……初はじめてだ……。……お、俺は別に行ってもいいけどな……」

「あーそうよね！　私だって初はつデートの相手がアンタなんて嫌いや────え？」

　そっぽを向いた凜子が、驚おどろいたように振ふり返ってくる。

「お前が嫌だって言うなら行かないけどな」

「え……あ……その……」

　凜子は目を白黒させたあと、俯うつむき、口先を尖とがらせた。手ぐしで前まえ髪がみを分けたあと、頰ほおを赤らめてつぶやく。

「え、えと……お、お爺じい様に言われたし、ちょっとぐらいなら私だって……」

　メッセージウィンドウがなければ聞き逃のがしてしまいそうなほどの早口で言うと、凜子はぷいっと明後日あさつての方を向いてしまった。

『──やったああああ！』

　次の瞬しゆん間かん、プルミエールの歓かん声せいが頭あたまの中に響ひびき渡わたる。

『やりましたよ晴希さん！　デートイベント決定ですね！　これはもう絶対に成功させましょうね！』

『あ、ああ……』

　大音量で喜ぶプルミエールの声が、頭の中をガンガンと揺ゆらす。プルミエール側では何をやっているのか、タンバリンやラッパの他にもクラッカーが破は裂れつするような音までした。

『……でもよプルミ。俺、本当にデートなんてしたことねぇぞ？』

『大だい丈じよう夫ぶですっ！　私に任せてください！』

　ばいん──と胸を叩たたく音が聞こえる。

　何故なぜだろう──彼女の「任せてください！」には不安しか感じない。

『お前……デートとかしたことあるのか？』

『いーえ』

『じゃ、なにか作戦とか、プランでもあるのか？』

『デートは次の日にち曜よう日びですよね？』

『あ、ああ……』

『それじゃあ──』

　ふと、プルミエールが満面の笑みをしているイメージが浮うかんだ。

『──土ど曜よう日び、私とデートの練習クエストをしましょう！』

『はっ!?　────えええええぇっ!?』







「あー忙しい忙しい、大忙しです！」

　口ではそう言い、それでも表情は嬉き々きとしながら、プルミエールはフェイトアカデミーの学舎内を飛び回る。その手に抱かかえられているのは、情報雑誌の数々。表紙には『春のデートコース１００選せん！』『絶対恋れん愛あい攻こう略りやく法ほう』『ギャルゲーに学ぶ彼女のつくり方』などのタイトルが並んでいた。

　もちろん神かみ々がみが住まう天界にこんな世せ俗ぞく的てきな雑誌などあるはずもなく、人間界に降こう臨りんして集めて回ってきたのである。

『フェイトクエスト』を始めてから、こんなに嬉うれしいと思ったことはない。クエストは順じゆん調ちよう、青春ステータスも日を追うごとに上じよう昇しよう、クリアの日も近いかもしれない。あの晴はる希きが京きよう介すけにデートコースの相そう談だんをしているという姿も、天界から見ていて笑え顔がおになる要因だった。

　プレイヤーとプレイキャラが、しっかりと協力できている気がする。

　──嬉しい。

『フェイトクエスト』は孤こ独どくな戦いだ。同じゲームをしていても周りは皆みな、運命の女神を目指すライバル。誰だれにも相談できず、そして自分がミスをすれば課か題だいとなった人間の人生を狂くるわせかねない。そんなプレッシャーに、一人で耐たえていかなければならない。

　……最近、ちょっとわかった気がした。

　自分が、こんなに有あり野の晴希のことが気になる理由が。

　プロゲーマーという夢を持ち、身内に理解されなくても、所しよ詮せんゲームだろとバカにされても、挫くじけず、諦あきらめず、孤こ独どくに努力する。

　そんな晴希の姿を見ていたから、きっと自分も諦めなかったんだ。

　諦めなかったらちょっとずつ良い方向に動き出し、楽しくなるってことを教えてくれた。

（晴希さんがゲームが好きな理由も、少しずつわかってきた気がするなぁ）

　自分ももっと応おう援えんしなくては！

　プルミエールは飛行スピードを上あげ、学舎内の一部屋に飛び込こむ。

　──そこは、こじんまりとした部屋だった。

　面めん積せきは大きいものの、入口以外の壁かべを全て巨きよ大だいな棚たなで埋うめ尽つくされているため、酷ひどく圧あつ迫ぱく感かんがある。棚に納まっているのは、輝かがやく石や、小こ瓶びんに入はいった虹にじ色いろの液体、風もないのにゆらゆら動く花など、人間界にはないものばかりだ。

　そして、そのひとつひとつに値札が貼はられている。

　いわゆる、売店だ。

「おばちゃん、こんにちは！」

　プルミエールは部屋の奥おくにあるカウンターの前に降り立つ。

　その内側には、安楽椅い子すに座った一人の女め神がみがいた。

「あらぁ、プルミちゃん。いらっしゃい」

　女神は、のんびりした口く調ちようで微笑ほほえむ。腰こしまで届く銀ぎん髪ぱつの三つ編あみ。細いが柔にゆう和わに目め尻じりが垂れた瞳ひとみ。女神御ご用よう達たしのドレスを纏まとい、神しん獣じゆうの毛で編んだニットカーディガンを肩かたにかけている。

　プルミエールは彼女を「おばちゃん」と呼んだが、容姿で言えば人間の二十歳はたちそこらと変わりなかった。神様の間あいだでは珍めずらしいことではない。ただ、安楽椅子に座ってゆらゆら揺ゆれている姿を見る限り、年ねん齢れいは千や二千ではないだろう。

「ご機き嫌げんねぇ。『運命の女神試し験けん』だっけ？　あれ、うまくいってるの？」

「もー絶好調です！　一いつ緒しよに頑がん張ばってる人も順調にレベルアップしてるんです！」

　プルミエールはカウンターに身を乗り出し、足をぱたぱたさせる。

「そうなの～、ゲーム大好き晴はる希きくん……だったっけ？」

「はい！　そのゲーム大好き晴希さんです」

　そんな彼女を、売店の女神はにこにこと見つめていた。

「……それで、今日は何かご入いり用よう？」

「あ、はい！『コスプレ女子高生セット』をください！」

　プルミエールは奥の棚たなを指差す。そこにあるのは人間界にある洋服一式だ。

「あらぁ、何に使うの？」

「それは晴希さんと──あっ！」

　プルミエールは浮うかれて言いかけるが、咄とつ嗟さに自分の口を塞ふさぐ。

　天界のルールで神様が人間と直接的に接せつ触しよくするのはＮＧなのだ。晴希とデート練習クエストをするために女子高生のコスプレをしたい──なんて言えない。

「ちょ、ちょっと……後学のために人間の気持ちになってみようと思って……」

「なるほど～勉強熱ねつ心しんね。じゃ、おまけに私服の方も付けちゃう」

　売店の女神は間ま延のびした声を漏もらしながら頷うなずくと、棚の中から一式を取り出した。制服に加え、洋服の上うわ着ぎやスカートはもちろん、下した着ぎまでセットになっている。

「ありがとうございます！」

　女子高生コスプレセットを受け取ったプルミエールは、それを胸に抱かかえると笑え顔がおを浮かべる。

「試し験けんがんばってねぇ～」

「はーいっ！」

　売店の女神に手を振ふり、プルミエールは出口に向かって飛んでいく──が。

「ひゃあ！」

「でゅふ！」

　そこで誰だれかと正面衝しよう突とつしてしまった。プルミエールは尻しり餅もちをつき、胸に抱かかえていた女子高生コスプレセットを相手に向かってぶちまけてしまう。

「ごごごごめんなさい！」

「ちゃ、ちゃんと前を見て飛びなさ────プルミエール!?」

　ぶつかった鼻を押さえている神様──教きよう頭とうは、プルミエールの姿を見ると顔かおを真っ赤にする。反対に、プルミエールは彼の頭あたまを見て真っ青になった。

「なんだこれは……女子高生コスプレセット？　今のお前に遊んでいる暇ひまなんかがあるのか？」

　教頭は自身に降りかかった洋服を見て、顔を顰しかめる。

「あ、あの……教頭先生……その……」

「だいたいお前は、落ち着きや礼れい儀ぎというものがない。落ちこぼれの分際で──」

　教頭が説教がてら、頭に乗っていた『女子高生コスプレセット』を剝はぎ取ろうとして──

　──硬こう直ちよくした。

「ぷっ……ぷっ、ぷっ、ぷっ、ぷっ、ぷっ……ッ！」

　わなわなと震ふるえ始める教頭。

　あわあわと狼狽うろたえるプルミエール。

　背後で吹ふき出す売店の女神。

　彼の頭あたまに引っかかっていたのは──コスプレ用のロングのカツラだった。

「プルミエールゥッ!!」

「ひゃあああ！　ごめんなさいごめんなさい！　それ良かったらあげます！　しっかり付ければ教頭先生のカツラよりも風にも強いみたいですから！」

「いいい、いらぬわぁっ！」

　怒ど鳴なり声と悲鳴。またも吹き出す売店の女神。

「ごごごごめんなさい！　本当、本当にごめんなさいーっ！」

　プルミエールはぐちゃぐちゃに乱れた洋服をかき集めると、高速でおじぎを繰くり返したあとで逃にげ出した。そんな彼女の後ろ姿を、教頭が鼻息を荒あらくしてにらみつける。

「まったく、あの阿あ呆ほ小こ娘むすめは……っ！」

「まぁまぁ、そんなに怒おこらないの教頭先生～」

　安楽椅い子すに座った売店の女神が嗜たしなめる。しかし彼女の頰ほおは大きく膨ふくらみ、未いまだぷすぷすと吹き出し笑いが収まっていなかった。

　教頭はそんな売店の女神を恨うらめしそうににらみ、手に残されたカツラをゴミ箱はこに叩たたき込こんだ。それから、怒いかりを沈しずめるように深く息を吐はく。

「……あの阿呆を甘あまやかすのはやめてください。ただでさえ落ちこぼれなんですから」

「……そうかしら？　元気だし、他人のことに一生懸けん命めいだし、ああいう子が運命の女め神がみに向いている子だと思うけどぉ？　教きよう頭とう先生は変に厳きびしすぎじゃなぁい？」

「クズはクズです」

「ん？」

「いえ……何でも」







　──土ど曜よう日び。

　駅前は若い買い物客で賑にぎわっていた。駅前広場と呼ばれるターミナルには、巡じゆん回かいバスやタクシーがひっきりなしに出入りしている。駅前広場の中心にある花時計の周りには、誰だれかと待ち合わせをしている人々がベンチを占せん拠きよしていた。

　その一角で、晴はる希きは妙みように落ち着かない様子で座っている。手にしているのは四つ折りにしたメモ。その紙面には、京きよう介すけに相そう談だんして考えたデートプランが書かれていた。

　さすがは京介。女の子を楽しませるために事細かに練ねられたプランだった。最初は一人で考え、それを彼に添てん削さくしてもらっていたのだが、全てにおいてダメ出しをくらってしまった……どうもゲームセンターの中でいろいろなゲームをするというフルコースがいけなかったらしい。

（なんつーか……デートってこんなに緊きん張ちようするものなのか？）

　小学五年生で直したはずの貧びん乏ぼうゆすりが再発している。今日は練習──しかも相手はプルミエールだ。気を遣つかわないという意味では京介となんら変わりないはずなのに、何故なぜか落ち着かなかった。

（この待ち合わせっていうのが落ち着かないな……相手が本当に来るのか、とか、待ち合わせ場所間ま違ちがっていないよなとか……てか、あいつならすぐ来れるだろ。何やってんだよ）

　待ち合わせ場所も、明日の凜りん子ことのデートで予定していた場所だ。練習なら本番と同じようにしなきゃダメです──というのがプルミエールの言い分である。

（この女の子を待つ、っていうのが何か緊張するんだよな。ゲームを並んで待ちながら買う時は、全然緊張しないのにな）

　デートの経けい験けんがないから全てが新しん鮮せんだ。きっと誰だれもが初はつデートの時は同じような経験をしているのだろう。

（あいつ、どっから来るんだ？）

　──そう思った瞬しゆん間かん、遠くの方で何かが墜つい落らくするような音が聞こえてきた。周囲の人々が一いつ斉せいに足を止め、爆ばく音おんがした方向を見つめる。ただ一人、晴希だけが両手で顔かおを覆おおってうなだれていた。

（……あっちか……）

　その音によって貧乏ゆすりも収まり、ある意味緊張がほぐれた。あとは、プルミエールの到とう着ちやくを待つばかりだ。

　……しかし、いつまでたってもプルミエールがやってこない。とっくに降こう臨りん（墜つい落らく）しているはずなのに。

　さすがに心配になり、様子を見に行こうかと腰こしを上あげた──その時だった。

「晴はる希きさん！　お待たせしました！」

　いつの間にか、プルミエールが真ま横よこに来ていた。

「うお!?」

　まったく気配に気付かなかった。

　そもそも格好が、いつもと全然違ちがっていた。

　メインはガーリーな白いワンピース。細い赤皮の胸むね下したベルトを巻いているため、ただでさえ豊かな胸元が一層強きよう調ちようされている。長い金きん髪ぱつは丁てい寧ねいにまとめられ、アクセントに髪かみ飾かざりを一つ。……首から下さげた小さなコントローラーだけが非常に残念である。

　女め神がみの格好をしている時は芸術品のようで遠く感じたが、こうして人間の格好をしていると、妙みように現実感があって気き恥はずかしい。晴希は直視できずに視し線せんをそらしたが、逆に周囲の人間はため息を漏もらしながら彼女を見ている。

「えーと、その格好は一体？」

「あ、これですか？　これは『女子高生コスプレセット』の私服バージョンです！」

　そう言ってプルミエールは両手を広げ、その場でくるりと回って見せた。かなり可愛かわいらしいのに、『コスプレセット』なんて言われると、なんだか素直にそう思えないのが不ふ思し議ぎだ。

「どーですか晴希さん？　似合ってます？　神こう々ごうしさとか漏もれてませんか？」

「あー……神々しさはないな。えーと、その、かわ……」

「かわ？」

「革の装備よりも軽そうでいいんじゃ──」

　照れくささが邪じや魔まして、意味がわからないことを言おうとしたその瞬しゆん間かん──。




【褒ほめる】

【防御力が低そうだから褒めない】




　──選せん択たく肢しが出た。

　ハッとした時にはもう、プルミエールがコントローラーを構えていた。彼女は「にまー」と笑うと、もうちろん【褒める】を選択する。

「女の子らしくて、か……可愛いんじゃないか……似合ってるぞ……プルミ」

　勝手に言葉が出たあとで、晴希はバツが悪そうに頭あたまを搔かく。目の前のプルミエールは後ろで手を組み、上じよう機き嫌げんに体を左右に揺ゆらしていた。

「えへへ、ありがとうございます晴希さん」

「言わせたくせによく言うよ……」

「えへへー。褒ほめる言葉はその人の本当の言葉になるんですからいいんです。このメッセージログ、保存しとこーっと」

「勘かん弁べんしろよ……」

　晴はる希きは指先で頰ほおを搔かくが、プルミエールは言うことを聞かずにもたもたとコントローラーを弄いじる。

「……さて、お待たせしました晴希さん！」

　ログの保存を終えると、プルミエールが腕うでに飛びついてきた。そして自分の腕を絡からませ、上うわ着ぎの二の腕あたりを握にぎる。晴希は思わず面食らったが、当のプルミエールはまったく気にせず「さぁ行きましょー！」と腕を振ふり上あげていた。

　ふいに効果音が鳴り、メッセージウィンドウに文字が浮うかび上がる。

【プルミエールが仲間に加わった！】

　これ、ギャルゲーなんだかＲＰＧなんだかわからないぞ……。







　駅前から出ているバスに乗り、しばらく走ると桜さくら沢ざわモールへと辿たどり着く。地元住民だけでなく、他県からも客が訪れる大型アウトレットだ。

　晴希は京きよう介すけが作ったプランに従い、その中のメインストリートにプルミエールを連つれてきた。彼女は人間の商業施し設せつが珍めずらしいのか、目を輝かがやかせてきょろきょろしている。最初は彼女の方から腕を組んできたというのに、今は晴希が手を摑つかんでいなければ勝手にどこかへ走っていきそうだ。

「すごい！　すごいですよ晴希さん！　お店がいっぱいですよ！　あっ！　あのお店は何でしょう！　あ、あっちも気になります！　あ、あの店変わってますね！」

「お、おいプルミ！」

　プルミエールに引っ張られ、晴希は立ち並ぶ店の内の一いつ軒けんに入はいっていく。

　そこは、工こう房ぼうのあるインテリアショップだった。

　規則正しくディスプレイされた食しよつ器きの数々、デザイン性の高いソファやチェスト。店内に芳ほう醇じゆんな香りを漂ただよわせるアロマディフューザー。確たしかに、女の子が喜びそうなお店である。

「わー！　オシャレですね、晴希さん！　あれなんでしょうか？」

　プルミエールは目の前の可愛かわいい雑貨になど目もくれず、店の奥おくにあったＤＩＹコーナーへと手を引っ張っていく。そこに並べてあるのは、家具の自作や補修に使う工具の数々だ。ノコギリやハンマー、釘くぎに鉈なたなど、とうてい女の子が喜びそうなものはない。

　しかしプルミエールは満足げにそれを見回し──

「ここは……武器屋さんなんですね！」

「バカ、ちげーよ！　俺おれにもわかるわ」

「でも、そのギザギザした武ぶ器きなんか、軽く人を倒たおせそうですよ？」

「人前で変なこと言うな！」

　咄とつ嗟さにプルミエールの口を手で覆おおう。彼女は目を白黒させ、もがもがと声を漏もらした。

「私、何か変なこと言いました？　晴はる希きさん、武器好きですよね？」

「いいから！　頼たのむから静かにしててくれ……高校生が刃は物もの持って武器とか言ってたら補ほ導どうされんだろ……」

　補導、退学、有あり野のグループ次男のスキャンダル──という即そく死しコンボが思い浮うかぶ。ワイドショーで自分の部屋の中が晒さらされた日には「残ざん酷こくなゲーム数百本所持。若者のゲーム脳化が止まらない」なんて見出しを付けられるに決まっている。世せ知ち辛がらい世の中になったな。

　案の定、店員は怪あやしむ目でこちらを見ていた。

「でも晴希さん。これ、すっごく攻こう撃げき力りよく高いみたいですよ！　ほら！」

　プルミエールが一本のノコギリを手て渡わたしてくる。すると、目の前のウィンドウに、

『ステンレス製のノコギリ：12　[image: →]　１１２』

　──と表示された。

　それを見て、不覚にも晴希のゲーマー魂だましいのエンジンが掛かかり始めてしまう。

「……確たしかにつえーな。これ、攻撃力１００も上あがるのか。やばいな！」

「晴希さん晴希さん、こっちのヘルメットもいいですよ！」

「防ぼう御ぎよ力りよく50か……素材が軽い割に結構上がるな。こうなったら、まずは全身の装備欄らんを埋うめたいよな。作業ベストと、ニッカポッカと……」

「わー！　一気に強くなりますね！　これならもし不良とエンカウントしても一撃ですよ！」

「そうだな。楽に倒せそう────って、変なこと大声で言うんじゃねーよっ！」

　ハッと気付き、慌あわててツッコむ。

「あー、あー、日曜大工で使うノコギリどれがいいかなーまよっちゃうなー、あー迷う迷う」

「セリフ棒ぼう読みで急に何言ってるんですか？」

「お前は黙だまっとけ！」

　危ない危ない。視界に浮かぶウィンドウが次々ステータスを更こう新しんするから、つい新しい街で装備を整ととのえている気分になってしまった。これじゃまるっきり危ない少年である。

　そしてやっぱり、店員は怪あやしんでいた。おまけに警けい備び員いんまで傍そばに立っている。

「でもでも……何があるかわかりませんから、これ買っちゃいましょう！」

　しかし店員の目などまるで気にしないプルミエールは、両手いっぱいに装備という名の林業セットを抱かかえた。

「プルミ……いいから！　てか言っちゃ悪いがそんなものを買う金は俺にはない！」

「むむっ！　もうちょっと先に進んだら宝たから箱ばこに伝説の武器が入はいってるから、今は安物の武器で我が慢まん我慢っていうことですか!?」

「宝箱なんてねーし、店の評判悪くするようなこと言うなよ！」

「残念です……この『深紅に輝く光剣ビームサーベル』なんてカッコイイのに」

「そりゃ、工事現場のおっちゃんが持ってる誘ゆう導どう棒ぼうだ……置いてきなさい……」

「じゃあ、これは諦あきらめてこっちだけにしますね」

　晴はる希きは説得を諦め、彼女の好きにさせることにした。ルンルンとレジに向かうプルミエールの後ろを、晴希はうなだれ気味に歩く。

「……いらっしゃいませ」

　レジに辿たどり着くと、店員は露ろ骨こつに警けい戒かいした表情を向けてくる。数メートル後ろでは、警備員が仁王立ちしていた。……当たり前だ。高校生カップルに見える二人が、武ぶ器きだ防具だと言いながら凶きよう器きになりうるものを買おうとしているのだから。

「……６２００円になります」

　変な気を遣つかわせて申し訳ない──と晴希が心の中で謝あやまって「商品を戻もどします」、と言おうとした瞬しゆん間かん。

「────ここで装備していきますか？」

「店員さん何言ってんのっ!?」

「はいっ！　装備していきますっ！」

「お前も何言ってんの!?」

　忙しく左右にツッコむ晴希。店員は、自分が何を口走ったのかわからないようで首を傾かしげている。

（プルミの奴やつ、何かしたな……）

　晴希は呆あきれて額ひたいに手を当て、これからどうしようかと考えようとしてみたが……身体からだが動かなかった。その代かわり、両手はジーンズのベルトをカチャカチャと外している。

「おあああっ!?　な、なにしてんだ俺おれ!?」

「ははは晴希さん!?　ななななんで脱ぬいでいるんですか！」

　プルミエールは真っ赤になった顔かおを覆おおおうとして──失敗した。

　代わりに、彼女もワンピースのファスナーを下おろし始めていた。

「ひ、ひゃあああっ!?　なんで!?　なんでぇ!?」

「おおおお前が『ここで装備していく』なんて言ったからだろ！」

「私じゃなくて晴希さんに装備させようとしたんですぅ！」

「テメェ、俺だけ脱がす気かよっ！」

　言い合っている間あいだに、晴希は完全にジーンズを下ろしてボクサートランクスをさらけ出した。プルミエールもワンピースを脱いで下した着ぎ姿を露あらわにしてしまう。晴希は、そこからこぼれ落ちそうな胸元に目がいき、思わず顔が赤くなる──が、彼女の背後から警備員がずんずん近づいてきたのですぐ真っ青になった。

「ど、どうにかしろーっ！」

「う、うわーん！　うわーん！　見ないでくださいーッ！」

「ななな泣くなプルミ！　キャンセルだ！　購こう入にゆうキャンセルしろ！」

「え？」

「いいから早くキャンセルボタン押せ！」

　晴はる希きは上うわずった声で叫さけぶ。隣となりを見れば、我に返った店員もレジ下したの警けい報ほうボタンに手を伸のばしていた。

「や、やめますーっ！　やっぱり買うのキャンセルしますーっ！」

　プルミエールが叫んだ瞬しゆん間かん、全身が自由になった。

「逃にげるぞプルミ！」

「は、はいーっ！　お邪じや魔ましましたーっ！」

　メッセージウィンドウに【晴希たちは逃げ出した！】と表示される。

　晴希はジーンズを上あげながら、プルミエールは服を摑つかみ、胸元を隠かくしながら店を飛び出す。背後から警備員の静止の声が響ひびいてきたが、幸い【敵てきに回り込こまれてしまった】──なんてことにはならなかった。

　逃とう走そう成功でこんなにも安心した戦せん闘とうは、あとにも先にもこれっきりだろう。
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　……これっきりであってほしい。







「あ、危うくゲームオーバーになるところでしたね……」

「装備を変えただけでゲームオーバーとか、どんな無理ゲーだよ……」

　なんとか警けい備び員いんから逃にげ切った二人は、モール内のカフェに避ひ難なんしていた。二人掛がけのテーブル席につき、全力疾しつ走そうで乱れた息を整ととのえる。店内は満席で、座れたのは奇き跡せきだった。カップルや家族連れ、友人同士がゆるやかなＢＧＭの中でコーヒーや軽食を楽しんでいる。

「……っていうか、プルミも『フェイトクエスト』の影えい響きよう受けるんだな」

「私も初はじめて知りました。晴はる希きさんのパーティに入はいったから……でしょうか？」

　プルミエールがコントローラーを操そう作さすると、晴希の目の前にウィンドウが現れた。そこには【有あり野の晴希】の下したに【プルミエー】と名前が連つらなっている。

「あう……私の名前、見切れてる……」

「ダ、ダセェ！　神かみ様さまのゲームのくせに名前表示は五文字縛しばりなのかよ……」

「ダサいって言わないでください！」

「これ六文字以上の人間はどうなるんだろうな……」

　呆あきれつつも同情する。主人公の自分の名前が入りきらないモヤモヤ感と言ったらない。自分だって本当はフルネームで「ありの　はるき」と入いれたかったが「はるき」で妥だ協きようしていたことを思い出す。でも、友人の５文字以上の奴やつに比べたら幸せなことなんだろうが。

「じゃあ、女神特権で６文字入力できるようにしちゃおっと……」

「うわ、誰もがキャラメイクで散さん々ざん悩むところをアッサリ変えやがって……ずりーな」

「神様は特別なんです、エッヘン！」

「……そういやプルミ、お前って神様神様言ってるけど、レベルいくつあんの？」

「見たことないですけど、きっと晴希さんよりは高いですよ？」

「わかんねーぞ？　お前ってボケボケしてるからな」

　晴希は椅い子すの背もたれに腕うでをかけ、行ぎよう儀ぎ悪く背せを逸そらす。

　確たしかに、自分は呆れるほどレベルが低い。だが、さすがに天然ボケ女神相手に大差はつけられていないだろう。

「せいぜいどっこいどっこいか、上うえでもちょっとだけってトコだろ？」

「むむむっ！　そんなこと言って！　ぎゃふんって言わせますから！」

　そう言うと、プルミエールはもたもたとコントローラーを操作し始める。晴希はやれやれと肩かたをすくめると、余よ裕ゆうぶった表情で視界に浮うかぶウィンドウを眺ながめた。

「おいおいプルミ、俺おれを驚おどろかせたいならレベル90以上はないとだな──ぎゃふんっ!?」

　ウィンドウに表示されたプルミエールのレベルを見て、晴希は素すっ頓とん狂きよな声を上あげる。




【プルミエール　レベル：２３０】




「げ、限界突とつ破ぱぁ!?」

　ふふん、と胸を張って得意げな顔かおを見せるプルミエール。

「私だって女め神がみですもん。人間の限界レベル１００を超こえられなきゃ神様なんてできません」

「く、くそ……めちゃくちゃドヤ顔が似合う顔しやがって……っ」

　憎にくまれ口を叩たたくものの、天と地ほどもあるレベル差を見せつけられ、悔くやしくてたまらない。虚むなしく内心で「プレイヤースキルじゃ勝ってるし……」と慰なぐさめるしかなかった。

「……ん？」

　ふと、プルミエールの【スキル】の欄らんに目がいった。

【スキル：アトロポスの血けつ統とう】

「なんだ……このスキル？」

　他のスキルは【飛行性能】や【墜つい落らく耐たい性せい】【女神の後ご光こう】と何となく想像がつくものだが、その一つだけがまったくわからない。

「プルミ、このスキルって何だ？」

「なんでしょう？　……でも、アトロポスは私のお母さんですよ！」

「ふぅん？　アトロポスって何だか聞いたことあるような……」

「お母さんは神話でも有名ですからね。お母さんも『運命の女神』なんですよー」

「あ……運命の三女神のことか」

「そうです！」

　ようやく思い出す。アトロポス──ゲームでもたまに出てくる女神の名前だ。

（っていうか、神話に出てくる女神の娘むすめって……何気にコイツ凄すごいんじゃないか？）

　そう思うものの、口には出さなかった。彼女がどう思っているかは知らないが、優ゆう秀しゆうすぎる肉にく親しんを引き合いに出されるのは嫌いやがる人もいる。……自分のように。

（アトロポス──どんな女神だったっけ？　えーと…………）

「お待たせしましたー」

　ゲーム内で得た知ち識しきを思い出そうとしていると、横よこからの店員の声で我に返った。

「ご注文のアイスコーヒーと、ケーキセットです」

「わー！　可愛かわいいですねー！」

　店員がテーブルの上うえに並べたミルフィーユを見て、プルミエールは目を輝かがやかせる。彼女はさっそくフォークを手に取ると、大きな口を開あけてミルフィーユを頰ほお張ばった。晴はる希きも思い出すのを一いつ旦たん止やめ、アイスコーヒーを啜すする。

「美味おいしいですねー！　これなら凜りん子こさんも喜びますよ！」

　リスのように口をいっぱいにしたプルミエールは、頰ほおに手を当てながら幸せそうに言う。

（そうだった。俺おれたち練習に来てんだよな。練習なのに完全に楽しんでたぜ……）

「喜ぶといいんだがなぁ……デートってこんな感じでいいのか？」

　今のところ、インテリアショップでストリップして逃にげたことくらいしかしていない。

　練習になっているかどうかすら危うかった。

「いいんじゃないでしょうか？」

「いいんじゃないでしょうかってお前なぁ……」

「だって、私も初はじめてですから、よくわかんないです」

「あ、そうだったな」

「ですですー。だから良いとか悪いとかわかりませんけど、でも、相手が喜ぶことをして、自分も一いつ緒しよに楽しめばいいんじゃないでしょうか」

「そうか……そういうものか……お前って何気に急にイイこと言うよな」

「そうですかぁ？　えへへ────って、ああああああああっ!?」

　突とつ然ぜんプルミエールが声を上あげて立ち上がった。晴はる希きは驚おどろいて、コーヒーのストローをくわえた姿勢で固まる。

「何だよ突然？」

「どどど、どうしましょう晴希さん……」

「な、何が？」

　急におろおろし始めるプルミエール。晴希は周囲を見回すが、別にトラブルは起こっていないし、視界に浮うかぶウィンドウにも何も表示されていない。

「こ、これじゃ晴希さんの初はつデートの相手が私になっちゃいます！」

「え……ってそりゃそうだけど」

　何だそんなことか──と安心して晴希は残りのコーヒーを啜すする。だが、プルミエールのオロオロは止まらなかった。

「ご、ごめんなさい……せっかくの初デートが私で……」

「いや別にいいけど……それよりお前はいいのかよ？」

「え？」

　きょとんとするプルミエールを前に、晴希は頭あたまを搔かく。

「その……お前の初デートが俺なんかで……」

　今のところ、まともなエスコート一つできていない。晴希に女の子の気持ちなんかわからないが、少なくとも自分よりは初デートというものを特別に思っているんじゃないかと思う。

　しかし、プルミエールはいつものように目め尻じりの緩ゆるんだ笑みを浮かべた。

「私は初デートが晴希さんで良かったと思ってますよ。──だって楽しいですし」

「そ……そうなのか」

　その笑え顔がおを見て、晴はる希きは視し線せんをそらして頰ほおを搔かく。安心と、妙みような気き恥はずかしさが邪じや魔まして、そんな反応しかできない。

「はい。『フェイトクエスト』をしていて、いっつも思ってたんです」

「なにを？」

　プルミエールははにかみ、ご機き嫌げんな様子で体を揺ゆらす。

「晴希さんに会ってから、念話だけじゃなくて、顔を合わせて一いつ緒しよにいられたら楽しいだろうなぁ──って」

　それはハマりにハマったゲームの中に入はいってみたいと思うようなものなのだろうか。

　ならばプルミエールは、全ゲーマーの夢を叶かなえたとも言える。

「だから、私、今すっごく楽しいんです！」

　両手を挙げ、体全体で喜びを表現するプルミエール。天てん真しん爛らん漫まん、天てん衣い無む縫ほう。真まっ直すぐな言葉を聞き、飲んでいるアイスコーヒーの苦にが味みすら感じない。

「ま、まぁ……お前が楽しんでくれてるなら俺おれも良かったっていうか……」

　ここまでストレートな言葉をもらったのなら──とそう思って自分もストレートに言ってみる。

「……俺も、お前といて楽しい……かな」

　視線を明後日あさつての方向に向けながら言う。チラリとプルミエールを盗ぬすみ見てみると、彼女は「にまー」と満面の笑みを浮うかべていた。

「えへへ……ゲーム以外で晴希さんが『楽しい』って言うの、初はじめて聞きました」

「そ、そんなんじゃ──」

　言いかけた瞬しゆん間かん、頭あたまの中でファンファーレが鳴り響ひびいた。




【有あり野の晴希のレベルが10に上あがった！】




「え？　なんでこのタイミング？」

　視界に浮かび上がる文字を見て、晴希は首を傾かしげる。

「きっと晴希さんがレアなセリフを言ったからですよ！」

「神様にも認められるほど、今までの俺はゲーム以外で楽しいって言ってなかったのか……」

「ですねー。とにかくおめでとうございます！　ついに二ふた桁けたになりましたね！」

「レベル２００越ごえを見たあとだとなんだか空むなしいけど……サンキューな」

「晴希さんもすぐ上がりますよ！　晴希さんと会ってから一ヶ月……それで５レベルも上がりましたから……順じゆん調ちように行けばあと十八ヶ月でレベル１００ですね！」

「ＥＸＰ固定じゃねぇだろ絶対……」

『フェイトクエスト』の経けい験けん値ちは、そのままその人物の『人生経験』だ。新たなことを経験すれば、レベルが上がっていく。そして新しく、より貴重な経験を必要としていくはずだ。

　──少し前まで自分のレベルが低いことに納得がいかなかったが、今ならその理由がわかる。

　自分はゲームしかしてこなかった。ゲームに関して努力はしていたが、それで上じよう昇しようするのはスキルばかり。経けい験けん値ちはさほど上うわ乗のせされない。

（人生のゲームか……よくできてるよ）

　晴はる希きは苦にが笑わらいを浮うかべ、金色に光る【10】の数字を見つめる。すると、突とつ然ぜんウィンドウが切り替かわり、新たな文字が浮かび上あがった。

【レベル10ボーナス獲かく得とく！】

「──おっ!?」

「わあーっ！」

　思わず眉まゆを動かす晴希と、テーブルに身を乗り出すプルミエール。それは傍はたから見れば、プルミエールの方から晴希に唇くちびるを迫せまったようだった。周囲の客はアグレッシブな二人の行動を横よこ目めで見るが、ボーナスに心奪うばわれている二人は気付かない。

「晴希さん晴希さん！　ボーナスですよボーナス！　【うん】が高いともらえるボーナス！」

「そういうのもあるのか！　なにかもらえるのか!?　それともステータスアップか!?」

「えっとですねー……」

　プルミエールがメニュー画面から【もちもの】を選せん択たく。すると、晴希の所持品が表示された。【スマートフォン】【京きよう介すけのメモ】【マンテンドー４ＤＳ】そして──【フェイトローズ】という見慣れないアイテムがある。晴希の荷物にはないから、プレイヤーだけが使える系統のアイテムだろう。

「やったぁ！　フェイトローズだぁ！　これ神だけが持つのを許される激レアアイテムですよ晴希さん！」

「激レアか！　そりゃいい！　どんなアイテムだ!?」

「これはですねー、ＭＰ消費なしで一回だけ魔ま法ほうが使える天界の希少なバラなんです！」

「おおっ！　ついに俺おれも魔法を使える時が来たのか！」

　晴希が使える魔法と言えば【プーラ】しかないのだが、それでも憧あこがれの魔法を使えるという期待は大きい。どんな感覚なのか……想像もつかなかった。とにかく試してみたいという欲望に心がワクワクし始める。

「プルミ、今日の帰りに使ってみようぜ!?」

「えっ、もったいないですよ！　せっかくですから、大事に大事に取っておきましょう！」

「あー……お前アレか、ケチってラスボスでも使わずに最強回復アイテム大量に余らせるタイプか……」

「む、むぅ……確たしかにこのアイテム……使いどころが難むずかしいですけど……」

「だろ？　こういうのは使いたい時に使っちまう方がいいんだよ」

　晴希の言葉に、口先を尖とがらせてウィンドウを見つめるプルミエール。

「──あっ！　そうです！」

　だが、彼女は何か思いついたように、コントローラーを操そう作さし始めた。【もちもの】から【フェイトローズ】を選せん択たくし、それを自分に渡わたすコマンドを実行する。

「え？　おい、なにして──」

　次の瞬しゆん間かん、プルミエールの手元が光り、一本のバラが現れた。

　晴はる希きは目を丸くする。この世のものとは思えない、虹にじ色いろの花弁を持つバラが、試し験けん管かんのような細いガラス管の中に入っていた。

「はい、晴希さん！」

　それを、プルミエールは満面の笑みで差し出した。

　晴希は目の前に差し出されたバラと、プルミエールの顔かおを交こう互ごに見比べる。

「え？　な、なに？　どうすりゃいいんだ？」

「晴希さんに差し上あげます！　私じゃ使いどころわからないですし……晴希さんのボーナスなんですから、晴希さんが持っていた方がいいかなーって」

「いいのかよ？　これ、人間が持っていちゃダメなものなんじゃ……」

　目の前にあるのは、世間に公表すれば世の中がひっくり返るような代しろ物ものだ。

「いいんです！　それに──」

　プルミエールは少し頰ほおを赤らめてはにかむ。

「晴希さんのレベル10のお祝いとして持っていてほしいんです」

「……そっか」

　そんなことを言われたら、受け取らないわけにはいかない。

「えーと、ありがとな、プルミ。すげー嬉うれしいよ」

　晴希は笑みを浮うかべ、彼女の手から【フェイトローズ】を受け取る。

（消費アイテムはレアでも使い切るのがプロだけど……）

　晴希は【フェイトローズ】を光にかざす。

（これは一生使わないかもな）







「……そうか……そういうワケだったのか……」

　天界──『フェイトアカデミー』学舎内で、教きよう頭とうは重々しく呟つぶやく。しかし、口く調ちようとは裏腹に、表情は嬉き々きと歪ゆがんでいた。

　彼の視界に浮かぶウィンドウには、桜さくら沢ざわモールのカフェが映っている。

　そこにいるのは晴希と、プルミエール。

「あの小こ娘むすめめ……人間に直接干かん渉しようしていたのか」

　おかしいと思っていたのだ。あの出来損ない女め神がみが、急に有あり野の晴希のステータスを上げられるなんて……。直接干かん渉しようし、女め神がみの奇き跡せきを悪用していたのならば納得できる。

「チートなどしおって、これは見み逃のがせないな……」

　やはり口く調ちようとは裏腹に、表情は嘲ちよう笑しよう気味に歪ゆがんでいた。運命の女神試し験けんにおいて、課か題だいとなる人間に直接干渉することは禁じられている。しかし、干渉したとしても減点などはない。

　あるのは──一発失格のみだ。

　教きよう頭とうはコントローラーを操そう作さし、運命の女神候補生の一いち覧らんを表示させる。そこからプルミエールの名前を選せん択たくすると、彼女の詳しよう細さいなプロフィールが表示された。

　その一番下したに【フェイトクエストを終わる】というアイコンが光っている。その項こう目もくを実行することは、運命の女神試験の失格を意味していた。

「お前もここで終わりだな、プルミエール」

　脂あぶらぎった親おや指ゆびが、コントローラーの決定ボタンに伸のびる。

　今までの鬱うつ憤ぷん全てが、このワンプッシュで晴らされる。彼女に受けた屈くつ辱じよく、搔かかされた恥はじ、目をかけてやったのに裏切られるという仕打ち。

（後こう悔かいしろ、出来損ないめ……っ！）

　積せき年ねんの恨うらみを込こめた２ミリのボタンストローク。

　……しかし、ボタンは１ミリ押し込んだところで止まった。

　まだ決定はされていない。

　教頭はゆっくりボタンから手を放すと、コントローラーをデスクの上うえに置いた。

「……待てよ……今、失格にする必要はないな」

　椅い子すの肘ひじ掛かけで頰ほお杖づえをつき、目の前に浮うかぶウィンドウをにやにやと眺ながめる。

　すでに自分の勝利は確かく定ていしたのだ。焦あせる必要はない。

　ＨＰがレッドゾーンになったラスボスに最強魔ま法ほうを放つように、残り体力１ドットの相手にゲージ最大技を使うように──足あ搔がかせ弄なぶるのもゲームの楽しみ方と言えよう。人も神も、素の性格が露ろ呈ていするのは一人でゲームをプレイしている時だ。

　……そしてもう一つ、面白い事実に気付いてしまう。

「あの能天気な女神が、あのアトロポスの娘むすめだとするならまだ使い道はあるな……」

　ウィンドウに表示されるプルミエールのスキルを見て、大きく鼻から息を吐はく。

「ある意味……『運命の女神』にふさわしい奴やつかもしれんな」

　一人部屋の中、教頭のでゅふでゅふという小こ汚ぎたない笑い声が響ひびく。

「どれ、失格までの僅わずかの間あいだ、遊んで利用してやろう」







　デート練習クエストは順調だった。

　プルミエールは、服屋ではコスプレ感覚で次々試着し、映画館では３Ｄ映像で迫せまってくる爆ばく発はつにビクビクしていた。休きゆう憩けいで食べたアイスクリームに感動して五段重ねをペロリと平らげ、キッズコーナーのボールプールに興こう奮ふんして飛び込こみ、係員に怒おこられる始末。人気のクッキー屋では「お友達の女め神がみにあげるんです！」と両手いっぱいにお土産を買っていた。

　途中から練習であることも忘れ、彼女自身が楽しんでいたようにも思う。

「晴はる希きさん晴希さん！　あっち！　あっちに行ってみましょう！」

　だが、満面の笑え顔がおで手を引っ張るプルミエールを見ていると、悪い気はしなかった。

　デートって何なんだと、身構えすぎていたんだと気付く。目の前にあるものを、純じゆん粋すいに隣となりにいる人と一いつ緒しよに楽しむ──ただそれだけでいいのだ。

　相手が楽しければ、自分も嬉うれしいし楽しくなる。

　それに気づけただけで、この練習は大成功だ。

　──兄のこと。凜りん子この事情。『フェイトクエスト』と運命の女神試し験けん。迫せまる『遊ゆう者しや杯はい』。

　色々なしがらみはまだあるが、自分に腕うでを絡からめ、路上で買ったクレープを幸せそうに頰ほお張ばるプルミエールを見ていると、やはり悪い気はしてこないのだ。

　ポケットから京きよう介すけのプランを取り出す。もう、消化していないイベントは残っていなかった。人の流れは出口方面に動き始め、自然と晴希たちもその流れに乗る。

　時刻は夕暮れ。オレンジ色の西日が、空の低い位置から晴希たちを照らす。プルミエールの金きん髪ぱつが夕日を反射してさらさらと輝かがやいていた。

「晴希さん」

　ずっと彼女の髪かみを見ていたら、ふいにプルミエールが顔を上あげた。

「デート、楽しかったですね」

　金色の瞳ひとみを細め、彼女はニコッと笑う。

「ああ、そうだな」

　それならよかったです──とプルミエールは残りのクレープを口に放り込み、ぺろりと唇くちびるを舐なめる。

「……いつか」

　ふいに、プルミエールがさみしそうに顔を伏ふせた。

「……いつか、私が運命の女神になって、晴希さんがプロゲーマーになっても……」

「ん？」

「……私はずっと、晴希さんのことをちゃんと見守っていますからね」

「え……？」

　急に、胸を締しめ付けられたような気がした。

　……そういえば、考えたことがなかった。

　運命の女神試験が終われば、プルミエールはいなくなる。メッセージウィンドウはなくなり、何度念じても彼女に声は届かなくなる。

　二度と、こんな風に遊びに行くことはできなくなる。

「今日は練習でしたけど、私にはいい思い出になりました」

　プルミエールは静かに微笑ほほえんだ。『フェイトクエスト』は神かみ様さまのゲーム。ゲームには、必ずエンディングがある。

「そんなこと言って……また……いつでも降こう臨りんすればいいだろ……？」

「高位の女神になったら……多分こういうことはもうできないと思います」

「そう、か……」

　日が落ちるのが早い。まだ夕暮れだと思っていたのに、もう夜がすぐそこまで来ていた。

（もう終わりなのか……なんだか寂さみしい……な）

　ゲームを始めた時はいつもワクワクしていて、ずっとエンディングを目指していたはずなのに、ラストダンジョンまで来ると止めたくなってくる。

　終わりが寂しくて、少しだけ怖こわくて──そんな気持ちだ。

（……俺おれたちはそれじゃダメなんだよな）

　晴はる希きもプルミエールも、夢がある。お互たがいがお互いの夢を叶かなえるため、ここまでやってきた。

　彼女は自分のプレイヤーだが、パーティメンバーでもある。止まってなんかいられない。

（ケジメが、必要だな……！）

　晴希が顔あおを上あげると、夕ゆう闇やみに一層光る店を見つけた。

　ドアからＢＧＭと人の声が混じった雑音が漏もれる店──ゲームセンターである。

「……プルミ、最後にちょっとだけいいか？」

「え？　どこ行くんですか」

　京きよう介すけには「デートでは絶対に行くな」と念を押されていたが、チャンスは今しかない。今を逃のがせば、もうプルミエールと出かける機き会かいは二度とないのかもしれないのだ。

　晴希はゲーセンに近づき、店の中へ…………は入はいらない。

　目当ては、ドアの脇わきに並べられている、写真シールプリントの筐きよう体たいだ。カーテンをくぐって狭せまい撮さつ影えい場所に入ると、プルミエールは困こん惑わくしたようにキョロキョロし始める。

「晴希さん？　なんですかここ？」

「なんつーか、記念撮影できる筐体だよ」

　晴希は百円玉を三枚、コイン投入口にすべり込こませる。

「せっかくだし、記念に撮とろうぜ」

　そう言うと、プルミエールは金色の瞳ひとみを大きく見開ひらき、太陽のような笑顔を浮かべた。

「はいっ！」

　晴希も笑みを返すと、アナウンスに従って設定を決めていく。正直に言えば、この筐体を使うのは初めてだった。ゲーセンには通い慣れているが、この筐体が置かれているコーナーは男子禁制、もしくは女性同伴を条件としている所が多い。

「じゃあ……撮とるぞ」

「どうぞ！」

　アナウンスが撮さつ影えいカウントを始める。しかし──

（あれ？　こういう時ってどういう顔かおすりゃいいんだ？）

　設定はできても、撮る心構えがなんにもできていなかった。笑顔？　ピース？　変顔？　プルミエールはいつも以上の笑顔だが、画面に映る自分の顔は目を白黒させている。カウントが進むごとに引きつってさえいった。

　その時。

「晴はる希きさん！　変な顔ですよ？　こういう時は笑顔ですよ笑顔！　笑ってください」

「プルミ!?」

　プルミエールが首筋に飛びついてくる。驚おどろいた瞬しゆん間かんにシャッター音が鳴り響ひびいた。画面に映っているのは、焦あせった自分と、自分に飛びついて笑うプルミエールのツーショット。

（あーくそ、京きよう介すけにいい撮り方教えてもらうんだった……）

　……結局、何度か取り直しの機き会かいがあったが、どうしても顔が引きつってしまい、まともな表情で撮れたのはその一枚だった。フレームも地味目だし、落書きも書くことが思いつかずプレーンのまま。それはまるで、スピード証明写真の機械で撮影したもののよう。

　しかし、受け取り口から出てきた写真を見たプルミエールは、表情を輝かがやかせる。

「すごーい！　シールになってますよ、これ！」

　彼女は早速一枚を剝はがすと、それをコントローラーの後ろに貼はった。そして、残り全てを「はい晴希さん！」と渡わたしてくる。

「え？　二人で撮ったんだから半分こにしようぜ？」

「いいんです。私はいつでも天界から晴希さんのことを見られますから、残りは晴希さんが持っていてください！」

　ぐいっと写真シールを押し付けてくるプルミエール。

「そうか？　……じゃあ、もらっておくよ」

　受け取ったシールを見て苦笑する。世界で唯ゆい一いつ、神かみ様さまとのツーショットに成功した写真だ。

「晴希さんもコントローラーに貼ってくださいね！」

「やだよ、そんなの恥はずかしいだろ」

「もう照れ屋さんなんですね！　……あとでこっそり貼っちゃいますから」

「そっこー剝がす！」

「そしたらまた貼ります」

「ぜってー剝がす！」

　二人はバカなやりとりをしながら帰り道へと戻もどる。明るい撮影場所にいたせいで、一層あたりが暗く感じた。

「そういえば、カップルというのはこういう風にして歩くみたいですよ？」

　プルミエールが再び腕うでにしがみついてきた。

「お、お……おう」

　そのまま二人は一歩踏ふみ出す。

　──その時だった。

「…………晴はる希き？」

「え……？」

　覚えのある声が聞こえた。

　振ふり向くと、夕日を背せに一人の少女が立っている。

「……凜りん、子こ……？」

　彼女の瞳ひとみが大きく見み開ひらかれる。

　プルミエールが、怯おびえるように晴希の腕から手を離はなした。

「あ、あの……凜子さん……これは……」

「──誰だれよ、その子」

　風が吹ふき、夜のように黒い髪かみが、彼女の表情を隠かくす。

「いや、凜子……その……」

　説明を捻ひねり出そうと頭あたまを回転させている間あいだ、凜子が静かに近づいてくる。

「その、凜子──っ」

　甲かん高だかい破は裂れつ音おんが響ひびいた。晴希の顔かおが、横よこに流れる。頰ほおには鋭するどい痛み。

　顔を元に戻もどすと、凜子がこちらをにらみつけていた。

　黒い瞳に雫しずくを浮うかべた彼女は──

「最っ低ッ！」

　そう言い残し、走り出した。

　晴希は呆ぼう然ぜんと、彼女の背中を見つめる。

　小ちいさく見える背中は、人ごみに紛まぎれ、あっという間まに見えなくなった。

「──っ！　晴希さん！」

　先に我に返ったのはプルミエール。

「は、早く！　早く追いかけてください！」

「あ、ああ……」

「早くッ！」

　プルミエールに押され、晴希も凜子が去った方向に走り出した。

　──そんな晴希の背中を、今度はプルミエールが見つめる。

　コントローラーを握にぎり締しめ、裏に貼はった写真を見つめた。

「……どうして……」

　練習だったのに。

　彼と、彼女のための練習だったのに。

「……どうして私は……いっつも失敗しちゃうんだろ……」

　シールの笑え顔がおがずっと遠くに感じるくらい、プルミエールの顔がくしゃっと歪ゆがんだ。







　最悪の気分だった。

　明日のデートに備え、自宅で着ていくものを考えていたら、急に桜さくら沢ざわモールに行きたくなったのが一時間前。目的もなく、何かに操あやつられるように家を飛び出し、急いで駆かけつけたら、今まで感じたことがないくらい嫌いやな光景を見てしまった。

（なんなのアイツ……っ!?　誰だれなのあの子……っ!?）

　明日は自分とデートをする約束だったはず。それなのに、前日に他の子とデートするなんてどうかしている。酷ひどく裏切られた気分。惨みじめで、悔くやしくて、目の奥おくが熱あつい。凜りん子こは勢い任せに足を進め、桜沢モールから遠ざかっていく。

　別に……自分と晴はる希きは付き合っているわけではない。祖父の会社が、彼の兄と手を組むため、表面的に仲良くしなくてはいけないだけだ。裏で彼が誰とデートしようが、誰を好きでいようが、どうでもいいはず。

（……そうよ……別に私たちは付き合ってるわけじゃないんだし……）

　なのにどうしてここまで心乱されるのだろうか。それがわからなくてイライラする。彼が知らない子と腕うでを組んでいるのを見た時、まるで心がミキサーで搔かき回されたように揺ゆれ動き、気付いたら手が出ていた。

（……相手の子、すごく可愛かわいい子だったな……）

　自分が晴希を叩たたいた時に、彼の隣となりで愕がく然ぜんとしていた少女を思い出す。

　同性から見ても、見とれるくらい可愛い女の子だった。外国人だろうか？　一度その姿を見てしまうと、自分の重たい黒くろ髪かみや、やや釣つり気味の瞳ひとみ、慎つつましい胸の膨ふくらみなんかを気にしてしまう。今までそんなことで劣れつ等とう感かんなんて感じたこともなかったのに……。

（アイツも……楽しそうだった……）

　気分の落ち込こみと、激げき情じようの収まりに伴ともない、歩むスピードも緩ゆるまっていく。いつしか怪け我がした足の痛みも思い出した。まだ完治していないのに、感情に任せて走ったりしたためぶり返したらしい。誰かに摑つかまりたかったが、誰もいない。

「凜子っ！」

　ふいに背後から名前を呼ばれ、凜子はハッと我に返る。しかしすぐには振り向かず、間まを一秒、沈しずんでいた表情を怒おこり顔に戻もどし、ゆっくり後ろを向いた。

「何よ？」

　息を切らす晴はる希きをにらみつける。彼はバツが悪そうに頭あたまを搔かきながら、目を泳がせた。

「いや、あの…………えーとだな……すまん」

「なんで謝あやまるの？　私たち付き合ってるわけじゃないんだし、別にいいんじゃない？」

　──なら、どうして叩たたいたんだろう。最低なんて言っちゃったんだろう。心のどこかで、自分が自分を責めてくる。

「だから……誤解で、プルミ──じゃなくて、アイツとはその……」

　晴希はなんと言うか迷うように、言葉を詰つまらせる。

「……アイツとは、明日のお前とのデートの練習をしていて……」

「何を言うかと思えば……」

　言葉を詰まらせた上うえに、あんな可愛かわいい子がデートの練習に付き合うはずがないと思った。

「そんなの、信じられるわけないでしょ」

「いやマジなんだって！　明日失敗しないように、アイツが手伝ってくれるって言うから──」

「もっとマシな言い訳してよね──もういいわ」

　凜りん子こは踵きびすを返し、晴希に背せを向けて歩き出す。

　もう顔かおも見たくない。──はっきり……自分とは会社の関係上の付き合いで、本命は彼女だと言ってくれた方が納得できる。こんな調ちよう子しじゃあ、明日のデートは無理だ。

「──ッ！　凜子っ！」

「何よ──っ！」

　苛いら々いらと振ふり返ろうとした──その時。

「っ!?」

　突とつ然ぜん、背後から晴希に抱だきしめられた。予想外のできごとに、思考が止まる。

　身体からだが熱あつくなるが、それが怒いかりか恥はずかしさかもわからない。

　ただ条件反射で、再び平手が出そうになった──その瞬しゆん間かん。

「見つけましたぁぁぁぁっ！」

「え？」

　自分の目の前に、人が墜つい落らくしてきた。轟ごう音おんが上あがり、コンクリートの地面にヒビが入はいる。あと一歩踏ふみ出していたら──晴希が抱きしめていなかったら、ぶつかっていたかもしれない。そう思った瞬間、足あし腰こしから力が抜ぬけ、へなへなと晴希に体を預けてしまう。

「は、晴希さん！　追いつけたんですね！」

「いや……追いつけたけど……お前なぁ……」

　墜落してきたのは、先ほど晴希と腕うでを組んで歩いていた少女だった。地面が割れるほどの衝しよう撃げきだったのに、少女はケロリとしている。晴希も晴希で、まったく疑問を抱いだかずに呆あきれたようにため息をついているだけだ。

「え……？　生いきて……る……？　なん、で……？」

「あー……コイツは丈じよう夫ぶなんだよ」

「そっ、そんなレベルじゃないでしょ!?　何でアンタは落ち着いてるのよ！　私がおかしいの!?　っていうか、どこから落ちて──」

　状じよう況きようについていけず、目が回りそうだった。

　そんな混乱する凜りん子このもとに、墜つい落らくしてきた少女はわたわたと駆かけ寄ってくる。

「凜子さん！　さっきのは誤解で──あっ」

　目の前まで駆け寄ってきた少女は、こちらの姿を見て安心したように息を吐はく。

「よかったぁ……仲直りできたんですね」

「「は!?」」

　晴はる希きと凜子は同時に声を上あげた。顔かおを見合わせると、完全に背後から抱だきしめられている態勢になっていることに気付く。

　そして、互たがいの体温が一気に熱あつくなるのを感じた。

「ちょ、いつまでこうしてるのよ！　ははは離はなしなさいって！」

「いやいや！　お前、腰こし抜ぬけてんじゃねーか！」

「ちょちょちょっと！　ちゃんと持ちなさいよ！　ズレてきてるじゃない！」

「どっちなんだよ、ちくしょう！」

　晴希に背後から抱きしめられている凜子は、足腰に力が入らない。ズルズルと体が下したにずり落ちてきている。それに伴ともない、シャツがどんどんめくれ上がっていた。

「は、早く早く！　み、みみみ見えちゃうでしょ!?」

「痛ッ、痛いってぇ！　見ないし、わかったから叩たたくなって！」

「あわわわっ！　た、大変です！　隠かくさないと！」

　言うや否や、金きん髪ぱつ少女がおもむろに────凜子の胸を鷲わし摑づかみにした。

「ぁ──」

　凜子は息を漏もらしてビクリと体を震ふるわせ、晴希は目玉がこぼれ落ちそうなほど目を見み開ひらく。

　金髪少女は一仕事終えたような顔で──

「見えないように隠しました！」

「ぁ」

「お前、何してんだよ!?」

「ええっ!?　だ、ダメですか!?」

「ぁ、ちょ、やめ──」

　──結局、凜子はゆっくり地面に下おろされて事なきを得た。金髪の少女は水飲み鳥のようにペコペコ謝あやまったあとで、デートの相手だったはずの晴希を置き去りにして、どこかに去っていってしまう。

　お二人が仲直りできてよかったです──と言い残し。

「…………なんなの、あの子」

「あーいう奴やつなんだよ……」

　道の脇わきに座った凜りん子こは、プルミエールが去っていった方向を見て呆あきれた。隣となりで壁かべに背中を預けた晴はる希きは、額ひたいを押さえて苦にが々にがしく呟つぶやく。トラブルとパニックのあとですっかり冷静になってしまい、少し前まで心がぐちゃぐちゃに乱れていたことも忘れてしまいそうだった。

「ふーん……でも、あの子なら『練習しましょう』なんて言いそうね」

「だろ？　俺おれもびっくりしたんだよ……」

　苦笑する晴希を見て、凜子はその時の光景がありありとイメージできた。嫌いやな気持ちは完全にどこかへ行ってしまい、思わず笑みが溢あふれる。

「……あのさ」

　凜子は少し俯うつむき、地面を見つめる。

「……疑ってごめん……」

「いいよ。勘かん違ちがいされてもしょーがねー状じよう況きようだったし」

「……叩たたいてごめん」

「いいよ。レベルアップしてなかったらヤバかったけど」

「なにそれ？　またゲームの話？」

　彼はいつもゲームの話ばかりだ。でも、それがいつもの関係に戻もどれたような気がして、凜子は微笑ほほえむ。

「ていうか…………私のために、練習してくれたんだよね……」

「え、ああ……まぁ……な」

「……じゃあ……さ」

　凜子は次の言葉を出すか迷う。

　言っていいのか？　図ずう々ずうしくないか？　色々考えてしまうが……自分の願がん望ぼうが優まさった。

「……明日のデート、楽しみにしてていい？」

　尋たずねると、晴希はきょとんとした顔かおで見つめ返してくる。

「あ、ああ……いいぜ」

「わかった」

　安心で、胸の奥おくが温かくなった。あんなに酷ひどいことをしたのに、彼は変わらず約束を守ろうとしてくれている。無ぶ粋すいでどうしようもないゲームバカだけど、優やさしい男なんだ。

　──やっと、自分の気持ちに気付く。

　会社のためとか、祖父のためとか、色々なしがらみはあったが、結局のところ──

（私……楽しみにしてたんじゃない）

　ふふっ──と思わず笑みが漏もれてしまう。

「何笑ってんだよ」

「何でもない。……それより一つ……わがまま言っていい？」

「いいけど？」

　彼の優やさしさに、もう少し甘あまえてみたい。

「じゃあ……あの子と同じデートコースは、嫌いやだから他のにして」

「え？」

「……せっかく練習してくれたところ悪いけど……」

　そっと、金きん髪ぱつの少女が去った方向を見つめる。

「……あんなに可愛かわいい子と練習したあとじゃ、きっと晴はる希きは楽しくないと思うから……」

「そんなことねーと思うけど……」

「私は女だからわかるの」

「デート未み経けい験けんのくせに何言ってんだ」

「うっさい、ばーか。晴希も似たようなものでしょ」

「ぐっ、それを言われると……いいところ考えとく」

　困ったように頭あたまを搔かく彼を見て、凜りん子こは微笑ほほえんだ。

「ありがと」














　　第６章　真実の代だい償しよう









　──とりあえず、凜りん子ことのデートが台無しにならなかったことに安心するプルミエールだったが、どうにも彼女の心は晴れなかった。

　晴はる希きのためにしたはずのことが、ことごとく裏目に出てしまう。いくら彼のためにと頑がん張ばってみても、悪い方へ転がってしまう。今はいい……なんとか取り返せている。青春ステータスも上あがり、このまま行けば運命の女め神がみに合格できるかもしれない。

　……だが、その先はどうなる？

　運命の女神になったら、もう晴希とは会えない。助けてくれる人はいない。

　自分が運命の女神になっても大だい丈じよう夫ぶなのだろうか──そんな不安が心に取り付いていた。

　二人を仲直りさせようとしている時は必死だったが、一人になると不安ばかりが押し寄せてくる。

「プルミエール」

　天界に戻もどり、『フェイトアカデミー』内をうつむき気味に飛んでいると、ふいに声をかけられた。

「あ……教きよう頭とう先生」

　力なくプルミエールは返事をする。しかし彼女の声以上に、教頭の顔かおは暗かった。

　少なくとも、プルミエールにはそう見えた。

「少しだけ私の部屋に来てくれないか？」

「え……？　いいですけど……？」

　ドジな自分は、呼び出されて怒おこられることもたくさんある。しかし、教頭に呼び出されるのは初はじめてだ。彼に怒られるような真似まねは────

（あ……いっぱいしてる）

　カツラを剝はいだり、被かぶせたり……視し線せんをそらすが、一度了りよう承しようしてしまった手前、今いま更さら逃にげるわけにもいかない。

　仕方なく、プルミエールは教頭のあとに続いて彼の私室へと足を踏ふみ入いれた。

　教頭の部屋には、ネイビーの絨じゆう毯たんが敷しき詰きめられている。堅けん牢ろうな書しよ棚だなにはタイトルを見るのも嫌いやになるほど小こ難むずかしい本と、額がくに入れられた「フェイトアカデミー教頭就任状」や「運命の女神試し験けん　試験監かん督とく者しや証書」などが飾かざられていた。カーテンの引かれた窓を背せに、オーク材のデスクがひと組。

　教頭はそのデスクに近づくと、椅い子すには座らず、カーテンで遮さえぎられた窓の方を向いた。

「……最近、『フェイトクエスト』は順じゆん調ちようなようだな」

「あ、はい……」

　しゅんとした声色でプルミエールは頷うなずく。今までだったら、褒ほめられたら飛び跳はねて喜べたのに……一度自分の「適性」というものを考えてしまってからは、どうにも複雑な心境だ。

「正直なところ……お前は運命の女め神がみに向いていると思っている」

「……え？」

　思いもよらぬ言葉に、プルミエールは顔かおを上あげた。

　教きよう頭とうはこちらに背せを向けたままである。

「前々から思っていたのだが、お前ほど熱ねつ心しんな候補生はいない。素直で成長も……まぁ、早い」

「ほ、本当ですか……？」

「ああ。何百人という運命の女神候補生を見てきたが、その中でもお前はピカイチだ」

　プルミエールの表情に笑みが戻もどる。重たかった瞼まぶたが、ぱぁと開ひらいた。

　自分は、向いていないことはないのかもしれない。頑がん張ばっていると、見てくれている人もいる。試し験けん監かん督とくの教頭が言うならば、間ま違ちがいないのかもしれない──そんな希望が、プルミエールの沈しずんでいた心をすくい上げた。

「さすが……アトロポスの娘むすめだな」

「え？　お母さん？」

　プルミエールが首を傾かしげると、教頭はゆっくり振ふり向いた。

「アトロポスは優ゆう秀しゆうな女神だ。お前にも、その素そ質しつはしっかり受け継つがれているようだな」

「そ、そうですか？　お母さんも喜ぶと思います」

　母を褒められると、自分のことのように照れてしまう。母が凄すごい運命の女神だということは、もちろん知っていた。数々の人間を正しい運命に導みちびいてきたという。『フェイトクエスト』で人間を短期間でレベル１００にしたのは、運命の三女神だけだ。

　自分にもその素質があるならば、いつか晴はる希きのこともレベル１００にできるんじゃ、なんて思ってしまう。

「母の名に恥はじぬよう、これからも頑張りたまえ」

「は、はい！」

「お前なら、きっと運命の女神になれるはずだ」

「はいっ！」

　教頭が、不ふ敵てきに笑った。

「しっかり……有あり野の晴希の〝夢〟を壊こわしてやるんだぞ？」

「え…………今何て？」

　一いつ瞬しゆん、何を言われたのかわからなかった。

「あ、あの……教頭先生……それいったいどういう意味でしょう……？」

　おずおずと聞き返すと、教きよう頭とうは惚とぼけるように首を傾かしげて微笑ほほえむ。

「そのままの意味だが？」

「え……あ……え……？」

　プルミエールは言葉が出てこない。目を白黒させるプルミエールの視界に、『フェイトクエスト』のウィンドウが浮うかび上あがった。見ると、教頭がコントローラーを操そう作さしている。ウィンドウに表示されているのは、候補生の女め神がみの一いち覧らん。教頭はその中から、プルミエールの名前を選せん択たくした。

　そこに表示されたのは【アトロポスの血けつ統とう】のスキル。

「お前の母は、アトロポス……運命を断ち切る女神だろう？」

　教頭が、ゆっくりと近づいてきた。

「他の女神は、幾いく重えにも枝分かれした運命を、正しい方向に導みちびくことで人間を操作するが……」

　教頭の手が、プルミエールの肩かたに置かれた。

「しかし【アトロポスの血統】は、邪じや魔まな運命を壊こわして人間を導く」

「そ、それって……」

　手を置かれた肩が震ふるえる。嫌いやな想像が止まらない。

「──お前は、有あり野の晴はる希きの夢を邪魔すればするほど、運命の女神に近づけるのだ」

　そういえば……と思い当たる節が、ありすぎた。自分が晴希を助けようとすると、必ず裏目に出てしまっていた。自分の能力は、そういう能力なのだ。

　プルミエールが干かん渉しようすること、イコール運命を壊すこと、だった。

「で、でもっ！」

　頭あたまを振ふり、すがるような目で教頭を見上げる。

「でも……運命の女神になれれば、また人間の運命を導けますよね？　壊すことだけが運命の女神じゃないですよね」

「おかしなことを言うなぁ？」

　自分を見み下おろす教頭の目は、酷ひどく優やさしい。

「アトロポスの血統を継つぐお前は特別だ。お前の壊した運命は、決して二度とは戻もどらない」

「じゃ、じゃあ……」

　嫌だ嫌だ。そんなの嫌だ。

「私が……私が運命の女神になったら────」

　彼のことが好きだったから、夢を叶かなえてあげたいと思ったのに。

「──有野晴希は一生、夢を叶えられない運命になるってことだ」







　思い返せば、母が『フェイトクエスト』でプレイする人間は、どれも酷い人間ばかりだった。

　暴ぼう力りよく的てきな者、噓うそばかりをつく者、他者を顧かえりみない者──しかし、母が運命を操そう作さすると、そういった人間は徐じよ々じよに改心していく。

　それが「運命を断ち切る女め神がみ」の役割なのだ。いずれ他者を傷つけ殺あやめてしまうような人間の運命を壊こわし、正しい道へと導みちびいていく。それは素晴らしいことだ。世界を、ほんの少し優やさしくできる。自分もそんな優しい女神になれたら──と思っていた。

　でも、運命の女神になるためには──

「おい、プルミ」

　名前を呼ばれ、はっとプルミエールは顔かおを上あげた。見ると、晴はる希きが自室のデスクにへばりついている。彼が疲つかれたようにため息をつくと、デスクに飾かざられた『フェイトローズ』のガラス管が少しだけ曇くもった。

「な、なんでしょう晴希さん」

「なんでしょうじゃねーって……お前も少し考えてくれよ……」

　そう言って晴希はルーズリーフをひらひらさせる。タイトルには「デートコース」と書かれているものの、「10時集合」以降は真っ白だった。

　──日にち曜よう日び。凜りん子ことのデートは来週に持ち越こしになったものの、彼女が「プルミエールと同じデートコースは嫌いや」と言い出したので、考え直しになったのである。

「……私より、京きよう介すけさんの方が力になってくれると思います……」

「いやぁ……さすがに今回は頼たのめねーよ。頼んだら詳くわしい説明しろって言われるに決まってるし……お前と練習デートしててその後、修しゆ羅ら場ばになったなんて言えねーからな」

「…………ごめんなさい」

「あ、いや……練習はやっぱしておいて成功だったって思ってるし……」

「……なら、よかったです……」

　プルミエールは俯うつむく。晴希はバツが悪そうにペンの尻しりで頭あたまを搔かくと、再びルーズリーフに向き直った。しかし、やはりペン先は白紙の上うえに乗らない。デートプランを思いつかなくて、今にもゲームハードの電源や、本ほん棚だなの攻こう略りやく本に手が伸のびそうである。

　だが、彼は手を伸ばさない。なんとか机にかじりついている。

　本気なのだ。真しん剣けんなのだ。プルミエールを運命の女神にするため、自分の夢を叶かなえるため、大好きなゲームを差し置いて、慣れないデートプランニングに四苦八苦している。

　プルミエールは……何もできない。昨日、教きよう頭とうに自分の「女神の資質」を知らされてから、ずっと悩なやんでいた。自分が運命の女神になれば、晴希の夢は叶わない。晴希の夢が叶えば、自分は運命の女神になれない。

　二つに一つ『運命の二律背反』……とでも言うのだろうか。プルミエールは選えらべなくて、結局なにもすることができない。

　──ふと、壁かべにかかったカレンダーが目に留とまった。

　来週の日にち曜よう日びに、『遊ゆう者しや杯はい』と赤く書かれている。しかし、それは上うえから二本線せんで消され、「凜りん子ことデート」と書き加えられていた。

「……晴はる希きさん」

「んー？」

「遊者杯は……出ないんですか？」

「あー……」

　晴希は机から顔かおを上あげ、椅い子すの背せもたれに体を預ける。

「悔くやしいけど、今回は見送るしかねーな。凜子との約束もあるし、そもそも準備できてねーし」

　晴希は頰ほお杖づえをつき、深くため息をつく。

「……いいんですか？」

「……よくはねーけど、仕方ねーよ。色々しがらみもあるし、忙しくて暇ひまがねぇ」

　晴希はデスクに置きっぱなしのゲームタイトルに手を伸のばす。それは、『遊者杯』の課か題だいタイトルだった。しかし、まだパッケージフィルムすら外していない。

　少し前の彼では、考えられなかったことだ。プルミエールは、彼と顔を合わせる前から見ているから知っている。彼は発売日に徹てつ夜やで並び、買ってからもまた徹夜でプレイするような男だった。寝ね不ぶ足そくの赤い目をキラキラさせ、「おもしれー！」「さいこー！」と独り言を言いながら幸せそうにプレイしていた。

「……ははっ」

「どうしたんですか？」

　急に小ちいさく笑った晴希に、プルミエールは首を傾かしげる。

「……なんつーか、不ふ思し議ぎだな──って思ったんだ」

「……なにがですか？」

　晴希は、そっと新品のタイトルを机に置く。

「俺おれがさ、『忙しくてゲームする暇がない』とか言うなんて──って思ってよ」

　プルミエールは、膝ひざの上に置いた手を握にぎり締しめる。

「……少し、不安になるな……」

　晴希は頭あたまの後ろで手を組み、天てん井じようを見上げる。

「夢を叶かなえるためなのに……どんどんゲームへの気持ちが消えていってるような気がしてさ」

　感じたことのない不快感が、プルミエールの胸に渦うず巻く。

　──もう、我が慢まんできない。

「──晴希さんの好きにすればいいじゃないですかッ!?　私に言われてもわかりませんよ!!」

　胸にへばりつく不快感を、言葉にして吐はき出してしまう。

　収まらなかったこの気持ち悪さは、涙なみだにもなって目からこぼれ落ちてくる。

「え……あ……悪いプルミ……ちょっと不安になって、つい愚ぐ痴ちっちまって……本当にどうしたんだろうな俺おれ……今まで通り一いつ緒しよに頑がん張ばればいいんだよな」

　初はじめて聞いたプルミエールの怒ど鳴なり声に、晴はる希きは謝あやまる。

　でも、そんなの意味はない。だって──怒おこっていたわけではなく。

「私だって不安なんです……私の操そう作さ一つで晴希さんのこれからの運命が決まっちゃうんですよ……私だってどうしたらいいのかわからなくて……」

　プルミエールはコントローラーを握にぎり締しめる。

「急に何言ってんだよ。今まで二人で協力プレイしてここまできたんだから、これからだって大だい丈じよう夫ぶだろ!?」

　晴希は立ち上あがろうとしたが、体が動かないことにはっとする。

　プルミエールが、コントローラーを握っているのだ。

「協力プレイってなんですか……結局、最後に晴希さんの運命を決めてしまうのは……私なんです……」

　コントローラーを握る手に、どんどん雫しずくが落ちていく。

「だから……どうしたらいいのかわからなくて──」

　涙なみだで顔かおをくしゃくしゃにしたプルミエール。

「──私は……」

　プルミエールはだらりと手を下さげる。

「……運命の女め神がみなんか目指しちゃいけないのかもしれない……」

　そして、窓から空そらに向かって飛び出した。同時に晴希の体に自由が戻もどる。

「お、おいプルミ！」

　晴希は慌あわてて手を伸のばしたが、届かない。そればかりか、動けない状態から急に動いたため、バランスを崩くずして椅い子すから転げ落ちてしまった。デスクに頭あたまをぶつけ、無造作に積つんでいた情報雑誌や攻こう略りやく本がバサバサと落ちる。

『痛いってぇ……っ！　お、おいプルミ！　プルミ!?』

　脳内で話しかけるが、返事は帰ってこない。

「……どうしたっていうんだよ……あいつ……」

　呟つぶやき、ふと自分の手の下した敷じきになっている攻略本に目を留とめる。

　開ひらかれたページには「アトロポス」という名前とグラフィックが載のっていた。

　プルミエールとは似ても似つかない、禍まが々まがしいデザインの女神の説明には──

「アトロポス……運命を断ち切る……女神？」







「プルミっ！」

　日が暮れるまで街中を駆かけ回り、ようやく俯うつむく金きん髪ぱつを見つけた時、晴希は思わず叫さけんでいた。顔かおを上あげた彼女はとっさに飛び立とうとしたが、その前に晴はる希きは彼女の腕うでを摑つかむ。

「は、晴希さん……」

　諦あきらめたプルミエールは、怯おびえたような表情でこちらを見つめる。晴希は大きな金色の瞳ひとみを見返しながら、全力疾しつ走そうで乱れた息を整ととのえた。

　探して探して、見つからなくて吐はきそうなほど不安だった。もしかしたら天界に帰っているかもしれないと何度も思ったが、探すのを止やめられなかった。

　ようやくたどり着いたのは、初はじめて出会った──桜さくら沢ざわアリーナに続くベンチ。

「……ごめんなさい」

　晴希の息が落ち着いた頃ころ、プルミエールは俯うつむいてぽつりとこぼした。

「なんで……謝あやまるんだよ……」

　プルミエールは俯いたまま答えない。

「アトロポスのことと、何か関係あるのか……？」

　びくりと彼女の肩かたが波打った。晴希は確かく信しんすると、彼女の隣となりに腰こしを下おろす。逃にげられるかもしれないという不安から、腕は握にぎったままだ。

　プルミエールは何も話そうとしない。

　だから晴希は、黙だまって空そらを見上げた。暮れかけた空。西側に太陽が傾かたむき、東側からは夜がオレンジ色の空を徐じよ々じよに食らっている。

「……わかっちゃったんですね」

　ずっと黙ったままだったプルミエールが、震ふるえる声をこぼす。

「私の、お母さんはアトロポス……私もその血を受け継ついでいるんです」

「アトロポスの血けつ統とう……運命を断ち切る女め神がみってことか」

　思い出すのは、練習デートの時に見た【アトロポスの血統】というスキルのこと。あの時、彼女は気にした様子はなかった。だから晴希は気にも留とめなかったが……攻こう略りやく本を見て違い和わ感かんを覚えたのだ。

　人間を導みちびく運命の女神でありつつ、運命を断ち切るという力に。

「……私は、運命を壊こわす女神だったんです」

「それって、何なんだ……？」

「そのままの意味です……私は、枝分かれした人間の運命を壊して、道を一本に絞しぼるんです」

　摑んだ彼女の腕が、小こ刻みに震えているのがわかる。

「人間が……他の運命に進まないようにして、導く女神なんです」

「それで……運命を断ち切る女神っていうのか……」

　例えるなら、「道しるべ」と「爆ばく弾だん」。

　他の女神が「道しるべ」のように運命の行先を示すのならば、プルミエールは「爆弾」で他の運命の行先を塞ふさぎ、残った道だけを選えらばせる残ざん酷こくな女神。酷ひどい人間に対して使えば良い方向に導みちびくこともできるが、晴はる希きの場合は違ちがう。夢を奪うばう、ということだ。

「それじゃあ、お前が俺おれの運命を導こうとすると……」

　プルミエールが、うなだれるように頷うなずく。

「私が晴希さんに青春させると……晴希さんはプロゲーマーの道から遠ざかっていくんです」

　ぽつぽつと、俯うつむいた彼女の瞳ひとみから雫しずくが滴したたる。

「私が運命の女め神がみになると……晴希さんの夢は叶かなわなくなるんです……」

「……そんな……」

　体中から、力が抜ぬけるようだった。

「それじゃあ……今までやってきたことは、無む駄だだったってことか……？」

　興きよう味みのない青春を強要され、選せん択たく肢しに振ふり回され、大事な大会の練習もロクにできないまま、鼻先に餌えさをぶら下さげられた馬のように、絶対に届かない希望を信じ込こまされて走らされていたのか。

「ごめんなさい……ごめんなさい……ごめん、なさい……っ」

　晴希の左手は、皮ひ膚ふに爪つめが食い込むほど握にぎり締しめられていた。意い識しきしていないと、彼女の腕うでを摑つかんでいる右手にも力が入はいってしまいそうだ。

　絶望。放心。虚きよ無む感かん。そんなものに体を支配されてしまっている。目から光が消えていくようだ。「ごめんなさい」と繰くり返すプルミエールの言葉で、メッセージウィンドウが埋うまっていく。懺ざん悔げの言葉で視界を覆おおわれ、何も見えない。

「…………晴希さんは……自分の夢だけを追いかけてください……」

「え……？　お前はどうするんだよ？」

　メッセージウィンドウに現れた「ごめんなさい」以外の言葉に、晴希は隣となりを向く。

「お前だって夢はあるだろ……頑がん張ばってきたじゃないか……」

「私のことは……もういいんです」

　プルミエールは顔かおを上あげ、赤くなった目を細め、力なく微笑ほほえむ。

「……私が晴希さんと会った時点で本当は失格だったんですもの……」

「でもさ……」

「いいんです……最後に、楽しい思い出もできました」

　プルミエールはコントローラーを裏返し、裏に貼はってある写真シールを見つめる。それから袖そでで目元をこすると、ぎこちなく、いつものように笑みを浮うかべてみせた。

　でも、全然うまく笑えていない。

「私……幸せだったんです」

　心からの言葉が、心に染み込んでくる。

「女神が人間と会うことは、ほぼありません。……だけど私は……晴希さんとお話しできて、一いつ緒しよに出かけて……一緒にいろいろ楽しめて……それから」

　プルミエールは、壊こわれやすい宝物のように、コントローラーを胸に抱かかえる。

「一いつ緒しよにご飯食べて……美味おいしいものも、甘あまいものも食べて……あ、歩いて、写真も撮とって、い、い、一緒に、ゲームして、た、たくさん……たくさん……思い出……っ」

　必死に笑おうとしていた彼女の顔かおが、くしゃくしゃになっていく。

「だから、晴はる希きさんはもう青春しなくても──」

「──ふざけんなッ！」

　その先の言葉を聞きたくなくて、晴希は思わず怒ど鳴なっていた。びくりとプルミエールの表情が凍こおる。晴希は摑つかんでいる腕うでを引き寄せ、プルミエールの顔を正面から見つめた。

「……俺おれだってな……っ！」

　脳裏をめぐる、彼女と出会ってからの日々。

「……俺だって……楽しかったんだよ……っ！」

　最初は、「青春を謳おう歌かする」なんて時間の無む駄だだし、冗じよう談だんじゃないって思ってた。

　青春なんか興きよう味みない。ゲームさえできればいい。プロになりたい。それだけだった。

　──でも、今は違ちがう。

　お高く止まっただけのお嬢じよう様だと思っていた凜りん子こは、実は純じゆん粋すいで素直な顔を持っている子だったんだってわかった。林間学校で迷った末に見た、街の明かりは忘れられない。

　京きよう介すけが本当にイイ奴やつだってわかった。三人で肩かたを組んで夜道を歩く、心地よい一体感。今でも凜子がいないところでは、彼女が作ったカレーをネタに京介と笑い合える。練習デートのプランニングの時なんて、まるで自分のことのように真しん剣けんに考えてくれた。いくら感謝しても、し足りない。

　プルミエールと出会ってから、今まで知ることができなかった楽しさを知ることができたんだ。

　思い出せ。思い出せ。思い出せ！

「楽しかったんだよ……京介や、凜子や……お前といられて、俺だって楽しかったんだ……」

　今までゲームしか楽しいことを知らなかったから、中々気付けなかった。

『フェイトクエスト』を通して、人生を経けい験けんして、経験値を得て、レベルを上あげて気付けた。

「俺……高校なんて早く終わればいいって思ってた。独り立ちできれば、自分の好きなことができる。今は何一つ自由にならなくて、早く大人になりたいって思ってた……ガキだったんだ」

　でも、今ならわかる。

「デート練習クエストで、お前といつか離はなれなきゃって思った時……気付いたんだ」

　あの時の寂さみしさを、今なら言葉にできる。

「俺、すげー楽しくて……ずっと、このままでいたいって思ったんだ」

　そんなことは叶かなわないとわかっている。

　わかっているからこそ、手放したくない。

　気付いたんだ。

　──移り変わり、過ぎ行く日々の愛いとおしさを人々は『青春』と呼ぶことを。

　彼女と過ごした日々が、もう終わりだなんて思いたくない。

「だから、もういいなんて言うな！」

　プルミエールの手が、晴はる希きの服を摑つかむ。

「でも……これ以上晴希さんが青春しちゃったら、プロゲーマーになれないんですよ!?」

「うるせぇっ！　俺おれは青春すんのだって楽しいって気付いちまったんだよ！」

「じゃあ、プロゲーマーの夢は──」

「もちろん諦あきらめるわけねぇだろッ！」

　プルミエールは呆ほうけたように口を開あける。涙なみだも引っ込こんでいた。

「なっなっなっ──」

　プルミエールは愕がく然ぜんと言葉を詰つまらせる。

「わ、私の話聞いてましたか!?」

「聞いてたよ！　どっちかしか取れないなんておかしいだろ？　俺は青春もして、夢も叶かなえんだよ！」

　プルミエールは口をパクパクとさせる。

　晴希は大きく息を吐はくと、彼女の肩かたに手を置いた。

「……俺は嬉うれしかったんだ。プルミが俺の夢を応おう援えんしてくれて……」

　その嬉しさ、心強さ、何物にも代かえがたい。

「だから、お前が俺の夢を応援してくれたように、俺もお前の夢を応援したいんだ」

「そんな……どうやって……」

「それは……これからお前と俺とで一いつ緒しよに考えるんだよ」

　晴希は正面を向き、ベンチに浅く腰こし掛かけ、背せもたれにもたれかかる。

「……まだ攻こう略りやく法ほうは見つかってないけど……諦めたくないんだ。『フェイトクエスト』だってゲームだろ？　俺は今まで一度もゲームで諦めたことはねぇ。それが人生をかけたゲームならなおさらだ」

　晴希の眼光が、徐じよ々じよに強まっていく。

「──俺にクリアできないゲームはないんだ」

　ずっと摑んだままだった腕うでを離はなす。

「俺の腕を信じろ……プルミ」

　離した手を、そっと、彼女の手に絡からませた。

「そんな……何言ってるんですか、晴希さん……」

　優やさしく、プルミエールが手を握にぎり返す。

「疑ったことなんて、ありません……」

　彼女の瞳ひとみに溜たまった雫しずくが、頰ほおを伝った。

「晴はる希きさんがとってもゲームが上手なこと、私が一番知ってます」

　握にぎる手に力を入れると、彼女も握り返してくる。

「不ふ思し議ぎです……晴希さんがクリアできるって言うと、できそうな気がしてきちゃいます」

　プルミエールが微笑ほほえむ。

「俺おれを誰だれだと思ってんだ。日本一のプロゲーマーになる男だぞ」

　晴希も微笑み返した。

「そうですよね……そうですよね！　晴希さんなら、絶対になれますよね！」

　今まで以上に、心に力がみなぎっている。

　なんでもできそうな気がする。

「ありがとうプルミ……協力すればピンチだって乗り切れる……一いつ緒しよに頑がん張ばろうぜ」

　その気持ちはまるで、ラスボス前に体力を回復してもらったようだった。







「あのさ……私、デートはしたことないけど……でも」

　昼休み──すっかり屋上の常連となった凜りん子こが、風ではためくチラシを眺ながめながら呟つぶやく。

　練習デートの誤解が解け、いくぶん機き嫌げんが治ったように思えた彼女だが、またもヘイト値が徐じよ々じよに上あがっているのを感じていた。

「そんな私でも、このデートプランは『ない』ってわかるわ……」

　チラシ越ごしに、ジト目になった凜子の顔かおが覗のぞく。

　そのチラシに書かれているのは、ゲームのイベント『遊ゆう者しや杯はい』のスケジュールだった。

「バカかお前っ！　この大会は絶ぜっ対に楽しいって！」

「えぇ～？」

「巨きよ大だいスクリーンに映るグラフィック！　ライブ仕様のスピーカーから流れるＢＧＭ！　プロ志望プレイヤーの一秒を争う戦い！　一万人以上の熱ねつ気き！　どうだ!?　アツいだろ!?」

「スポーツ観かん戦せんみたいなもの？　よくわかんないんだけど……」

「物ぶつ販ぱんだって最高だぜ!?　ドリンクはポーションとかグレート回復薬やくが売られてるし、食い物はこんがりマンモス肉とか、ドラゴンステーキとか!　コンビニで期間限定だったスライム中ちゆう華かまんも遊者杯なら再販してくれるんだぞ!?」

「美味おいしそうと思えるものがないんだけど……」

　凜子は眉まゆを顰ひそめる。当然と言えば当然だ。お嬢じよう様として育ってきた凜子が食べたこともないものばかり。ゲームをイメージしていると言われても、よほどのゲームファンでなければ、心惹ひかれはしないだろう。ゲームに触さわったこともない女の子ならなおさらだ。

「……やっぱダメか？」

「嫌いやっていうか……初はつデートがコレでいいのかって葛かつ藤とうがあるっていうか……」

　凜りん子こはブツブツ呟つぶやく。メッセージウィンドウの文字まで小ちいさくなるから、聞き取れないし読み取れない。

「あの金きん髪ぱつの子としてたような普ふ通つうのデートに憧あこがれるんだけど……でも、やっぱり練習とはいえ他の子と同じデートは何かもやっとするし、そもそも腕うで組むとか無理だし……それでもやっぱりロマンティックなシチュエーションは体たい験けんしてみたいし……いや、そもそもこれは会社のためであってデートのフリするだけだし……」

　凜子はブツブツ呟きすぎて、頭あたまから煙けむりが出そうである。晴はる希きも小さすぎるメッセージウィンドウの文字を見るのを諦あきらめている。

　なんにせよ、乗り気ではない。

（やっぱ無理があったか？　デートとプロゲーマーへの道……両立するには『遊ゆう者しや杯はい』デートが完かん璧ぺきと思ったけど……）

「……やっぱ普通のデートが……いいよな……すまん」

「え？」

「いや、せっかくの初デートで興きよう味みねーもんに付き合わせるのも可哀かわい想そうだしさ」

「で、でもこの大会、出たいんでしょ……？」

「あー、まーそれはいいよ。俺おれが勝手に練習デートとかしてたのが悪いんだし」

「で、でもそれも……その、私のためにしてくれてたんだし……」

　凜子は手に持ったチラシを穴があくほど見つめる。持った手はぶるぶる震ふるえ、今にも真っ二つに破いてしまいそうだ。

「…………やっぱりこのデート……行く……」

　メッセージウィンドウがなければ聞き逃のがしてしまいそうなほどの小こ声ごえで、凜子が呟く。

「え？　い、いいのか？」

「何度も聞かないでよ！　い、いいって言ってるでしょ！」

　目に刺ささりそうな勢いで、凜子が指を突つきつけてきた。

「言っておくけど！　私のワガママで大会と重なっちゃたんだから、その償つぐないよ!?　全然乗り気じゃないんだからね!?　本当はもっとロマンチックなのがいいんだから！」

「そ、そうか……付き合わせっちまって悪いな──────あっ！」

　ふと思いつき、晴希はポケットから財布を取り出した。

「どうしたの？」

「ロマンチックかどうかはわかんねーけどさ、せめてそれっぽいことしておこうかと思って」

　晴希は財布から、二枚のチケットを取り出す。

「これ、『遊者杯』のチケット。二人で持ってようぜ？」

　二枚の内、一枚を凜子に差し出す。すると、彼女は驚おどろいたようにそのチケットを見つめた。

「べ、べべ別にいいわよ？」

　凜りん子こは緊きん張ちようしたような手つきでチケットを受け取る。顔かおは赤く、チケットを見つめる瞳ひとみは動どう揺ように揺ゆらいでいた。唇くちびるはきつく結ばれているものの、もにょもにょと波打っており、嬉うれしさを隠かくせていない。

「ど、どうせならチケットを渡わたしてから『せっかく二枚あるから一いつ緒しよに行こう』とか言ってほしかったけどね！」

「あ、やり直すか？」

「いいわよ別に！　お遊ゆう戯ぎしてるみたいで、私たちバカじゃない！」

　そう言って、凜子は小ちいさく吹ふき出した。釣つられて晴はる希きも笑う。「いいじゃん、バカっぽいことしようぜ？」「いやよ恥はずかしい！」と言い合いながらも楽しみにしている二人がそこにいた。

　その時、二人の声より大きな音を立てて屋上のドアが開ひらかれる。

「晴希！　見てくれよ！」

　京きよう介すけが、何か紙切れを振ふりながら屋上に飛び込こんできた。

「どうした？　そんな慌あわてて」

「何かいいことあったの？」

　京介は二人の前にたどり着くと、息を切らして手に持った紙切れを見せつける。

「聞いてくれよ！『遊ゆう者しや杯はい』のチケット！　友達全員に声かけて抽ちゆう選せん電話かけてもらったんだけどさ！　一人だけ繫つながったんだっ！」

　晴希と凜子は、思わず顔を見合わせた。

「いやぁ、今回は俺おれも会場で応おう援えんでき────」

　京介の視し線せんが動き、晴希と凜子が持っているチケットを行き来する。

　そして、自分が持っているチケットを見つめる。

　──彼は全てを察したようだ。

「もがぁッ！」

　次の瞬しゆん間かん、彼はチケットを丸めて口の中へと詰つめ込こむ。

「京介!?」

「ちょ、京介くん!?」

　驚きよう愕がくする二人を尻しり目めに、京介はチケットを咀そ嚼しやくし、目に涙なみだを浮うかべながら飲み込む。そして、吐はきそうになるのをこらえて、親おや指ゆびを立てた拳こぶしを突つき出した。

「ウゴッゴホッ…………で、電話繫がったけど売り切れで……代かわりに微び妙みようなライブのチケットもらったからムシャクシャして食べてやったよ……は、ははは……」

　さすが『凜子の気まぐれスパイシーカレー風ななにか　～サワガニをぶっこんで添そえて～』を素のままで半分ほど食べた豪ごう傑けつである。

（京介……やっぱお前は親しん友ゆうだ）

　その功こう績せきを讃たたえ、晴はる希きと凜りん子こは両サイドから彼の肩かたをぽんぽんと叩たたく。

「マジでカッコイイよお前……俺おれが女だったら惚ほれてるよ……」

「夏なつ目め川がわグループの財力を尽つくしてお土産買ってきてあげるからね……」







「ちょあーっ！」

『フェイトアカデミー』の中庭は芸術作品だ。中央に配置された最高神の彫ちよう刻こく。周囲には天界の色鮮あざやかな花たち。庭園内には小川のような水路が巡めぐり、草木に水を与あたえると同時に、心休まるせせらぎの音を奏でる。

「あちょあー！」

　そんな穏おだやかな庭園内に、間ま抜ぬけな叫さけび声が響ひびいていた。

　庭園の端はしにある西洋風東屋ガゼボ──プルミエールがその中のベンチに座り、がちゃがちゃと携けい帯たいゲーム機きを操そう作さしていた。『フェイトクエスト』のコントローラーではない。それは紛まぎれもなく、人間界で売られている携帯機である。

　──そして、彼女がプレイしているのは、『遊ゆう者しや杯はい』の課か題だいタイトルだった。

　晴希が青春すれば、プロゲーマーになれない。晴希がプロゲーマーになると、プルミエールは運命の女め神がみになれない。この『運命の二律背反』に対たい抗こうするため晴希が考えたのが、『遊者杯デート』という作戦だった。

（晴希さんが青春している間あいだ、私がちょっとでも大会のゲームを進めておかないと！）

　大会は次の日にち曜よう日び。当然だが平日は学校がある。晴希はサボることも考えていたが、それでは凜子と会える時間が減ってしまう。

　そこでプルミエールは、晴希が学校に行っている間、遊者杯用のセーブデータを作ることにしたのだ。プレイしているゲームもハードも、全て晴希の物である。

「む、難むずかしい……晴希さんはどうしてこんなのをクリアできるのぉ!?」

　プルミエールは涙なみだ交まじりで戦せん闘とうを進める。

　敵てきは強力なボス──ではなく、通常エンカウントする雑魚敵だ。普通にプレイすれば負けるはずがないのに、プルミエールは意味のない補助魔ま法ほうを繰くり返したり、耐たい性せいを持った攻こう撃げきを連発してしまうので、全然進まない。

　晴希がせっかく攻こう略りやくサイトを印刷した物を渡わたしてくれたというのに、それを使う以前に彼女のセンスが壊かい滅めつ的てきだった。

「あああ！　きょ、京きよう介すけさんが死んじゃった！　り、凜子さんは混乱して晴希さんばっかり攻撃するし……私の魔法は敵を回復しちゃうしぃ！」

　周りの人間の名前をパーティにつけてしまったおかげで、無む駄だに感情移入してしまう。攻撃を受けるたびに悲鳴を上あげ、戦闘不能になると罪悪感でいっぱいになる。

　ある意味、これ以上ゲームを楽しめる者はいないだろう。

「うぅ……全ぜん滅めつ……」

　本日何度目かになるゲームオーバー。三歩進んで二歩下さがるような状じよう況きようだが、それでも彼女はめげずにセーブデータをロードする。だが、やっぱり何度やっても進まない。

「プルミちゃん、何してるの～？」

　またも通常戦せん闘とうでゲームオーバーになった時、ふいに背後から売店の女め神がみが顔かおを出した。

「あ、おばちゃん」

「あらぁ、人間のゲーム？　どうしたの～？」

「これは晴はる希きさんに──」

　条件反射で言いそうになり、プルミエールは咄とつ嗟さに口を閉じる。

「晴希くん？」

「あ、いえ……ええと、その……は、晴希さんと同じものを手に入いれてきたんです。晴希さんがやってるのを見たら、ちょっと……興きよう味み出てきて……」

「そうなの～、いいわねぇ。いつも『フェイトクエスト』ばかりじゃ飽あきちゃうものねぇ」

　飽きたことなんてないが、プルミエールは「はぃ」と消え入りそうな返事をする。基本的に噓うそをついたり取り繕つくろったりのが苦にが手てなのだ。相手がのんびりした売店の女神でなければ、とっくに感づかれているかもしれない。

「ねぇねぇプルミちゃん。おばちゃんにもやらせてみて」

「え？　いいですけど……」

　物もの珍めずらしそうな売店の女神に、プルミエールは携けい帯たい機きを差し出す。携帯機を受け取った売店の女神は、小ちいさな画面を見て「あらぁ」と感心しているんだか何だかわからない声を漏もらした。

「でもおばちゃん……そのゲームとっても難むずかしいんですよ？」

「へーきよぉ。『フェイトクエスト』より難しいゲームなんて、この神の世にないんだからぁ」

　言うや否や、売店の女神の指が素早く動き始める。のんびりした口く調ちようからは考えられない手際の良さだ。プルミエールが大苦戦していた敵てきをあっさり殲せん滅めつさせると、「ちょっとやりづらいわねぇ」と呟つぶやいてコンフィングまで弄いじり始める。

「す、すごい……！　おばちゃん、ゲーム得意だったんですか？」

「うふふ、そうよぉ。びっくりした？」

「しましたしました！」

　売店の女神は満足げに笑みを浮うかべ、少しゲームを進めたところで「ありがと～」と携帯機を返してくる。

「プルミちゃん、人間のゲームもいいけど、『フェイトクエスト』の方もしっかりね～」

「あ……はい。頑がん張ばります……」

　プルミエールは思わず俯うつむいてしまう。それを見て何を思ったのか、売店の女神は目を細めた。

「プルミちゃんなら大だい丈じよう夫ぶよ。あなたはとーっても運命の女め神がみに向いてるわ」

「それは……私が『運命を断ち切る女神』だから……ですか？」

「そうねぇ……そういう道もあるけど……」

　売店の女神が、そっとプルミエールの髪かみに触ふれ、優やさしく撫なでた。

「ねぇプルミちゃん？　プルミちゃんは、晴はる希きくんのこと……好き？」

「え……？　好きですよ？」

　質しつ問もんの意味がわからない。わからないが、反射的に答えは出てきた。それを聞いて売店の女神は何度も頷うなずきながら微笑ほほえむ。

「そういうところが、向いてるのよ」

　更さらにわからなくなり、プルミエールの首はどんどん横よこに傾かたむいていく。

「運命の女神に必要なのはね、ゲームの技術でも、ルールの理解力でも、神こう々ごうしさでもないわ。人間が好きかどうか──それが大事なのよ」

「どうして、ですか？」

「うふふ……わからないなら、わからないままでいいのよぉ」

　摑つかみ所がない言葉に、プルミエールはますます混乱する。

　しかし、励はげましてもらっていることだけは、しっかりわかった。

　だからプルミエールの表情には、再び笑え顔がおが戻もどっていく。

「わかんないけど、わかりました！　ありがとう、おばちゃん！」

「いいのよぉ。──ゲーム、頑がん張ばってねぇ」

「はいっ！」

　ふよふよと去っていく売店の女神を見送ったあとで、プルミエールは再び晴希のゲームに向き直った。







「うーん……人間の食べ物はどれも美味おいしそうに見えますねぇ」

　プルミエールは棚たなにズラリと並んだ商品を見て首を傾かしげる。お菓か子し、ジュース、お弁当や日用品──さまざまな品物が並ぶコンビニという店は、天界にいる時から知ってはいたが、入はいるのは初はじめてだった。

　今日は一人で買い出しである。『遊ゆう者しや杯はい』まで残り五日……出で遅おくれ過ぎた晴希は、ほとんど寝ねないで練習をするつもりでいる。こればかりはプルミエールにも手伝えない。ならばせめて、夜食の買い出しくらいはと申し出たのだった。

「とりあえず、回復アイテムは揃そろえておかないとですね！」

　栄養ドリンクのコーナーでコントローラーを操そう作さすると、値段と一いつ緒しよに回復量も表示される。「レポビタンＤ　回復量１５０」「スカーレットブル　回復量３００」「ヤンケル皇こう帝てい液　回復量１２００」……値段と効果が比例するのは、ゲームの回復アイテムも現実の栄養ドリンクも同じだ。

「やっぱり、回復量が多い方がいいですよね！」

　晴はる希きから財布を預けられているのをいいことに、プルミエールは一番高い栄養ドリンクをバラバラとカゴに入いれる。一つあたりの回復量は晴希のＨＰの二倍以上だというのに、彼女はまったく気付いていなかった。

　その他にも食べ物を買い込こみ、レジでお金が足りなくていくつか棚たなに戻もどすという過程を経たあとで、プルミエールは店の外に出る。外は夕暮れ……晴希は今いま頃ごろ、必死に課か題だいタイトルの練習データを作成しているのだろう。

　早く帰らなければ──そう思ったが、ふとコンビニのガラス壁かべに貼はられたポスターに足が止まった。

『遊ゆう者しや杯はい　ＩＮ　桜さくら沢ざわアリーナ』と銘めい打ったポスターには、課題タイトルのキャラクターが桜沢アリーナへ向かっていくイラストが描えがかれていた。「チケット先行予約受付中！」の部分には、物悲しい「完売！」のシールが貼られている。

（晴希さんなら……きっとうまくいきますよね）

　初はじめて出会った時のことを思い出す。あの日……晴希は不本意な棄き権けんで悔くやし涙なみだを流していた。次こそ……今度こそと思っていたはずなのに、自分の『運命を断ち切る力』のせいで、振ふり回してしまっている。

　なんとしても……無念を晴らさせてあげたい。

　プルミエールは小ちいさく頷うなずくと、兵ひよう糧ろうを届けるため帰ろうとする。しかし、いつの間まにか隣となりで自分と同じようにポスターを見み上あげている人物に気が付いた。彼女もこちらに気付いたようで、ちらりと横よこ目めを向け──

「あれっ!?」

「ひゃあ！」

　少女が驚おどろき、その声に驚いたプルミエールも悲鳴を上げる。お互たがい一歩離はなれ、急発進で高鳴りだした心しん臓ぞうを宥なだめるように胸を押さえた。

「り、凜りん子こさん……」

「あなた……晴希と一いつ緒しよにいた……えっと確たしか……」

「あ、プルミエールです。プルミって呼んでください」

「そうだプルミさん……だったわね」

　妙みような気分である。いつも晴希を通して彼女を見ていたから、人となりは完全に知っているのに、名前を名乗るのは今が初はじめてだ。話わ題だいはたくさんあるのに、妙な部分まで知ってしまっているから、何を話していいかわからない。それは彼女も同じようで、気まずそうに視し線せんを彷徨さまよわせていた。

「えっと……なに、してたの？」

　凜りん子この目が、プルミエールの持つパンパンに膨ふくらんだビニール袋ぶくろに向けられる。

「あ、これは晴はる希きさんへの差し入いれで──」

「……ふぅん……アイツの家に行くんだ……」

「えっ!?　あ、ちちち違ちがうんですよ凜子さん！　私はただのお使いです！　晴希さんは『遊ゆう者しや杯はい』に向けて徹てつ夜やで練習すると言うから応おう援えんしようと思って──私もゲームやってるからそれでそれで」

「……そんなに焦あせらないでいいわよ、ふふ」

　プルミエールのわたわた弁解する姿がおかしかったのか、凜子は口元に手を当てて小ちいさく吹ふき出す。

「……ごめんね、嫌いやな言い方して」

「い、いえ……私の方こそ凜子さんに勘かん違いさせちゃって……練習の時もそうでしたし……」

「うっ……あ、あれは忘れて……あの時は何かカッとなっちゃって……」

　恥はずかしそうに顔かおを背そむける凜子を見て、プルミエールは小さく微笑ほほえむ。

「それだけ晴希さんのこと好きなんですよね？」

「はぁっ!?」

　突とつ然ぜん凜子が大声を上あげたので、プルミエールはびくりと硬こう直ちよくする。しかし、自分以上に凜子が驚おどろいた顔をしていた。

「あ、ごめん……。いや、その……好きっていうか……」

「じゃ、じゃあ……嫌きらい……なんですか……？」

「なんでそう極きよく端たんなのよ……」

　凜子は呆あきれたあとで、何かを考えるように少し上うえを向く。

「私も最近気付いたんだけど……晴希はなんていうか……特別な相手なのよ」

「それは……どういうことでしょう？」

　プルミエールは首を傾かしげる。人間特有の感情なのだろうか？　「特別な相手」と「好き」は同じように思えてしまう。

「何ていうか……アイツは私が初はじめて素を見せられた相手で、夏なつ目め川がわの名前とか、お嬢じよう様のイメージとか抜ぬきにして付き合える相手なのよ。今までだって友達はいたけど、ここまで自分を曝さらけ出した相手はアイツだけで……」

「そう言われると……なんだか、わかる気もします」

　自分もそうだった。──決して人間には知られていけない『フェイトクエスト』の中で、自分の事情を理解し、協力してくれる晴希の存在は大きい。

「わかる？　アイツは私にとって特別──だから私も、アイツにとって特別であってほしいって思うの。……でも実際、アイツには何でも話せる親しん友ゆうがいて、あなたみたいな可愛かわいい子とも付き合いがあって……」

　凜りん子こは黒くろ髪かみの毛先をつまみ、そこに視し線せんを落とす。

「だから私が知らない人と一いつ緒しよにアイツが笑っていると……モヤッとしちゃうのかも……」

「モヤッと……ですか」

　プルミエールは自分の胸に手を当てた。自分も晴はる希きのことを特別だと思っている。もしかしたら、晴希が彼女とデートしているところを見たら、自分もそう思うのかもしれない。

「そう、モヤッと──って、何言ってんだろ私」

　そう言ったあとで凜子は急に恥はずかしくなったようで、ぶんぶんと頭あたまを振ふった。

「……ごめんね、帰るところだったのに長話しちゃって」

「いえいえ、お話しできて嬉うれしかったです」

　プルミエールが笑みを浮うかべると、彼女も微笑ほほえんだ。

「差し入いれ、早く届けてあげてね」

「はい！　すっ飛んでいきます！」

「あと、私にしょうもない試合見せたら承知しないって伝えておいて」

「わかりました。でも、晴希さんなら絶対大だい丈じよう夫ぶですから、安心してください！」

　ペコリとお辞じ儀ぎを一つして、プルミエールは凜子に背せ中なかを向ける。

「──あっ」

　しかし、なにか思い出したような凜子の言葉に、プルミエールは足を止めた。振り返ると、凜子がこちらに向かって少しだけ手を伸のばしている。

「最後に……一つだけ」

「なんですか？」

「えっと……プルミさんと晴希の関係は……友達？」

　友達────ではない。答えは決まっている。

「プレイヤーとプレイヤーキャラクターの関係です！」

「えーと……ゲーム仲間ってこと？」

「そういうもの……でしょうか」

「……そっか」

　引き止めてごめんねと、凜子は手を振り、プルミエールも振り返す。そのまま彼女に背を向け、晴希の家に続く道を走り出した。角を曲がり、人気がなくなったところで──

「すっ飛んでいきますからねーっ！」

　宣言通り、プルミエールは空そらに向かって飛び立った。







「くそっ！　十五分の壁かべが越こえられねぇ……っ！」

　深夜三時の薄うす暗ぐらい自室の中で、晴はる希きは歯を嚙かみ締しめる。手元で激はげしく操そう作さするゲームは、『遊ゆう者しや杯はい』の課か題だいタイトルだ。プルミエールの協力もあって何とか練習用のセーブデータは作れたものの、何度ラスボスに挑いどんでも思うようなタイムが出ない。

（ヤバイ……優ゆう勝しようするなら、十二分を切るくらいのタイムは出さねーと……）

　焦あせりが募つのる。『遊者杯』に向けてネットで情報収集したところ、あるプレイヤーが十一分後半のタイムを叩たたき出したという情報を摑つかんでしまった。

　しかも、そのプレイヤーというのが、前回の大会で晴希が準決勝で勝った相手である。

　おそらく、晴希に敗北したことをバネに努力したのだろう。数週間のブランクが痛い。ライバルと同じ条件でラスボスに挑んでいるものの、どうしても十五分以上かかってしまう。

（負けられない……今回は俺おれだけのためじゃねぇんだぞ……！）

　気合いを入いれ直すために、プルミエールがしこたま買い込こんだ栄養ドリンクを煽あおる。そしてすぐさまセーブデータをロードし、ラスボス戦に挑んだ。世界を滅ほろぼすという設定のラスボスだが、もう何十回と晴希によって倒たおされている。

「これで……どうだっ!?」

　晴希が操あやつる勇者がラスボスに一いち撃げきを浴びせたところで、聞き飽あきた断だん末まつ魔まの叫さけびが響ひびく。晴希はすぐにタイムを確かく認にんするが、十八分もかかっていた。

　縮ちぢまるどころか、延びている。

「何でだ、くそっ！」

　晴希は乱らん暴ぼうに頭あたまをかきむしる。……今が深夜で良かった。プルミエールは眠ねむっているだろう。こんな姿、とても彼女には見せられない。

「くそっくそっ！」

　悪態ばかり吐ついてしまう。

　しかしそれは、タイムが伸のびない焦りや苛いら立だちからではなかった。

（どうしてこんなに……楽しく感じねぇんだ……っ）

　思ったこともない感情が湧わいてくる。

　どんなにクソゲーと呼ばれていたとしても、晴希はゲームに楽しみを見出してきた。

　それなのに……ゲーム自体はよくできている作品なのに……何故なぜか楽しく感じない。

（これが……『運命を断ち切る女め神がみ』の影えい響きようなのか……？）

　人間の運命を壊こわして、未来を作るプルミエールの力。

　晴希がプルミエールを合格させようとすると、ゲームから遠ざかってしまう。

　楽しく感じなくなってしまう。

（違ちがう！　アイツのせいじゃない！　きっと、今は焦ってるだけだ……きっとそうだ……）

　そう思い込むが、体が小こ刻みに震ふるえ始める。

（……どうしてこんなに……怖こわいんだ……）

　自分がゲームを楽しめなくなるなんて、思ったことがなかった。

　──怖こわい。好きなものが、好きじゃなくなっていくのが怖い。

（俺おれからゲームを取ったら、何が残るんだよ……）

　今までゲームが自分の支えだった。辛つらいことがあっても、あとでゲームができると思えば乗り越こえられた。嫌いやなことがあっても、ゲームをやれば忘れられた。

　ゲームが自分の支えだったんだ。

　それがなくなったら……。

（嫌だ……嫌だ嫌だ嫌だ……っ）

　目の奥おくが熱あつくなる。栄養ドリンクの苦にが味みが胃にしみて吐はきそうだ。

「……ダメだ。一いつ旦たん、休きゆう憩けいしよう」

　ラスボスを倒たおすどころか、全ぜん滅めつしてしまった。これ以上続けてしまったら、楽しくなくなるどころか嫌きらいになってしまいそうな気さえする。晴はる希きは逃にげるようにゲームをスリープさせると、部屋を抜ぬけ出した。

（俺がゲームを嫌いになるはずがねぇ。……疲つかれてるんだ……少し休めば、元に戻もどるさ）

　水でも飲もう──そう思い、キッチンへ向かう。

　しかし、リビングから明かりが漏もれていることに気付いた。

「……兄貴？」

「……晴希か」

　リビングにいたのは兄だった。ソファに腰こし掛かけ、ノートパソコンを前に何やら作業をしている。どうせまた仕事だろう。呼びかけには答えたものの、こちらを振ふり向こうともしない。

「こんな時間にどうした？　……またゲームか？」

「まぁ……な」

　煮にえ切らない晴希の返事に、ようやく兄は振り返る。彼は少し眉まゆを顰ひそめてみせたが、すぐにまたノートパソコンのディスプレイに向き直った。

「……兄貴こそ、こんな時間まで仕事かよ」

「ああ……デカい仕事だ。失敗できない」

「兄貴は、ほんっとに仕事人間なんだな。そんなに楽しいのか？」

　タン──とエンターキーを強く叩たたき、兄が振り向いた。

「楽しい？　……楽しいわけがないだろう」

「え？」

　兄は眉み間けんを揉もんで目をほぐすと、テーブルの缶かんビールに手を伸のばした。軽快な音を立ててプルタブを押し上あげると、それを一気に煽あおる。兄が自宅で仕事をする時に酒を飲むなんて……知らなかった。

「仕事とは元来そういうものだ。楽しいものばかりじゃない。どんなものでも、強制されれば嫌いやになる」

　それは暗に今の自分のことを言われているようで、晴はる希きは表情を歪ゆがめた。

「じゃあ……なんでそんなに頑がん張ばれるんだ？」

「背せ負おっているものが違ちがうからな、楽しい楽しくないで決められるものではない」

　再び缶かんビールを煽あおり、甲かん高だかい音を立ててテーブルに置く。

「有あり野のグループを任された今、私がやらなければ会社が傾かたむく。会社が傾けば、抱かかえた数千人の社員とその家族が路ろ頭とうに迷うハメになる。──それを考えれば嫌でも体は動くし、下さげたくもない頭あたまも下げられる。私の夢や希望は二の次でいい……私は会社とそこで働く社員のために働いている」

　兄の瞳ひとみが、晴希を射い抜ぬいた。

「お前は今まで嫌なものを頑張ったことがないのか？」

　言葉が出てこない。しかし、それは肯こう定ていしたのも同じだった。

　それを見み透すかした兄が、鼻を鳴らす。

「……だからか……だから、お前は中ちゆう途と半はん端ぱなんだよ」

「──っ！」

　咄とつ嗟さに晴希は食ってかかろうと口を開ひらく。──だが、いつも以上に鋭するどい眼光をした兄を前に、言葉は出てこなかった。仕方なく口を閉じ、行き場のない感情を奥おく歯ばで嚙かみ殺す。

「座れ、晴希」

　兄に言われるがまま、彼の正面に腰こしを下おろす。兄はもう一度ビールを煽ると、ノートパソコンをずらして足を組んだ。こうして兄と向かい合って座るのは、久しぶりだ。

「晴希……お前はゲームのプロを目指しているらしいが、それは何故なぜだ？」

「そりゃ……好きだからだよ」

「絶対に勝たなければいけないプレッシャーがあってもか？」

　言い返せず、口をつぐむ。おかしい……今までだったら簡かん単たんに否定できたのに、今はそれができない。そんな晴希を見て、兄貴は鼻を鳴らした。

「どうやら……ようやくお前にも伝わったらしいな。勉強もスポーツも、有野グループでの立場も中途半端に投げ出したお前が、負けられないプレッシャーを背負った時に耐たえられるワケがない。……もう一度聞くが、何故お前はプロを目指す？　できないことから逃にげるために、たまたまできたことに逃げただけじゃないのか？」

　兄の言葉一つ一つが晴希に突つき刺ささり──

「好きなものを逃げ道に使うな」

　最後の言葉で、今まで保っていた何かが崩くずれたような気がした。気付かなかった──気付こうとしていなかった図星に、晴希は俯うつむく。今までの自分は、ゲームが好きだと言っておきながら、ずっとそれに逃げていた。

「……兄貴の言うとおりだな」

　しかし晴はる希きは顔かおを上あげ、彼よりも眼光を強く光らせる。

「──でも、もう俺おれは逃にげないって決めたんだ」

「ほう？」

　兄の片かた眉まゆが動き、組んでいた足を戻もどす。

「今度の大会で……俺が勝たなきゃ傷つく奴やつがいるんだ。俺はさ、兄貴みてーに何千人分もの家庭やプレッシャーを抱かかえているわけじゃねーけど、俺は初はじめて自分以外のためにゲームをやるって決めたんだ」

　初めて、自分が兄と同じ土俵に立った気がした。実力や生うまれ持った才能の差は歴然だけど、真正面から兄を見られる。

「苦くるしくて辛つらいし、今までみてーに気楽にゲームを楽しめないのが怖こわいくらいだ。……悔くやしいけど、兄貴みてーにプレッシャーを感じていても平然としてられねぇ」

　幼い頃ころから大嫌きらいだけど……兄が凄すごいということくらい、とっくに知っている。

「……でも、今回だけは逃げるつもりはない」

　兄がじっとこちらを見つめる。

　晴希もそれを見返した。

　無言でにらみ合い、時計の長針が動く音が響ひびく。

「ほう……お前も少しは中ちゆう途と半はん端ぱから成長しているようだな」

「……え？」

　兄が僅わずかでも自分を認めるような言葉を発したのが信じられなくて、晴希は思わずあっけにとられた。

「……何を間ま抜ぬけな面をしている？」

「この顔が間抜けなら──兄貴の顔も似たような顔だぜ？」

「馬ば鹿かも休み休み言え」

「ほんっとにムカつくな兄貴は！」

　晴希は頭あたまを乱らん暴ぼうにかきむしると、立ち上がってドアへと向かった。これ以上兄と話しても、血圧が上がる一方である。このやり場のない怒いかりは、練習データのラスボスにでもぶつけるしかない。今なら最速タイムすら出せそうな気さえする。

「どこへ行く？」

「部屋に戻もどるんだよ！　兄貴と話してる暇ひまがあったら、もっと練習するっつーの！」

「……はは、そうか」

　突とつ然ぜん兄が笑ったので、晴希は顔を強こわばらせた。

「な、何笑ってんだよ……」

「……いや、少しだけ酒が回っただけだ。気にするな。お前はさっさと練習に戻れ」

「……練習って……いつもみたいに、くだらねぇとか言わねぇのかよ？」

　晴はる希きが警けい戒かいするように言うと、兄は口の形を小ちいさな弧こにし、新たな缶かんビールに手を伸のばす。

「私の弟がようやく逃にげない覚かく悟ごを決めたんだ」

　兄は缶かんビールを掲かかげ、こちらに向かって挑ちよう発はつ的てきな笑みを浮うかべた。

「お前の本気を見せてみろ」

　晴希は、兄の言葉に応こたえるように、好戦的な笑みを浮かべて指の骨を鳴らす。

「兄貴に言われるまでもねぇ」
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　　第７章　勇者の決戦









　日々がとてつもないスピードで過ぎていく。毎日毎日、時間が許す限り『遊ゆう者しや杯はい』の練習に費やした。もう何度世界を救ったかわからない。

　その中で、最速で世界を救えたのは──十一分四十三秒。

　十分、優ゆう勝しようを狙ねらえるタイムだ。

「いよいよ明日ですね」

「ああ」

　──決戦前夜。晴はる希きとプルミエールは、初はじめて出会った桜さくら沢ざわアリーナの前に来ていた。原点回帰──初心を思い出し、気合を入いれ直すためである。

　アリーナへと続く道は誰だれもおらず、両りよう脇わきに並んだ街灯がぼんやりと地面を照らしていた。明日にはここが大勢のゲーマーとオーディエンスでいっぱいになるのだろう。じっくり眺ながめて心を研ぎ澄すませるのは、今しかない。

　この『遊者杯』で全てが決まる。優勝して、凜りん子ことのデートを成功させれば、きっと『運命の二律背反』を壊こわせるはずだ。それを可能とするのは、コントローラーのボタンを押す両手親おや指ゆびから中指にかけての計六本。この六本の指に晴希とプルミエールの未来がかかっている。僅わずかに震ふるえるのは、緊きん張ちようなのか武者震いなのか、今はもうわからない。

　晴希は自分の手を見つめ、ぐっと握にぎり締しめる。

「……ここに来ると、初めて会った時のことを思い出しますね」

　プルミエールは、地面に入った亀き裂れつを足でなぞる。

「晴希さん、泣いてましたよね」

「それを言うなって」

　微笑ほほえむプルミエールから顔かおをそらし、バツが悪そうに頭あたまを搔かく。

「……でも、さ」

　晴希は彼女が墜つい落らくしてきた空そらを見み上あげる。

「お前と出会えて、本当によかったって思う」

「……晴希さん……」

「ありがとな、プルミ」

「そんな……や、やめてくださいよ……そういうこと言われるとなんだか悲しくなっちゃうじゃないですか」

　プルミエールは顔を隠かくし、袖そでで目元を拭ぬぐう。確かく実じつに『フェイトクエスト』のエンディングが近づいていた。運命の女神試し験けんの終わりが迫せまっているのを感じた。

　彼女と別れる時が、すぐそこまで来ていた。

　胸が締しめ付けられる。でも別れは必ずやってくるのだ。悲しい寂さみしいと言っても、辛つらくなるだけ。だから晴はる希きはなにも言わず、プルミエールの頭あたまに手を置いた。さらさらとした金きん髪ぱつを撫なでると、プルミエールは子犬のように笑みを浮うかべ、こちらを見み上あげてくる。

「プルミ、絶対に運命の女め神がみになれよ」

「晴希さんも、必ずプロゲーマーになってくださいね」

「ああ。お互たがい、夢を叶かなえような」

「はいっ！」

　プルミエールの手が、頭を撫でる晴希の手に触ふれた。彼女はそっと晴希の手を握にぎると、ゆっくり小こ指ゆびを絡からませる。晴希も小指に力を入いれ、誓ちかいを交かわすように固く結んだ。

　大だい丈じよう夫ぶ。絶対にうまく行く。

　神様のゲームだろうが、運命の女神試験だろうが、クリアできる。だって、晴希にクリアできないゲームはないから。

　…………そう…………

　────リセットを押されない限りは────

『プルミエール！』

　突とつ然ぜん──晴希の頭の中に、雷らい鳴めいのような怒ど鳴なり声が響ひびいた。聞いたことがない、野太い男の声だ。それは彼女にも聞こえたようで、空そらを見上げる。

「あ……あ……あぁ……っ」

　プルミエールの顔がん面めんが蒼そう白はくになった。結んでいた小指が緩ゆるむ。彼女はガタガタと震ふるえ始め、怯おびえた眼まな差ざしで空を見つめている。

「なっ……なんなんだ!?」

「教きよう頭とう……先生……」

「え……？」

　まさか。どうして。何故なぜこんなタイミングで。

『プルミエール！　貴様、人間に直接干かん渉しようしていたのか？　それがどういうことかわかっているだろうな!?』

　──どうしてバレたんだ!?

「ち、ちが……こ、これは……その……」

『候補生ごときが人間に干渉するなど許されんのだぞッ！』

「あ、ああ……で、でも、あの──っ！」

『言い訳など聞く気はないッ！』

　雷らい鳴めいのような声に、プルミエールは小ちいさく悲鳴を上げて涙なみだを浮かべる。

『──貴様は、運命の女め神がみ試し験けん失格だッ！』

「そ、そんな……」

　プルミエールは空そらを仰あおいだまま、力なくその場に座り込こむ。

『今すぐ天界へ戻もどってこいッ！』

「お、おい！　ちょっと待てよ！　話を聞くくらい──」

『人間風情が神に口を利くなァッ!!』

「ぎぃッ!?」

　耳の中で爆ばく発はつが起こったような衝しよう撃げきが走る。あまりの痛みに口から苦痛を吐はき出した。耳を塞ふさいでも暴ぼう力りよく的てきな音は止やまず、その場に膝ひざからくずおれる。

「は、晴はる希きさん！」

「ぃ、ぎっ……がっ……!?」

「や、やめてください教きよう頭とう先生！　お願ねがい……お願いします！」

　プルミエールは晴希に寄り添そい、空に向かって叫さけぶ。

「帰ります──帰りますからぁッ！」

　次の瞬しゆん間かん、痛みが止やんだ。目から涙なみだ、口から唾だ液えきがだらしなく垂れる。

「プ、ルミ……」

「晴希さん……」

　荒あらい呼吸のまま彼女の名前を呼ぶと、プルミエールはそっと手を握にぎってきた。顔かおをくしゃくしゃに歪ゆがめ、ぼろぼろと大おお粒つぶの涙を零こぼしている。

「ごめんなさい……頑がん張ばってくれたのに……こんなことになっちゃって……」

「お前は……何も、悪く……ねぇよ……っ！」

　彼女の手を力強く握り返す。

「お前のおかげで、俺おれは……俺は────」

　晴希が言いかけた瞬間、その言葉を遮さえぎるように天空から一筋の光が降り注いだ。その光はプルミエールの体を包み、ゆっくりと、引っ張り上あげるように彼女の体を浮うかび上がらせる。

「うっ、うぅ……晴希、さん…………」

「ま、待てよ！　まだ話したいことがあんだよ！」

　晴希は叫ぶが、プルミエールの体はどんどん浮かび上がる。もはや、光に包まれた彼女の体は、完全に逆さまになっていた。手を離はなせば、今にも空に吸い込まれてしまいそう。彼女の瞳ひとみから溢あふれる涙だけが、晴希の顔に落ちてくる。

「ごめんなさい、晴希さん……お別れ……みたいです……」

「そん、な……ここで終わりだなんて……」

　いつか来る別れは覚かく悟ごしていたつもりだった。

　──でも、こんなに早いなんて。

　その瞬しゆん間かんになり、押さえ込こんでいた晴はる希きの感情が爆ばく発はつする。

「──行くなよッ！　プルミエールッ！」

　晴希は彼女の手を両手で摑つかんだ。

「ダメですよ……晴希さん……また天てん罰ばつが下くだっちゃいます……」

「構うもんか──ぐッ!?」

　再び鋭するどい痛みが頭あたまに走る。摑んでいたプルミエールの手が離はなれかける。

「く、そっ……！」

　痛みは酷ひどくなる。でも手は離さない。離したくない。もっと、もっと一いつ緒しよに──。

「晴希さん……ダメです……離してください……っ！」

　涙なみだ交まじりの懇こん願がんに、晴希は絶望したように彼女を見み上あげる。

「私……天界へ戻もどってもずっと、晴希さんを見守っていますから……いつも、見守っていますから……っ！」

　しゃくりあげながら、プルミエールは必死に思いを伝える。

　気付けば、晴希の瞳ひとみからも涙がこぼれ落ちていた。

「百年先も、千年先も晴希さんのこと思ってますから……っ！　世界が終わるまで、晴希さんのこと覚えてますから……っ！　だから────っ！」

　二人の涙が交ざり、滴したたる。

「だから晴希さんも私のこと覚えていてください……私の最後のお願ねがいです……っ！　幸せになってください……っ！　人生を楽しんでください！　夢を叶かなえてください！　いっぱい、いっぱい笑っていてください！　私……私……ずっと見てますから！　ずっとずっとずっと見守ってますからッ！」

　プルミエールの体は空そらに引っ張られ、繫つないだ指はどんどん解ほどけていく。

　一本──二本──三本──離れていき──

「プルミ──ッ！」

　──完全に手が離れた。

　もう……手を伸のばしても、彼女は届かない場所にいる。

　プルミエールは涙でぐしゃぐしゃになった顔かおで、必死に笑顔を浮うかべた。

「──ですから、晴希さん──」

　そして初はじめて会った時のように、ガッツポーズを送る。

「──がんばって！」

　光が一層強くなり、目の前を真っ白にしてしまう。

　眩まぶしさに慣らすように目を開あけた時には、周囲には闇やみが満ちていた。

　誰だれも、いない。

「……プルミ……」

　呼んでも、念じても、返事は返ってこない。

「プルミ……俺おれ……頑がん張ばるから……絶ぜつ対たい戻もどってこいよな」

　晴はる希きは空そらを見み上あげた。

　信じられないくらい、広い空。

　──ずっと視界にあったはずのウィンドウが、なくなっていた。







『遊ゆう者しや杯はい』──日本で最大のＲＰＧ大会。プロゲーマーへの登とう竜りゆう門もん。それが開かい催さいされる桜さくら沢ざわアリーナは、大勢の人で賑にぎわっていた。

　ゲームに出てくる食べ物や飲み物を商品化した出店には、客足が途と切ぎれることはない。限定グッズを取り扱あつかう企き業ぎようブースには長ちよう蛇だの列。「チケット譲ゆずってください」と書かれたプラカードを持って立ち尽つくす少女。目深に帽ぼう子しをかぶり「Ａ席余ってるよー」と呟つぶやきながらうろつく胡う散さん臭くさいダフ屋。スタッフが無む線せんに向かって怒ど鳴なりながら周囲を駆かけ抜ぬけ、会場前では地元テレビ局のレポーターがカメラに向かって笑え顔がおを向けている。

「すごい……お祭りみたい……！」

　そんな会場の様子を見て、凜りん子こが表情を輝かがやかせる。誘さそった時は乗り気でなかったのに、すぐに会場の熱ねつ気きに当てられてしまったようだ。

「毎年すげーんだ……つっても、俺は去年も選せん手しゆだったから、あんまり会場は見てなかったんだけどな」

　晴希は笑い、出店で買った回復アイテムを模したジュースを凜子に渡わたす。

「もったいないわよ、こんなに楽しそうなのに」

　凜子は受け取ったジュースを一口飲み「変な味！」と笑った。エナジードリンクを薄うすめたような微び妙みようなテイストだが、お祭り効果で不ふ思し議ぎな中毒性がある。

「ここにいる人、みんな大会に出るの？」

「いや、選手の大半は控ひかえ室の方にいると思うぞ。控え室はここにいる人たちとは全然違ちがって異様でさ、全員下した向いて最後の練習してんだ」

「え……？　晴希は、練習しなくていいの……？」

「まぁ……大だい丈じよう夫ぶさ。俺の場合、本番前に気ぃ張ると空から回まわりするし」

　楽しそうだった表情を一変、凜子は不安そうに眉まゆを顰ひそめる。晴希は気にしていない風を装って笑うが、彼女の表情は晴れない。

「でも、あんまり練習できてなかったんでしょ？　ずっと徹てつ夜やだったって聞いてたし……」

「あー……いいんだよ。前日に興こう奮ふんして眠ねむれないのは、いつものことだし」

　噓うそだった。眠っていないのは本当だが、いつものような興奮はちっとも感じていなかった。目が赤いのも、腫はれぼったいのも、寝ね不ぶ足そくのせいじゃない。

　でも自分は笑っていなきゃいけないから、明るく振ふる舞まう。

「大事な大会なんだし、ちょっとでも休んだ方が……」

「大だい丈じよう夫ぶだって。今日は試合が始まるまで、お前と見て回るって前から決めてたんだからさ」

「そ、そっか……決めてくれてたんだ……」

　凜りん子こは口を結び、もにょもにょと動かす。頰ほおに赤みがさしていた。まだ衣ころも替がえにもなっていない時期だというのに、会場の熱ねつ気きで体が火照ったのか、彼女はぱたぱたと手で自分を仰あおぐ。

「じゃ、じゃあどこから見る？　私はゲームのことよく知らないから、晴はる希きが案内してよ」

「あ、そういや凜子はゲームやったことねーんだったな。じゃあ体感コーナーでも行くか。一いつ緒しよにやってみようぜ」

「ええ、いいわよ！」

　そうして二人は会場を進み始める。人ごみに押し流されないよう、いつの間にか凜子の手が晴希の袖そでを摑つかんでいた。振ふり返ると、彼女はさっと顔かおを下さげ、上うわ目め遣づかいで見てくる。晴希が笑うと、彼女もはにかんだ。

　デートは順じゆん調ちよう。こんなにも順調──向こうからも、見えて……いるだろうか？







「良かった……順調そう……」

『フェイトアカデミー』の庭園で、プルミエールはそっと呟つぶやく。西洋風東屋ガゼボに一人腰こし掛かけ、優やさしくコントローラーを握にぎった。

　だが、ボタンには手を触ふれない。

　触れたところで、もう操そう作さできないから。

『フェイトクエスト』のプレイ権けん利りを、剝はく奪だつされてしまったから……。

「私がいなくても、晴希さんなら大丈夫ですよね……」

　こんなに笑っているんだ。彼ならきっと、この先も幸せになれるはず。

　……だけど、自分はどうだろう？

「こんなとこにいたのねぇ、プルミちゃん」

「あ……おばちゃん……」

　ふと背後から声をかけられ、振り返ると売店の女め神がみが立っていた。彼女は寂さみしそうに微笑ほほえむと、プルミエールの隣となりに腰こし掛かける。

「いいの？　お友達の女神のところに行かなくて……」

「はい……いいんです……」

「でも、今日が『フェイトアカデミー』最後の日でしょ？」

　プルミエールは小ちいさく俯うつむく。

　候補生の身ながら人間に干かん渉しようしてしまい、運命の女神試し験けんは失格。だが、プルミエールの罪はそれだけでは済まされず、『フェイトアカデミー』の退学問もん題だいにまで発展していた。

　ここにいられるのも、今日が最後。

　あと少しで、正式に退学処分がくだされ、アカデミーから出ていかなくてはならない。

「今は……少しでも晴はる希きさんのことを応おう援えんしていたいですから……」

「そっか……」

　退学になれば、この運命のコントローラーは学校に返さなければならない。そしたらもう二度と晴希の姿を見ることはできない。見守ってると言ったのに……それすらできなくなってしまう。

　だから今は、一分でも、一秒でも彼のことを見ていたかった。

　その姿を目に焼き付け、覚えていたかった。

「プルミちゃん、おばちゃんも一いつ緒しよに応援していいかしら？」

「……ええ、お願ねがいします」

　売店の女め神がみは微笑ほほえむと、プルミエールの方に体を寄せた。

「この子、本当にゲーム上手なの？」

「はい、とっても」

　プルミエールは、精せい一いつ杯ぱいの笑みを浮うかべる。

　自分が一生懸けん命めい育てたキャラクターを、思いっきり自じ慢まんするように。
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「私が知っている中で、世界で一番上手な人です」







『Ｃブロック有あり野の選せん手しゆ！　予選勝ち抜ぬきィッ！　トーナメント進出を決めたァッ！』

　実じつ況きようのアナウンスに合わせ、晴希はコントローラーを持った腕うでを掲かかげた。同時に会場から歓かん声せいと悲鳴が上あがる。会場の巨きよ大だいスクリーンに背せを向けて客席の方に向き直ると、後ろの方で凜りん子こが手を振ふっているのが見えた。

　──『遊ゆう者しや杯はい』は「予選」と「決勝トーナメント」の二回に分かれていた。

　まず「予選」では、振り分けられたＡ～Ｄブロックごと、十数人のプレイヤーが一いつ斉せいにラスボス撃げき破はのタイムアタックに挑いどむ。そしてタイムの早かった上位四名──ブロック合計十六名が「決勝トーナメント」へ進めるのだ。

　晴はる希きはすでに勝ち抜いたが、横よこを見るとまだ十数人の選手がラスボス相手に苦戦をしていた。このブロックで一番早かったのは自分。しかし──

『有野選手のタイムは──12分35秒！　成せい績せきは暫ざん定てい七位だッ！』

　実況の声に、思わず表情が険しくなる。決していいタイムではなかった。違ちがうブロックだったら敗退していてもおかしくない。組み合わせに救われたとも言える。

　晴希は一足先にステージを降り、選手専用通路──ではなく、脇わきの通路を通って観かん客きやくに紛まぎれた。人ごみを縫ぬうようにして進み、時に知らない人から激げき励れいの声をかけられ、一番後ろまでやってくる。

「やったじゃない晴希！」

「サンキュー──でも、結果にはあまり納得いかねーけどな」

　ステージで見せた険しい表情ではなく、「やれやれ」といった感じで頭あたまを搔かく。

「勝てばいいのよ！　大事なのは決勝なんだから！」

　凜子は嬉うれしそうにバンバンと背中を叩たたいてくる。それから「お疲つかれ」と言ってすっかり気に入いってしまった回復アイテムジュースを手て渡わたしてきた。受け取った晴希は一口飲み、未いまだ戦いを続けているスクリーンに目を向ける。

「それにしても……初はじめて見たけど……ゲームって楽しいわね！　こんなに見てて盛り上がれると思わなかった。連つれてきてもらえてよかったわ！」

　凜子は興こう奮ふん気味に感想を伝える。人前じゃお嬢じよう様ぶるが、もともとは勝気な少女である。勝負事にはアツくなるのは当然だった。

「だろ？　言ったじゃねーか、絶対楽しいって」

「本当そう！　──って言っても、たぶん晴希が出てるからよ。応おう援えんする人がいなきゃここまでアツくなれないもの！」

「そっか……ありがとな、応援してくれて」

「当たり前じゃない！　私が応おう援えんしてるんだから、絶対勝ちなさいよ？　優ゆう勝しようしたら、特別にウチの料理長に頼たのんで祝賀会開ひらいてあげるから！」

「お？　いいのか？」

「優勝したら、よ。京きよう介すけ君も呼んでぱーっとやりましょ！」

「いいなそれ！　アイツ、俺おれらに気ぃ遣つかってチケット食っちまったからな……お詫わびに優勝していいもん食わせてやるか！」

「あははは！　そうね！」

　テンションが高まっていく。優勝し、プロゲーマーになる夢を叶かなえ、三人で思いっきりお祝いする。楽しそう……いや、楽しいに決まっている。

　それは……彼女の最後の願ねがいにも繫つながるんだ。だから……。

「そうそう！　それから、あの子も呼んであげなさいよ」

「え……？」

「プルミさんよ」

　高まっていたテンションが、急きゆう激げきに消え失うせる。

「今日も来てるんでしょ？　全然見つからないけど……」

　凜りん子こはきょろきょろと周囲を見回す。

　いるわけがない。

　彼女は……もう……。

「……あいつは……帰ったんだ……」

「え……？　帰ったって……自分の国に……？」

「……ああ」

　そして、もう二度と戻もどってこない。

　──考えないようにしていたのに。

　去り際に彼女が応援してくれたことだけを胸に、無心で、ただ無心で、辛つらい思いを消し去ろうとしていたのに……。

　名前を聞いてしまえば、思い出さずにはいられない。今プルミエールはどうしているのだろうか？　自分と出会ったことで怒おこられてやしないか？　運命の女め神がみになれず、泣いてやしないか？　──今も、見てくれているのか？

「……どうして噓うそつくの？」

　凜子の言葉に、晴はる希きはびくりと顔かおを上あげる。

　見ると、凜子が真しん剣けんな眼まな差ざしでこちらをにらんでいた。

「あんなにアンタのこと応援してた子が、アンタの試合を見ないで帰っちゃうわけないじゃない」

「凜子……アイツに会ったのか……？」

「ちょっと前に、コンビニでね。……あの子、嬉うれしそうにアンタのこと話してたわよ」

「俺おれの、ことを……」

　脳裏にプルミエールの顔かおが浮うかぶ。笑った顔、怒おこった顔、別れ際の──泣いた顔。

「……ねぇ、本当に帰っちゃったの？」

　胸が苦しい。辛つらくて、悲しくて、寂さみしくて……自分ひとりじゃ、抱かかえきれない。

「帰ったのは……本当だ……」

　全ては言えない。また、彼女に罪を背せ負おわせてしまうような気がして。

「でも、アイツの意思じゃないんだ。プルミは、帰りたくないって……泣いてた」

「…………どうして──っ」

　突とつ然ぜん、凜りん子こに胸ぐらを摑つかまれた。

「どうして追いかけてあげなかったのよ!?」

　凜子の視し線せんが晴はる希きの瞳ひとみを射い抜ぬく。

　会場は未いまだに熱ねつ気きと歓かん声せいに包まれているのに、自分たち二人がいる場所だけ、いやに静かだ。

「……俺だって……追いかけたかったさ……っ！」

　晴希は胸元の凜子の腕うでを握にぎり返す。

「でも、できねーんだよ！　俺じゃ行けない場所に行っちまったんだ！　だからっ！　アイツが最後に願ねがった通りここに来たんだよ！　ここで優ゆう勝しようするって約束したから！　もう……二度と会えねーけど、きっと見ていてくれるから……っ！」

　晴希は力なく腕を下さげる。

「なによ、それ……もう会えないって……何なのよ……」

　凜子も、晴希の胸ぐらから手を離はなしてうつむいた。

「いったい……あの子ってなんなの……？」

「……アイツは……俺の……」

　自分を突つき動かしてくれる──

「プレイヤーなんだ……」

　彼女がいなきゃ、動けない。







　誰だれもいない、選せん手しゆ専用通路。薄うす暗ぐらい照明の中で晴希は立ち尽つくす。遠くからは会場の光が漏もれ、観かん客きやくのざわめきが響ひびいていた。

　晴希はコントローラーを握り締しめる。深呼吸を繰くり返して気持ちを落ち着かせようとするが、ちっともうまくいかなかった。

　心が乱れている。一度プルミエールのことを思い出してしまい、完全に取り繕つくろっていた精神が崩くずれていた。頭あたまの中で課か題だいタイトルのシュミレートをしようとしても、彼女を失った喪そう失しつ感かんが邪じや魔まをしてくる。

　あと少しで、自分のトーナメント戦が始まる。だけどこんな状態じゃ、まともに戦えない。時間が欲しい。いつもの自分に戻もどる時間が欲しい。

　……だけどプルミエールを失った自分は、いったい何年かければ立ち直れるのだろう？

『遊ゆう者しや杯はいトーナメント第三回戦ッ！　有あり野の晴はる希き選せん手しゆの入場だァッ！』

　実じつ況きようの声に、晴希は顔かおを上あげる。まだ心の準備は整ととのっていないのに、足は勝手に動き出していた。やるしかない、やるしかないと、後先考えずそれだけを念じる。

　会場に足を踏ふみ入いれると、スポットライトが自分に降り注いだ。大きな歓かん声せいが上がる。自分の名前を呼ぶ声が聞こえたが、手を上げるパフォーマンスもできない。凜りん子こがいるあたりを見る余よ裕ゆうすらなかった。

　対戦相手は、何の因果か前大会の準決勝で戦った相手である。闘とう志しがこもった瞳ひとみでにらまれ、思わず足が竦すくんだ。握あく手しゆを求められるがままに応じ、観かん客きやくに背せを向けてスクリーンの方向に座る。目の前に置かれたハードに愛用のコントローラーを差し込こむと、運営側が用意したセーブデータをロードした。

『お待たせしましたオーディエンス諸しよ君くんッ！　予選十一位通過の有野晴希選手！　そして二位通過の黒くろ木き優ゆう一いち選手の試合が！　今ッ！　始まるぞォッ！』

　沸わく観客。対戦相手は首の骨を鳴らし、晴希は最後に大きく深呼吸をする。ここまで来たら、自分を信じるしかない。頭あたまの中はぐちゃぐちゃだが、何度も繰くり返した練習を体が覚えていてくれることを願ねがった。

『裏技厳げん禁きん！　チート不可！　正々堂々の真っ向勝負ッ！　お互たがいゲーマーシップに則のつとることを誓ちかえッ！　遊者杯トーナメント第三回戦ンンンンンンン──────開始ィッ!!』

　実況がゴングを打ち鳴らし、ラスボス戦のＢＧＭが大音量で流れ始めた。二分割にされたスクリーンに、神こう々ごうしい神かみのような姿をしたラスボスと、四人のパーティが現れる。

（行くぞ──ッ！）

　両手の親おや指ゆびから中指が、それぞれ意思を持っているかのように動き出す。三秒でパーティ全員に強化魔ま法ほうを使用。これを切らさないことが鉄則。切れたら最後、このデータのステータスじゃ一いち撃げきで沈しずんでしまう。

（よし──指は動くっ！）

　体が練習を覚えている。自ターンを終了。操そう作さ不要のラスボスの攻こう撃げきターン中に、相手のスクリーンを盗ぬすみ見た。

（──俺おれの方が早はえぇ！　スタートはもらった──このまま引き離はなすッ！）

　自ターンに切り替かわり、攻撃を開始。四人の勇者が次々にラスボスに斬きりかかる。相手は敵てき弱体化魔法で戦局を整ととのえていた。二ターン目で既すでに転てん機き。二人の戦略の違ちがいが、どうなるかは最後までわからない。

（見てるか、プルミ！）

　もう届いていないとわかっていても、晴はる希きは頭あたまの中で彼女に語りかける。

（お前との約束、果たすからな！）

　ラスボスの攻こう撃げきでパーティの体力が減っていく。だが、更さらに晴希は攻撃コマンドを実行した。スクリーンに四よん桁けたのダメージ数が乱らん舞ぶし、相手との差を開ひらいていく。

（なぁ──少しくらい返事できないのかよ……？）

　体はゲーム、頭は彼女のことに切り離はなされていた。

（今どうしてるんだよ？　大だい丈じよう夫ぶなのか？　また泣いてるんじゃねーだろな？）

　回復魔ま法ほうではなく、アイテムを使用。エフェクトの関係でこっちの方が早い。消費アイテムは使い切るのが、タイムアタックに挑いどむプロの戦い方だ。

（お前ってすごい奴やつだよな……俺おれがこんな気持ちになれたのは、お前のおかげなんだから）

　必殺技ゲージが貯たまり、惜おしみなく使用。相手とのダメージ総数の差は、一割程度にまで達しているはずだ。

（お前は、本当に凄すごい女め神がみだよ……っ！）

　ラスボスの強力な全体攻撃が炸さく裂れつ。全員の体力表示が赤くなった。晴希の指は攻撃を止め、回復に切り替かえる。

（お前に操そう作さされて本当に楽しかった！　お前といられて本当に楽しかったんだ！）

　回復を終了し、すぐさま攻こう撃げきを再開。四人のうちの一人がクリティカルを叩たたき出す。技術だけじゃない、運も味方している。

（お前のおかげで、俺の人生は本当に神ゲーになったんだ──っ！）

　涙なみだが浮うかび、スクリーンが滲にじむ。

　晴希は咄とつ嗟さに涙を親おや指ゆびで拭ぬぐった。

　だが──

「──ッ！」

　涙で指が滑すべる。次は回復をする予定が、間ま違ちがって攻撃を実行してしまった。

　ラスボスがカウンターを仕し掛かけ、パーティの一人が沈しずむ。

（ヤバっ！）

　態勢を整ととのえようとした瞬しゆん間かんに、強化魔法の効果も切れる。蘇そ生せいアイテムを使おうとしたキャラクターも沈み、スクリーンの中で倒たおれた。

「しまっ──」

　もう遅おそい。

『有あり野の選せん手しゆ、痛つう恨こんの操作ミスッ！　態勢を立て直せないッ！　そんな──まさかッ！　トーナメントまで勝ち進んだ猛も者さが、まさかの────ッ！』

　ラスボスの全体攻撃で、パーティ全員が倒れた。右側のスピーカーから、悲しげなＢＧＭが流れ始める。それに呼応するように、観かん客きやくから悲鳴が上あがった。

　スクリーンの片側に表示される、ゲームオーバーの文字。

「そん、な…………」

　時間を見ると、既すでに数分が経過している。

　──もう、間に合わなかった。







「晴はる希きさん……晴希さん……っ！」

　地上の様子を見つめながら、プルミエールは涙なみだを零こぼした。コントローラーに雫しずくがいくつも落ちていく。隣となりに座る売店の女め神がみが背せ中なかをさすってくれるが、ちっとも涙は治まらなかった。

「諦あきらめないで……晴希さん……お願ねがい……晴希さぁん……っ！」

　泣きながら必死に呼びかけるが、声は届かない。晴希は「ゲームオーバー」の文字を前にしてピクリとも動かなくなってしまった。うつろな目で、うつむき、放心している。

「が、頑がん張ばれ！　頑張れ晴希さん！　晴希さんならできますから！　晴希さぁん！」

「プルミちゃん……」

「なんで……なんで届かないの……こんなに、こんなに近くにいるのに……」

　プルミエールはウィンドウに向かって手を伸のばす。しかし、俯うつむく晴希には触ふれられず、手はウィンドウをすり抜ぬけた。それでも彼女は晴希を包むように手を添そえ、何度も何度も呼びかける。

「頑張れ晴希さん……お願いですから……っ！　いつもみたいに、笑ってゲームしてください……っ！　そうすれば、晴希さんは無む敵てきなんですから……誰だれにも負けませんから……っ！」

　プルミエールは必死に呼びかける。──だが届かない。叫さけんで叫んで、声を枯からし、咳せき込こむほど叫んでも、聞こえない。

「──プルミエール」

　その時、頭ず上じようから降り注いだ声にプルミエールは顔かおを上げた。

　見ると、教きよう頭とうが厳きびしい顔つきで自分を見み下おろしている。

「時間だ──大聖堂まで来なさい。お前の処分を言い渡わたす」

「そんな……もうちょっと、もうちょっとだけ待ってください！　今、晴希さんが──！」

「ダメだ。──だいたい、いつまでそのコントローラーを使っている？　お前はもう、運命の女神の候補生ですらないのだぞ？」

「うっ、ううう……っ」

「ほら、返しなさい」

　教頭が手を出してくるが、プルミエールはコントローラーを持った腕うでをだらりと垂らした。

　嫌いやだ──もう彼の姿を見られなくなるなんて。俯き、絶望した姿が最後に見た光景だなんて。

　しかし、自分より上位の神には逆らえない。

　プルミエールは、ゆっくりコントローラーを持った腕うでを上あげる。

「──あの……」

　しかし教きよう頭とうには渡わたさず、背後で悲しそうに佇たたずむ売店の女め神がみを振ふり返った。

「これ、返しておいてください。できれば……晴はる希きさんを見守ってから……」

「……ええ、いいわよ。プルミちゃんの代かわりに、私が見ていてあげる」

　売店の女神はコントローラーを受け取ると、教頭に向かって微笑ほほえんだ。

「かまいませんね？」

「……まぁ、いいでしょう。──ほらプルミエール、行け！」

　教頭に背せ中なかを押され、プルミエールはフェイトアカデミーの学舎に向かって歩き出す。何度も売店の女神を振り返り、その度に教頭にどやされ、とぼとぼと遠ざかっていく。

「……あなたも、早く来てくださいよ」

「ええ、すぐに」

　売店の女神が頷うなずくと、教頭もプルミエールの後を追った。

　一人庭園に残された売店の女神は、優やさしくコントローラーを撫なでる。

　ふと裏側に妙みような感かん触しよくがあり、ひっくり返してみた。

「……あらあら」

　裏に貼はられていた写真シールを見て、売店の女神は微笑む。

「本当に……しょうがない子ですね」

　ウィンドウに映るのは、相変わらず俯うつむいたままの晴希。

「……ねぇ晴希くん。プルミちゃんが言っていたけど、あなたはゲームが世界一上手なんですってね？」

　プルミエールが信じる世界一は、未いまだに絶望から立ち直れていない。

「そんなに上手なら、神様のゲームに──『フェイトクエスト』に挑いどんでみないかしら？」

　売店の女神はコントローラーを構え、咳せき払ばらいを一つする。

「──おお、有あり野の晴希よ──」







　もうダメだった。トーナメントに出場するような選せん手しゆ相手に、リトライしていては間まに合わない。数十秒ならともかく、数分の差は奇き跡せきでも起きなければ覆くつがえせない。

『有野選手動けないッ！　立ち直れないッ！　戦意喪そう失しつしたかッ！　お前のゲーマーシップはどうしたんだッ!?』

　実じつ況きようの声も遠く感じる。頭あたまが真っ白になっていた。指も動いてくれない。

（何やってんだよ……動けよ俺おれ……っ）

　その想おもいとは裏腹に、目からは光が失われていく。

（約束したんだろ……プロになるって……プルミと約束したんだろ……っ）

　頭あたまの中では足あ搔がいていても、体は絶望に支配されていた。

（俺おれは、ゲームで諦あきらめたことねぇんだろ……っ！）

　コントローラーを握にぎり締しめる。

　ふと、裏側に妙みような感かん触しよくがあった。

　無む意い識しきにひっくり返すと、そこには──

（……あいつ……いつの間まに──）

　そこには、焦あせった自分の顔かおと、満面の笑みを浮うかべたプルミエールのシールが貼はってあった。

　たった一日なのに、久しぶりに彼女の笑顔を見たような気がする。

（……会いたいんだ）

　涙なみだが浮かんだ。

（会いたい……もう一度会いたい……っ！）

　写真に、雫しずくが落ちた。

（これっぽっちの願ねがいも叶かなわねぇのかよ────なぁ!?）

　晴はる希きは天を仰あおいだ。

（──神かみ様さまは、本当にいるんだろッ!?）

　──その時。

『おお、有あり野の晴希よ。死んでしまうとは嘆なげかわしい……』

　会場のスピーカーから、そんな声が聞こえた。

　会場がざわめく。実じつ況きよう者しやも「あれ？　こんな演出あったっけ？」と素の声を漏もらした。

　その声を聞き、晴希は目を見み開ひらく。

（……この声……あの時の……）

　聞いたことがある声だった。

（……あの時、もしかしたら、本当に……俺は────ッ）

　気付いた瞬しゆん間かん──耳に大音量のＢＧＭと、観かん客きやくの声が流れ込こんできた。視界がクリアになり、スクリーンがはっきり見える。心の奥おくから湧わき上あがってくるのは、一筋の希望。

　もし……今晴希が考えていることが正しければ──

（プルミに会えるかもしれない──ッ!!）

　そう思うや否や、完全に停止していた体が一気に動いた。

　──こうしちゃいられない。

　こんなラスボス如ごときに、手て間ま取どっていられない。

「──速そつ攻こうで片付けてやるぜッ！」

　咆ほえ、晴希はリトライを選せん択たく。再びラスボス戦に突とつ入にゆうした。会場から歓かん声せいが巻き起こる。有野コールすら巻き起こった。

「は、ははは……っ！」

　思わず笑みが溢あふれる。最高の気分だった。希望を感じるのが、こんなに力を生うむなんて。今や世界が明るく感じる。あれほど何も感じなかったこのゲームが、今は心の底から楽しい。

『復活ッ！　有あり野の選せん手しゆ復活ゥッ！　怒ど涛とうの追い上あげだァッ！』

　回復は最低限。回かい避ひアップ＆犠ぎ牲せいのスペシャル技使用。自分もダメージ覚かく悟ごの攻こう撃げき力りよくアップでガン攻ぜめ。一歩間ま違ちがえばすぐにでも全ぜん滅めつの危険がある際どい戦い方。晴はる希きはそれを、ギリギリのところで回避してラスボスにダメージを与あたえていく。

「ラスボス如ごときに手こずってる暇ひまはねぇんだよッ！」

　晴希の挑ちよう発はつに応じるように、ラスボスが全体攻撃を仕し掛かけてくる。晴希のパーティのＨＰは既すでに二ふた桁けた台。まともに攻撃を受ければ再び全滅。スクリーンに技名が出た瞬しゆん間かん、会場から悲鳴が上がった。

　だが、スクリーンに表示されたのは「ｍｉｓｓ」の文字。

『神かみ回避ッ!?　スペシャルラッキーボーイだァァァ！　有野選手に天が味方したッ！　命中率98パーセントの攻撃を回避したッ！』

　百回プレイしてもあるかどうかわからない奇き跡せき。こんなに運がいいのは──

「助かったぜプルミ！　お前が俺おれの『うん』に極きよく振ふりしてくれたおかげだなッ！」

　晴希はもう一度必殺技コマンドを実行。晴希のパーティはあと二人しか残っていない。しかもＨＰは一桁。もうダメージ計算もできていない。ただ、一時は余よ裕ゆうぶっていた相手が必死の形相になっている。

　──そして、ついに晴希のラスボスの動きが止まった。スピーカーから地に響ひびくような断だん末まつ魔まが響き始める。隣となりのスクリーンを見ると、今まさに、相手のラスボスが動きを止めたところだ。

『──１秒ッ！　僅わずか１秒で早かったのは──まさか一度全ぜん滅めつした有野晴希選手だァッ！』

　客席から爆ばく発はつしたような声せい援えんが上がる。晴希は立ち上がり、コントローラーを持った腕うでを振ふり上げた。有野コールが再さい燃ねん。それに応えるように、晴希の口から雄お叫たけびが飛び出した。

『タイムは12分32秒！　ちなみにリトライしてからのタイムは……え？　……９分？』

　実じつ況きようの困こん惑わくも聞かないまま、晴希は相手に一礼をする。相手は悔くやしさを押し込こめた顔かおで何度も頷うなずき、拍はく手しゆを送ってくれた。

　そして選手専用通路──ではなく、ステージから飛び降りる。観かん客きやくがどよめく中、密集した人々を押しのけるように一番後ろまで走った。

　最さい後こう尾びで待っていたのは、目め尻じりに涙なみだを浮うかべて拍手をする凜りん子こ。

「凜子っ！　俺──っ！」

「うん、うん……！　わかってる……！」

　彼女は頷うなずき、笑みを浮うかべた。

「プルミさんのところに行くんでしょ？　ステージでもあんなに叫さけんじゃってさ」

「あ、ああ──悪わりぃ……あの、えーと──」

「皆みなまで言わないで！　早く行って！」

　思いっきり背せ中なかを叩たたかれ、晴はる希きは前につんのめる。

「……ありがとな、凜りん子こ」

　一度振ふり返り、そう告げると、晴希は会場から飛び出した。







「……よかったの？　凜子ちゃん」

　凜子が晴希を見送った直後、ふいに帽ぼう子しとサングラスで顔かおを隠かくした男が話しかけてきた。

「なんだ……やっぱり来てたんじゃない」

「どうしても見たくてね……プラカード持って立ちんぼしたよ」

　顔を隠した男──京きよう介すけは、帽子とサングラスを取って苦笑する。

「……凜子ちゃんは、晴希のことが好きだったと思ってたけど違ちがったの？」

「好きだった……じゃなくて今だって好きだけど……でも、これが恋こいかどうかはわかんない。……ただ、特別に思ってるだけ」

「じゃあさ……送り出したりして大だい丈じよう夫ぶ？　後こう悔かいしない？」

「うん……きっと、しない」

　凜子は晴希の去った方向を見て微笑ほほえんだ。

「でも、これだけはわかる」

　凜子はステージの方を向き、未いまだに晴希の逆転劇げきに沸わく観かん客きやくを眺ながめる。

「アイツが好きになる子は、きっと、一いつ緒しよにゲームをしてくれるような子だと思う。……私は、後ろで見てる方が好きみたい」

「それじゃあ……凜子ちゃんは俺おれと同じく、晴希の親しん友ゆうってことだな」

「親友か……今までいなかったから」

　その言葉の響ひびきに、凜子は満面の笑みを浮かべた。

「──悪くないかも」







「あった……これだ……っ！」

　桜さくら沢ざわアリーナから大急ぎで自宅まで戻もどってきた晴希は、目的のものを握にぎりしめて呟つぶやく。

　その手にあるのは、ガラス管かんに入った虹にじ色いろのバラ。

　この世にはない、天界だけにあるもの。

　プルミエールからプレゼントされた『フェイトローズ』。

　──その効果は「ＭＰ消費なしで魔ま法ほうを一回だけ使える」というもの。

　全てプルミエールのおかげだ。彼女がレベルを上あげてくれたから、これをプレゼントしてくれたから、「もったいない」と言って取っておいてくれたから。

　彼女のおかげで、また彼女に会える。

「ありがとう──プルミ」

　晴はる希きは一つだけ魔法を使える。

　消費ＭＰが多すぎて、ずっと使えなかった魔法。

　一度行ったことがある場所に、一いつ瞬しゆんで飛んでいける──『プーラ』。

「今、行くからな……」

　プルミエールは今、天界にいる。

　人間はどんなに空そらを飛んでも、天界に行くことはできない。

　行けるのは、死んだ時だけ。

　でも、晴希は──。

「待ってろよ……」

　晴希はプルミエールのように、窓まど枠わくに足をかけた。使えるのはたった一回きり。室内で使って、天てん井じように頭あたまを打ち付けたら台無しだ。

「今、会いに行くぞっ！」

　晴希は窓から外に向かって飛び出す。

　たった一つだけ使える魔法を叫さけんだ。

「プーラ！」

　握にぎり締しめた『フェイトローズ』が光を放ち、消える。

　晴希の体が、空そらに吸い込こまれていく。







　フェイトアカデミーの大だい講こう堂どうには深紅の絨じゆう毯たんが敷しかれ、太く巨きよ大だいな大理石の柱が天井を支えていた。式典の時は多くの神かみ々がみで埋うまるこの場所は、今や静せい寂じやくに満ちている。プルミエールはその中心に立ち、上うえを見上げた。

　視し線せんの先にいるのは、教きよう頭とうである。

「運命の女神・候補生プルミエール。お前は候補生の身でありながら人間に直接干かん渉しようし、いたずらに運命を狂くるわせた！　その罪は重い」

　プルミエールは、ただその言葉を受け止める。

「未み熟じゆくながらお前も女神。私事で人間の運命を操そう作さすることなど断じてあってはならない！」

　プルミエールはじっと教頭を見つめた。

　彼の言うとおり、自分は晴はる希きの運命を狂くるわせてしまった。

　彼と出会わず一人でプレイしていたら……下手へたくそな自分じゃ、きっと晴希に青春を送らせることはできなかっただろう。そしたらきっと、晴希は変わらずゲームに没ぼつ頭とうし、プロになったに違ちがいない。『遊ゆう者しや杯はい』で負けることもなかったはずだ。

　酷ひどいことをしてしまった。

　……なのに、彼は自分と別れる時に泣いてくれた。

　行くなと言ってくれた。

　追いかけたいと言ってくれた。

　嬉うれしかった。

　すごく、すごく嬉しかった。

　──大好きだった。

「プルミエール、何か弁解は？」

「……ありません」

『フェイトクエスト』は、神かみが人間の人生を操あやつるゲーム。

　人間は女神の存在に気付けない。プレイキャラが、自分がゲームの中にいることに気付かないように。良いことがあっても、悪いことがあっても、嬉しい時も悲しい時も、プレイヤーと言葉は交かわせない。

　でも、自分は言葉を交わせた。良いことも、悪いことも、嬉しい時も、悲しい時も、気持ちを共有できた。

　自分は幸せだ。

　世界で一番、幸せな女神だ。

　──プルミエールは、もう泣かない。

　この幸福を胸に、世界が終わるまで生いきていく。

「……弁解することはないのですが……ただ」

　一つだけ、願ねがうなら。

「晴希さんが、幸せになれますように……どうか最後までご加か護ごを」

　プルミエールは祈いのるように両手の指を絡からませる。

　教きよう頭とうはなにも答えず、咳せき払ばらいを一つした。

「弁解がないのであれば、お前の処分を言い渡わたす」

　プルミエールは顔かおを上あげた。

　泣かないと決めたけど、目の奥おくが熱あつかった。

「運命の女神試し験けんを失格とし──」

　泣くな。泣くな泣くな──そう思っても、雫しずくが目め尻じりに滲にじむ。

（私は後こう悔かいしていない……晴希さんと出会えたんだから……！）

　こらえても、雫しずくはどんどん大きくなる。

（また会いたいなんて思っちゃダメなんだ……悪いことしたのは私なんだから……）

「『フェイトアカデミー』を退学に────」

（もう一回……晴はる希きさんに会いたいなんて思っちゃ────）




「──プルミっ！」




　その声に、こらえていた涙なみだが流れた。

　教きよう頭とうの頭ず上じようの空間が歪ゆがむ。

「はる……き……さん……？」

　その歪みから、会いたかった人の姿が──

「晴希さぁぁああんっ!!」

　気付いた時には叫さけび、プルミエールは駆かけ出した。足がもつれて転びかけるが、宙に浮うかび、真まっ直すぐ彼のもとへと飛んでいく。

　晴希も空間の歪みから飛び出し、教頭を下した敷じきにして着地すると、彼の頭あたまを踏ふみつけて跳ちよう躍やくした。

　プルミエールは空中で晴希の体を抱だきとめる。勢い余ってその場でぐるぐる回り、ゆっくりと降下していった。

「晴希さん！　晴希さん晴希さん晴希さん晴希さん晴希さん晴希さん晴希さん！」

　地面に降りたプルミエールは、晴希の胸に顔かおをうずめ、何度も名前を叫ぶ。──会いたかった。寂さみしかった。嬉うれしい。幸せだ。ありがとう。使いたい言葉はたくさんあるのに、名前しか出てこない。

「会いに来たぞ……っ！」

「はい……！　はい……っ！」

　晴希に抱きつき、プルミエールは涙なみだ交まじりに何度も頷うなずいた。

「──なっ、なっなっなっ」

　ふいに、再会に水を差すような中年の声が響ひびく。

「何故なぜ人間がここに来られるんだ！」

　晴希の着地点で下敷きとなり、貧相な頭にくっきり靴くつ跡あとをつけた教頭が、なんとか立ち上あがっていた。彼はこちらを指差し、上うわずった声を上げる。

「ここは神聖な場所だぞ！　し、しかも私を足あし蹴げに──神を冒ぼう瀆とくするのにも大たい概がいにしろ！」

　怒いかりで、教頭の顔がゆでダコのように赤くなっていく。

「貴様のような出来損ないの人間はすぐに出て行け！　揃そろいも揃って不ふ愉ゆ快かいだ！　──プルミエール！　貴様のようなクズがこのボンクラに干かん渉しようするから、神の威い厳げんが失われるのだ！」

「なっ、晴はる希きさんはボンクラなんかじゃありませんっ！」

「黙だまれ！　運命を断ち切る女め神がみならば、こんな人間が生いきる運命ごと断ち切ってしまえば──」

「──うっせぇぞおっさんっ！」

「おっ、おっさ──!?」

　神ならまず受けたことがない罵ば倒とうに、教きよう頭とうは立ちくらみでも感じたかのようによろける。

「黙って聞いてりゃ好き勝手に言いやがって……っ！」

　晴希がプルミエールを強く抱だきしめた。

「コイツほど運命の女神にふさわしい女神はいねぇぞ！　そんなこともわかんねーのかよ！」

「にっ、人間風情に何がわかる！」

「わかって当然だろうが！　プルミは俺おれの人生のプレイヤーだぞ！」

「晴希、さん……？」

　プルミエールは晴希の腕うでの中で、彼の顔かおを見み上あげる。

「俺がここまで来れたのはプルミのおかげだ！　今までゲームしかやってこなかった俺が、何をやってもダメだった俺が……プルミのために神様の世界までやってきたんだぞ！　今までいるのかよ!?　たった一人の女神に会いたくて、次元すらブチ抜ぬいてきた人間がっ！」

　晴希が一言叫さけぶごとに、抱きしめられる力が強くなる。痛いくらいなのに、嬉うれしくて仕方がない。もう離はなさないでほしい。ずっとこうしていたいと思った。
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「今までの俺おれだったら、こんなことできなかった！　俺を変えたのはプルミだ！　運命の女め神がみ試し験けんってのは、課か題だいの人間が『絶対しないようなこと』をさせればいいんだろ!?」

　晴はる希きは教きよう頭とうに向かって指を突つきつける。

「──だったらクリアじゃねぇか！　パーフェクトじゃねーかフルコンプじゃねーか！」

「屁へ理り屈くつを言うな人間めっ！　だいたい、プルミエールは禁止されている直接干かん渉しようをしたのだ！　その時点で失格なのだ！」

「それの何がいけねーんだよ！　現に俺は変われたんだ！　干渉するなっていうなら『フェイトクエスト』自体が破は綻たんしてんじゃねーか！　前提が狂くるってるなんてクソゲーもいいとこだぞ！　神様が作ったゲームがクソゲーでいいのか!?」

「黙だまれェッ！　クズ人間如ごときが神聖な神に意見などするなッ！」

　教頭は唾つばを撒まき散らしながら怒ど鳴なりつける。

「お前こそ黙れよ、このハ──」

「は、晴希さん!?」

　晴希が言ってはならない罵ば倒とうを口にしようとし、プルミエールが焦あせった瞬しゆん間かん──

「──あらあら、騒さわがしいですね」

　大だい講こう堂どうの扉とびらが開ひらき、白はく髪はつの三つ編あみを揺ゆらした売店の女神が入ってきた。

「お、おばちゃん……」

「プルミエール！　お、おおおお前はまた無礼な口を利きおって──」

　教頭が、売店の女神に媚こびるように声を張り上あげた。

「──ラケシス理事長に向かってなんてことを──！」

「いいんですよ、教頭先生」

　ゆったりゆったり、売店の女神──ラケシス理事長が歩み寄ってくる。

「プルミちゃんは私の妹──アトロポスの娘むすめ。──言葉の通り、私は『叔母おばちゃん』ですもの」

　昔からそう呼んでるものね──とラケシス理事長が首を傾かしげると、プルミエールは小ちいさく頷うなずいた。それを見て、教頭は悔くやしげに顔かおを歪ゆがめる。

「……あら？」

　ふとラケシス理事長は、プルミエールを抱だきしめている晴希を見て首を傾げた。

「こんなところに人間が……死んじゃったのかしら？」

「あ、いや……俺は……」

　説明しようと口ごもる晴希に対し、ラケシス理事長はそっと微笑ほほえむ。

「おお、死んでしまうとは嘆なげかわしい」

　晴希の目が、見み開ひらかれた。

「アレは……アンタ……だったのか」

「ふふふ……候補生はまだ女神として未み熟じゆく。何かの手て違ちがいで人間を死なせてしまったら、それは私の責任ですもの。ちゃーんと、生いき返らせてあげなきゃいけませんよね」

「夢じゃなかったんだな……」

　──プルミエールと出会ったあの日、晴はる希きは『フェイトクエスト』のコントローラーを引っこ抜ぬき、気絶した。

　しかし、実際は気絶したのではなく、一度死んでいたのだ。

　人間の人生を操あやつる『フェイトクエスト』のコントローラーを無理やり引っこ抜いたのだから、当然と言えば当然である。

　だが、だからこそ、晴希は『プーラ』の魔ま法ほうで天界に来られた。

　死んで、生き返らせてもらった時に一度来ていたんだから。

「さて……教きよう頭とう先生？　これはいったいどういうことでしょう？」

　ラケシス理事長が目を細め、その瞳ひとみで見られた教頭はダラダラと汗あせをかきはじめる。

「あ、いや……プルミエールを試し験けん違い反はんとして退学にするところだったのですが、この人間が乱入してきまして……」

「そんなことは知っていますよ。ずっと見ていましたから。……それより」

　細めた瞳が鋭するどく光り、教頭は顔かおを引きつらせる。

「神かみともあろう者が、人間の訴うつたえに耳を傾かたむけず怒ど鳴なり散らすのはどういうことか──と聞いているのです」

「あ、はい……いや、ですが理事長……！」

　教頭は汗をかきつつ、必死に言葉を探す。身につけた法衣はもうぐっしょりだ。

「こ、この人間の言っていることは滅め茶ちや苦く茶ちやです！　ルールはルール！　プルミエールは違反をしたのですから、それなりの罰ばつを──」

「あらあら、昔は私たちだってちょくちょく人間の前に顔を出してたじゃないですか」

「し、しかしですね……」

「候補生に直接干かん渉しようを許していないのは、彼女たちがまだ未み熟じゆくで、人間の運命を狂くるわせかねないからですよ？　ちゃんと正しい運命に導みちびけるのであれば、それは十分素そ質しつがあるのではないでしょうか？」

「で、ですが……」

「そんなことより、面白半分で人間を操あやつって修しゆ羅ら場ばにさせたり、私し怨えんで試験課か題だいを弄いじる方が、よっぽど重罪じゃありませんか？　ねぇ教頭先生？」

「え……あ……いや……」

「どうしました？　例えばの話ですよ？　た・と・え・ば」

　ラケシス理事長が微笑ほほえむと、教頭は顔を伏ふせた。汗は引き、急速に冷ひえたように顔がん面めんは蒼そう白はくになっている。極度のストレスのせいか、残り僅わずかな頭とう髪はつが幾いく本ほんかするりと抜け落ちた。

「……さて、有あり野の晴希くん」

　放心している教きよう頭とうをさておき、ラケシス理事長が晴はる希きとプルミエールに向き直る。

「あなたは女め神がみプルミエールの行おこないが原因で、人生が狂くるいましたか？」

　プルミエールが、晴希に抱だきつく腕うでに力を込こめた。

　晴希はそんな彼女の肩かたを抱いたまま、しっかりラケシス理事長を見つめ返す。

「いえ。プルミのおかげで、俺おれは──」

　晴希は、プルミエールを見つめた。彼女も晴希の方を向く。

「俺の人生は、神ゲーになりました」

　プルミエールの瞳ひとみから涙なみだが溢あふれ、晴希の名前を呼んで胸に顔かおをうずめた。

　そんな二人を見て、ラケシス理事長は微笑ほほえむ。

「なるほど、よくわかりました」

　ラケシス理事長の手が伸のび、晴希の手を両手で包む。

「晴希くん、プルミちゃんはとても優やさしい女神です。人間が大好きな女神です。それは運命の女神に最も必要な条件──そうは思いませんか？」

「ええ。キャラが嫌きらいだったら、ゲームなんてできないですもんね。……その点、プルミは誰だれよりも運命の女神に向いてますよ」

「うふふ……話が合いそうな人間ですね」

　ラケシス理事長は、まるで同好の士でも見つけたように、嬉うれしそうに微笑む。

「晴希さん……おばちゃん……」

　プルミエールは晴希とラケシス理事長を交こう互ごに見つめた。

　こんなに幸せでいいのだろうかと思う。人の運命を幸せに導みちびかなければいけない自分が、こんなにも幸せで。

「──しかし、まだプルミちゃんを運命の女神にはできませんね」

「え!?　どうして──!?」

　ラケシス理事長は晴希から手を離はなし、背せ中なかを向ける。

「何故なぜなら……彼女の課か題だいは『晴希くんに青春を謳おう歌かさせること』です。確たしかに晴希くんの運命は変わりましたが、その一点についてはまだ完全にクリアとは言えません」

　ラケシス理事長はポケットからコントローラーを取り出す。

　そして、その裏を眺ながめて小ちいさく笑った。

「ですから、せめて恋こい人びとくらいはいないと。可愛かわいくて、少し泣き虫で、だけど頑がん張ばり屋さんで、晴希くんにはもったいないくらい高レベルの恋人が」

「え、えええ!?　む、難むずかしくなってる……どうしましょう晴希さん!?」

　プルミエールは困ったように慌あわて出す。

　だけど、晴希にはもうエンディングへの道がわかっていた。

　──本当に彼女は、ゲームが下手へたくそだ。

「聞きたいですね～、ファンファーレ」

　ラケシス理事長に言われるまでもない。

「プルミ」

「はい？　晴はる希きさん？」

　晴希はプルミエールを抱だきとめるのを止やめ、彼女の肩かたに手を置いた。

　彼女は、ワケがわかっていないようで小首を傾かしげている。

　……こんなこと言うのは、晴希だって初はじめての経けい験けんだ。

　きっと経験値ががっぽりだろう。

「聞いてくれ、プルミ」

「なんですか晴希さん？」

　晴希は深呼吸し、彼女の瞳ひとみを見つめ、そして──

「──俺おれと一いつ緒しよにいてくれ、プルミエール」














　　エピローグ









『有あり野の晴はる希き　遊ゆう者しや杯はい──第十五位』

　今朝一で届いた賞しよう状じようを見て、晴希は表情を苦にがくする。

　結局負けた──わけではない。

　あの日──天界から戻もどってきて桜さくら沢ざわアリーナに舞まい戻った時には、もう夕方だったのだ。

　遅ち刻こく遅刻の大遅刻で、不戦敗である。

　しかしながら、トーナメント初戦で晴希がリトライ後に叩たたき出した「９分36秒」というタイムは、大会最速だった。総合タイムは12分越ごえなので公式記き録ろくには乗らなかったが、オーディエンスは違ちがう。ネット掲示板のあちこちでは「有野晴希が事実上の優ゆう勝しようではないか？」「試合に負けて勝負に勝った選せん手しゆ」「次回大会に出場希望」「くっそ可愛かわいい女の子を連つれて来やがって……爆ばく発はつしろ」と言われ放ほう題だいらしい。

「……まっ、過ぎたことを考えてもしょーがねーか」

　晴希は賞状を乱雑にテーブルに置くと、携けい帯たいゲーム機きに向き直る。プレイするのはまた新たなタイトルだ。しばらく大きな大会はないから、久しぶりに純じゆん粋すいにプレイできるゲームである。

　……とは言っても、課か題だいタイトルになってもおかしくないから油断はできない。

「っくぁーっ！　おもしれーなコレっ！」

　油断できないと思っておきながら、すぐ没ぼつ頭とうしてしまうのは悪い癖くせだ。

「ゲームくらい黙だまってできないのか」

　ふと、兄が呆あきれた表情で見み下おろしてくる。休日だというのに今日も仕事らしく、いつもの高級スーツをしっかり着込こんでいた。

「いいじゃねぇか、ほっとけよ」

「ふん。真しん剣けん味みがないと、またこの程度の結果に落ち着くぞ」

　兄はテーブルの上うえにある賞状を見て、鼻を鳴らす。

「やるからには頂点を目指せ。半はん端ぱは許さん」

「兄貴に言われるまでもねーよ」

「あと家の中だけではなく、たまには外にも出ろ。この引きこもりめ」

「わーってるって。あとで出かけるんだよ。凜りん子こたちが残念会開ひらいてくれるっていうから」

「夏なつ目め川がわの孫娘むすめか……失礼のないようにしろ。あとのもう一人は……いつもの優やさ男おとこか？」

「京きよう介すけだって言ってんだろ。いい加減名前で覚えろよ。それから……もう一人来る」

　ちらりと時計を見てみると、そろそろ約束の時間だった。ぼちぼち身支度を整ととのえなければならないが、どうにもゲームが手から離はなれない。

「まぁ英気を養やしなえるのなら、傷の舐なめ合いもいいだろう」

「いちいち言葉選えらびが癪しやくに障るんだけど……」

　兄は鼻を鳴らし、玄げん関かんへと向かう。

　だが、外に出る前に立ち止まった。

「……中ちゆう途と半はん端ぱじゃなく、全身全ぜん霊れい楽しんでこい」

「……兄貴も……仕事頑がん張ばれよ」

　互たがいに顔かおを合わせず、言葉だけ交かわす。

　ドアが閉まる音が響ひびき、室内はゲームのＢＧＭだけが響いた。

「……そろそろ支度しねーとな……」

　時計を見て、いい加減ゲームの電源を落とそうとした──その瞬しゆん間かん。

　どこか遠くで、何かが墜つい落らくしたような轟ごう音おんが響いてきた。

　その音を聞いて、晴はる希きは苦笑する。

「まったく……いつになったらちゃんと降りてこれるんだよアイツは？」

　晴希は携けい帯たいゲーム機きの電源を落とし、窓辺に近づいていく。

　窓から外を眺ながめると、遠くの方でもうもうと土つち煙けむりが上あがっていた。どの辺なのかは、ちょっとわからない。視界の下したにあるメッセージウィンドウが邪じや魔まで見えないのだ。

　──でも、待っていれば彼女は必ずやってくる。

　いつものように、すっ飛んでくる。

　晴希の人生を操そう作さする女め神がみ様さま。

　信じられないくらい下手へたくそだけど、彼女が自分の人生をプレイしてくれるならば──

「ああ……これから楽しみだ」

　今日も明日も、これから先もずっと……彼女と歩んでいく人生が楽しみで仕方がない。

　一生プレイし続けられる、ハマること間ま違ちがいなしのゲーム。

　そう考えれば、有あり野の晴希の人生は──

「ほんと、俺おれの人生は神ゲーだよな」










　　あとがき




　ＲＰＧをプレイしている時は、プレイヤーの性格が顕けん著ちよに現れるような気がします。

　とにかく先に進める人、じっくりコツコツ進める人、現時点の最強装備を買い揃そろえるまで進めない人、宝たから箱ばこ一つ取り逃のがしただけで止やめてしまう人──最終的な目的はエンディングなのに、そこに至る過程は千差万別でございます。

　……中学生の頃ころでしょうか。友人数人で某ぼう大作ＲＰＧをプレイしている時のことです。クラスでも秀しゆう才さいポジションの友人が、雑魚敵てきとの戦せん闘とうでも一つ一つ弱点を調しらべ、効果的な魔ま法ほうと状態異常を駆く使しして戦っていたのを覚えています。それを見て私は「ああ、こうやって一つ一つ完かん璧ぺきにこなすから成せい績せきもいいんだなぁ」と思ったのです。先に申しました「ＲＰＧはプレイヤーの性格が出る」という自じ論ろんは、この時から始まりました。

　……私ですか？　私は買ったら最後、徹てつ夜やでエンディングまでぶっちぎります。詰つんだら気合と根性で何とかする！　最近はめっきり徹夜もできなくなってきましたが、その代かわり、多方面から「生いき急いでいる」と言われるようになりました。

　ガン○ンいこうぜ！




　さてさて、今回はゲームを題だい材ざいに小説を書かせていただきました。この小説を読んでくださった──もしくは手にとって下くださったのなら、多少なりともゲームのプレイ経けい験けんがある方が多いかと思います。

　皆みな様はどんなプレイスタイルをお持ちでしょうか？　周囲の知人やご友人、ゲーム仲間はいかがでしょうか？　ちょっと考えてみると面白いかもしれません。

　……なんだか心理テストみたいになってきましたね。




　最後にお礼の言葉を。

　担当編へん集しゆうの粂くめ田たさん。いつにも増してのご助力、ありがとうございます。まさか年越こしの瞬しゆん間かんを打ち合わせに使っていただけるとは……頭あたまが下さがる一方です。

　イラストレーターのU35ウミコさん。素す敵てきなイラストを描かいていただき、ありがとうございます。どのイラストも楽しみに拝見させていただいております。

　そして読者の皆様。本当にありがとうございます。

　これからゲームをプレイする際に、チラっとでも本作のキャラクターやワンシーンを思い出していただければ、大変嬉うれしいです。

　皆様とまたお会いできる日を待っています。


末すえ羽ば　瑛えい
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末すえ羽ば 瑛えい

福島県出身。得意なゲームジャンルはシューティング。苦手なジャンルは格ゲー。高密度の弾幕は避けられても、格ゲーでは未だに[image: →][image: ][image: ↑]Ｐ（パンチ）の入力も怪しい。ＲＰＧの腕は……ふつう？
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イラスト／U35うみこ

11月17日生まれ、島根県出身。夏の空と海が大好きです。最近、海がちょっとだけ近い場所にお引越ししました。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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「末羽 瑛先生」係
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本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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俺おれの人じん生せいは神かみゲーである!








末すえ羽ば 瑛えい
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